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凡    例

1.本書は,伊場遺跡の正式な調査報告書第 6冊として刊行するものであり,第 7次調査までに出土した古墳時
代の上器に関する報告書である。但し大溝内の古墳時代の土層より出上した土器を除き,東部地区及び古墳

時代遺構より出上した土器を対象とした。大溝より出上した上器については,後日報告する。

2.挿図のうち土器の実測図はほぼ 1/3に統一した。 ただし血425の土器は1/6と する。 写真図版の土器に
ついても1/3に なるように努めたが, 縮尺は一様でないので大きさの比較は実測図か土器の観察表を参考

にされたい。

3,遺構写真 (土器の出土状態写真)や遺構図中に付けた番号は土器実測図・土器観察表の上器番号と同一であ
り上器の出土状態をしめす。

4.挿図のうち遺構図については,既刊の報告書に掲載した図を使用するように努め,必要に応じて加筆・修正
した。

5,写真図版のうち土器の写真は漆畑敏が撮影し,遺構の写真は調査時に撮影したものを使用した。
6.土器の復元 。実測など整理作業は,漆畑が三宅マチ。水野智恵子・金児きみ子・田辺磯子・河野亜都子の協
力を得て行った。また,版下の作図・作製は金田光代・神谷功依 。武藤緑による所が多い。

7.本文・土器観察表は漆畑が浜松市博物館館長向坂鋼二及び同館学芸員諸兄の助言を得て執筆した。文責は漆
畑にある。

8,本報告書の遺構記号については,既刊の伊場遺跡の正式報告書に従った。
KD…住居跡     KP… 小穴     KI… 祭祀跡     KT… 溝遺構
KG…井戸      KC… 方形周溝墓

9.本書に使用した図版 。写真は全て浜松市博物館に保管している。
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第 1章 遺跡の概要 (古墳時代を中心にして)

伊場遺跡については,すでに報告されたものも多くあり,その全体については,既刊の刊行物を参考にされた

い (注 1)。 ここでは古墳時代の伊場遺跡周辺遺跡群の概略を述べる。

三方原台地南端の海食崖から,約 5 km南の現在の海岸線まで続く海岸平野には,第 2図に見るように下山田・

八反田。村裏 。新橋村東 。堤町村東遺跡などが,伊場遺跡と同様に旧砂堤列上に立地する。さらに第 1図で見る

ように伊場遺跡の北側には国鉄浜松工場内遺跡と城山遺跡が接している。

伊場遺跡では晩期縄文土器 。石器が, 工場内遺跡では後期縄文土器が 1片出上している (1971浜松市教委・

1988浜松市教委)。 弥生時代にあっては工場内 (梶子)遺跡第Ⅵ次調査 (1988浜松市教委)で弥生時代中期の上

器や木製農具が発見されたのを始め,伊場 。工場内遺跡ともに弥生時代後期の集落であったことはすでに知られ

ているところである。さらに律令期には伊場 。工場内・城山遺跡の広がりの中で,古代地方官行が推定されてい

る。これらのことから伊場 。工場内。城山の各遺跡は,いずれも近接しており,立地の面からも各時期を通じて

一体の遺跡と考えて良い。

こうした遺跡群の中にある伊場遺跡は,先述したように三方原台地の南端に広がる海岸平野に営まれた縄文時

代から鎌倉時代までの遺跡として知られている。第 2図下段を見れば明らかなように,伊場遺跡は弥生時代と律

令時代に隆盛期がある。あいだの古墳時代について見ると,弥生時代から続く古墳時代前期には衰退し,中期に

はやや持直すが,後期には再び衰退化の傾向になっている。この時期に隣接する城山遺跡が始まり伊場遺跡とも

ども律令時代の隆盛期を迎える。伊場遺跡に於ける古墳時代の後期から律令時代への推移は,城山遺跡との関係

から城山遺跡への移動と考えて良い。

縄文時代の土器片や石器が発見されている事から,伊場周辺の砂州は早い時期から陸化していたと考えて良

い。やがて弥生時代中期に本格的な開発 (稲作の定着)が成され,後期の中葉に至るまで盛隆期を迎えた。この

頃,伊場周辺は稲作に適した湿地帯が広がっていたと考えて良い。弥生時代後期末から古墳時代初頭になると,

伊場遺跡には, 該董する時期の遺構がほとんど無くなる。工場内遺跡の第Ⅵ次調査の所見によれば, “後期中葉

の前半"と考えた方形周溝墓 (1号)や “後期中葉の後半"の溝 (YTl)ん ,ゞ基層である砂層と共に浸食され

段丘状の平坦面を作っている。 この平坦面に堆積した土層を掘込んだ凹地から, 定形化したS字口縁の甕の破
片が検出されている。このことは「浸食」が後期中葉から古墳時代初頭の間の出来事であることを示し,更に古

墳時代中期の後半までには,再び堆積が進んでいたことになる。

伊場遺跡集落では,弥生時代の環濠や東部地区の周辺部に,広 く堆積した青灰色粘土 (C層)に覆われて廃絶

し,その大半は工場内遺跡へと移ったと推定されている (1982浜松市教委)。 このC層に覆われた時期が,工場

内遺跡の浸食された時期とほぼ一致する。この時期は第 2図で見るように海水面が高位になった時期と重なる。

一方,古墳時代の中期に,海水面は最下位になる。この最下位になった時期に,伊場遺跡では安定的な住居跡群

が作られ始めている。弥生時代末から古墳時代中期後半までの間に営まれた遺構は,伊場遺跡にはごく少ない数

しかない。

伊場遺跡周辺の遺跡群の中で,古墳時代の遺跡をあげると,第一砂堤列上には下山田遺跡 (前期)・ 八反田遺

跡 (後期),第二砂堤列上には東若林村中遺跡 (中期),第四砂堤列上には新橋村東遺跡 (前期)・ 堤町村東遺跡

(前期)。 田尻古墳 (後期)等がある。さらに三方原台地南端には入野古墳 (中期)が立地している。伊場遺跡

で古墳時代遺構が衰退する時期の遺跡を,周辺の遺跡群の中で見てみると,第 2図に示した下山田遺跡・新橋村

―
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第 1図 伊場・ 城 山・ 国鉄工場 内遺跡位置図

東遺跡・堤町村東遺跡などである。これらの遺跡 (遺物散布地)は現在でも畑として残っている部分であり水田

面よリー段高くなっている所である。昭和 44年測量の浜松市都市計画図 (1/2500)に よると, 下山田遺跡標

高 1.8m, 新橋村東遺跡標高 2.3m,堤町村東遺跡標高 2.3mの砂堤列上 (畑)に立地している。それぞれの遺

跡の周辺には,畑となっている部分が (旧砂堤列が露頭する部分)広 く,地形的には安定している。ちなみに伊

場遺跡では標高は2.3mと 同じだが,旧砂堤列が露頭する部分 (畑)が少ない。

これらの遺跡は,遺物が検出されただけで遺跡の規模や性格が分明でないが,いずれも安定した旧砂堤列上で

発見されている。海水面が相対的に高位であった時期に,砂丘露頭面が比較的狭かった研場遺跡では,生活基盤

が不安定であったのかも知れない。伊場遺跡でも, この時期の遺物も散見される。したがって全く「生活」が無

かったのではないので,地理的な自然条件の劣勢が,『伊場』に住んだ人々に与えた結果であると考えている。

海水面が最下位から上昇した,古墳時代後期から奈良時代にかけての周辺遺跡群 (五反田遺跡 。田尻古墳な

ど)についても同様な事が言える。律令時代の中心となった城山遺跡でも,砂丘の高さは同じ様であるが,安定

した広がりでは,伊場遺跡より城山遺跡が勝っている。

古墳時代の周辺遺跡群を年代順に整理してみると堤町村東遺跡 '新
橋村東遺跡一下山田遺跡一入野古墳一伊場

遺跡―八反田遺跡―田尻古墳 。伊場遺跡・城山遺跡となる。『遺物編 3』 でも述べているように, 短絡的にこう

した順序で人々が移動したとは考えられない。しかし,古墳時代を通じて,粗密の差こそあれ,伊場周辺の海岸

平野に人々の生活が継続的に展開した結果である。当然,地理的な条件も考慮せねばならないが,伊場周辺の海

岸平野に於ける古墳時代を通じての社会的 (政治的)成熟度の結果として,次の律令時代の官行が伊場・城山の

地に立地したと考えたい。
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第 2章 古墳時代遺構と出土土器

第 1節 住居跡

KD-1(第 3・ 4図 )
有機質の多い砂質粘土が覆土となった住居跡で北半分が残されている。一辺が 4.6m程の隅丸方形になると推

定している。北壁中央に北に,お くゝらむ部分がありその内側の床に灰や炭化物が集中していた。炭化物が集中す

る部分の中央に 3本の上製支脚が検出されている。土器は弥生式を含みポリエチレンの袋に5袋程検出されてい

る。図示したのは,覆土から検出された 1の須恵器郷身と,土製支脚を持つ炉の西側の床面に密着して出土した

2の土師器の鉢である。他に土師器の郭身の口縁部の破片と,甕か鉢の底部が 2個体出土している。(1977浜松

市教委)

1について見ると立上がりが体部からくの字に曲がること,端部が内傾して段を作ること,受部を横にひねり

出すこと,底部外面の箆削りの範囲が 1/2程度である点など遠考研編年 I期後半 (1966遠江考古学研究会 。

1979静岡県考古学研究会)・ 田辺編年 TK 23(1981田辺)に比定されて良いものであろう。 2は使用形態から

言えば甕と言うべき土器で 3本の上製支脚に乗せられて使われた物であろう。支脚の周囲に粘土が検出されない

ことなど,炉からかまどへ転化する移行期の「炉」と考えている (1971浜松市教育委員会)。 以上の点からこの

住居跡を 5世紀後葉と考えている。

KD-2 (第 3・ 37図 )
U字形に開き土製支脚を 1本持つかまどが, 南向きに発見されただけであり, 住居跡の規模・形態の詳細は

不明。隣接するKD-9と の切り合いからK隣 2が新しい。かまど内の覆土から, 図示した 3の須恵器郭蓋の

他,須恵器と土師器の破片が 15点程検出されている。 3は日径が 15.2 cmと大きく,肩部の稜も沈線に近くなっ

てしまう点から,形態的にはやや古そうだが遠考研編年Ⅲ期前葉 (注 1)(田辺 TK 10)に あたると考えられる。

6世紀中頃とすればかまどを持つ点とも矛盾しない。

KD-3 (第 3・ 4図)
住居跡の2/3が東海道本線の敷地内に入ってしまい、 】ヒ側の 1/3が調査されている。 覆土は炭化物が混じ
った砂層で一辺 5。9m程の隅丸方形と推定される。かまどは南向きに開き土製支脚を持つ。かまどの東側の床一

帯に須恵器の郭身・蓋・提瓶・甕片や土師器の甕・甑片などが散乱していた。これ等のうち実測可能な 3・ 4を

図示した。 4の須恵器は日唇部と底部を欠く邦身の破片だが,日径は小さめで箆削りの範囲も広い事を考えれば

遠考研編年 I期 (田辺 TK 208)と すべき土器である。 5の上師器は長胴ぎみの甕で 5世紀末～ 6世紀と考えて

良い。図示しなかった提瓶は全体をやや雑なカキロで仕上げた, 径が 20 cmに満たない程度の偏平な体部に, 環

状の把手が付くものと推定される。邦蓋は遠考研編年Ⅱ期とⅢ期にそれぞれ推定される3 cm程の細片が 2点あ

る。したがってこの住居跡は6世紀初頭から中頃に位置付けたい。

KD-4 (第 4・ 5図 )
かまどを中心にして東側に 1/3程が検出されたに過ぎない。かまどは】ヒ壁に付いて,南側に開くU字形に作

られ,中に土製支脚を 1本置く。かまどの周辺の床面には土器が散在し土器の使われ方を窺わせる。この土器の

広がりから, 一辺 4.8m程の隅丸方形の住居跡と推定している。土器は全部で 13個体程確認したが, そのうち

図化可能な 9個体を図示した。

6は残っている部分が 1/5と 少ない点とやや歪みの有るのが難点だが, 日唇部をしっかり作り, 箆削りの範

囲を広く取っている点などTK 208に近い。 (ヽずれにしろ遠考研編年 I期の範疇に入れるべきと推定される。 7

は郭部の稜が甘くなる点や脚が短く脚裾も横ナデして横に開く度合いが強くなるなど,和泉式の新しい所か。 8
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は日縁部が僅かに開き体部を箆整形し平底に作り出している。底部の作りから篭目土器の可能性がある点などや

はり5世紀末とすべきか。 9・ 11・ 13な どの口縁部は横に大きく広がる事はなく,体部も長胴化しているとは

言え丸みを持っている。12は篭目が残り,15は丸底に作っている。図示しなかったが把手のある球胴の甑 (甕)

が 1点出土している。これ等の土器からこの住居跡を 5世紀末から6世紀前葉のものとした。

KD-5 (第 37図 )
粘土の集積が検出され,調査の結果かまどと決定したものである。他にこの住居跡に伴う遺物は検出されてい

ない。調査時の所見によれば北に隣接するKD-4を切って作られ, 東側に隣接するK隣 7によって切られて
いると推定している。 K隣 4が 5世紀末～ 6世紀前葉であり, KD-7が後述する様に 6世紀末であるなら,
KD-5は必然的に6世紀中葉に位置付けざるを得ない。とヽずれにしろ他に根拠が無いので断定出来ない。
KD-6(6・ 37図 )
粘上の広がりが検出され精査の結果,かまどと周壁の一部と認定した。かまど内からは土製支脚や甕片が検出

され,周辺の床面からは16の高郭や 17の甕, さらに須恵器の破片等が検出されている。かまどの南西に小穴が

検出され, これがKD-6に伴う遺構と考えられるので 18と して図示した。 18は底部を欠き口縁部も1/3し

か残っていないが,KD-1の 2の鉢と同様に考えて良い。KD-1が「炉」であったことを考えれば KD-6は

既にかまどとなっており,それだけ新しい要素を持った住居跡である。従ってこの住居跡を 6世紀の前葉に位置

付けたいと思っている。16の高郭や 17の甕についても同様な時期の幅の中で考えて良いものであろう。

KD-7 (第 4・ 6図 )

住居跡の全面が検出された唯―のもの。一辺 4.3m程のやや小さめの隅丸方形の住居跡になる。U字形に開く

かまどがJヒ壁の中央に作られ,その両側に須恵器 (20)と土師器 (22)ん 置ゞかれていた。かまどには土製支脚が

あり床面からも多くの土器片が検出された。土器片は弥生式土器を含むほか甑の把手や甕片等が多く,須恵器片

窪 ジ
Sch

第 3図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 1(KD-1・ 2・ 3)
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も混じる。細片が多く19～ 22の 4個体を図示した。19と 20は同様な須恵器郷身で, 日径や体部の作りから遠

考研編年Ⅲ期中葉に位置付けて良い。22は模倣郭の蓋で日径が 14.2 cmと大きく肩部の稜も明確ではないなど,

Ⅲ期中葉に併行するべき模倣郭か。 211ま日縁部が内彎し体部も腰が張って深くなるなど 19。 20・ 21等より古

くすべき土師器である。20と 22が,かまどの両側に置かれた様な出土状態であったことや,編年的な時期もほ

ば一致するので,一応 K隣 7の時期を 6世紀の後半と考えている。
KD-8 (第 6・ 37図 )
砂層が浅く掘り込まれた部分を住居跡と推定した。北側には砂質粘土が広く分布して焼上のブロックが検出さ

れる部分もあった。しかしいずれも炉やかまどと認定出来なかった。覆土からは弥生式土器 P土師器・須恵器等

の破片が検出されたが細片であり検討に耐えない。22-2は A lldの ポイントの近くで検出されたもので, KD

-8に伴う土器と推定される。遠考研編年Ⅲ期中葉に伴う鉢と考えている。この鉢に年代を求めればKD-8は

6世紀後半に位置付けられる。いずれにしろ他に根拠はない。

KD-9 (第 37図 )
K隣 2のかまどに隣接して同じような向きに並んだかまどが発見され, これをKD-9と 認定した。 調査時
の所見によれば, K隣 2以前の住居跡に付属するかまどの残骸と考えている。住居跡の掘り込みは検出されて
いない。位置関係からK隣 2の建直しも考えられる。いずれにしろKD-2以前 (6世紀中葉)に住居跡が在
ったことになる。

KD-10(第 7・ 8図 )
遺構が後世の攪乱や耕作によって壊されている度合いが少なく保存状態が良い。かまどや土器も比較的良く残

されていた。かまどは北壁のほぼ中央に作られ壁の外に突出しない。かまどの前面の床には焼土や炭化物が広が

り,かまどの中には土製支脚が無く,「炉」の要素を多く残している。南壁の中央部に接して 70× 50 cm深さ 14

cmの掘り込みがあり, 砥石と土器 (25・ 31)が入っていた。23～ 31ま で 9点を図示したが, この他に土師器

の甑片 。高郭・邦 。甕片,須恵器片等が出上している。

23の郭蓋は天丼部の箆削りの範囲が広い点など,やや古い手法が残るが全体の器形から遠考研編年 I期後半

(TK 23あ るいはTK 47)と考えて良い。 24も 日径が大きくなって堺部が横に広がり浅い感じになる点など同

様と考えて良い。25～ 28の堺や高郭も5世紀末としてよいものであろう。かまどの形態も両側に袖を持つかま

どではなく,炉に近い形を残している。炉からかまどへの移行期と考えれば 5世紀末としてよい。

KD-11(第 8・ 9図)
一辺が5m程のほぼ正方形に近い隅丸方形となる住居跡で,西側は奈良時代の掘立柱遺構と重なっている。北

壁の東寄りに壁から突出したかまどが作られ, 南壁中央に接して貯蔵穴状の小穴 (径 80× 70 cm深さ20 cm)が

設けられている。幅 10 cm長さ 10 cmの壁溝も一巡している。かまどには土製支脚は無く袖状の作り出しも見られ

ない。KD-1や KD-10の様に炉からかまどへの移行期の住居跡と考えている。貯蔵穴状の小穴の縁には炭化
したザルが残され,須恵器高堺 (32)土師器甕 (33)・ 甑 (34・ 35)が中から検出された。調査時の所見によ

れば土器をザルに入れて小穴の中に置いたものと想定している。

32は長脚の無蓋高郭で稜も甘くなり櫛描波状文も雑になる。遠考研編年Ⅱ期 (MT 15)|こ比定されると考え

ている。 33は S字状口縁の甕の最終段階の形態で安達編年でVA(1974安達・木下)と したものであり, 5世

紀末の年代が考えられている。 34と 35は折り返し口縁になり胴部はややお、くらみを持ち底部にかけて丸くすば

まる。同様な甑が坂尻遺跡でも見られ「K第二期 (2)=6世紀初頭」の遺構から出上している (1985袋井市
教委)。 したがってK隣 11の年代は住居跡の構造からも遺物の面からしても6世紀のごく早い時期を考えてい

る。

KD-12(第 9。 10・ 13図 )
粘土質の砂層の落込みとして検出され 4.9× 4,9m程の隅丸方形になる。北壁にはU字形に袖を作り出した,
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しっかりしたかまどが作られ土製支脚も検出されている。西側の壁や柱穴は確認出来なかったが,その他の壁や

住居跡の平面形は比較的良く残っていた。甑・甕等の土器はかまどの東側に散乱して出上している。

36は日径が 14.6 cmと大きく肩部の稜も無くなってしまう点は新しいが,箆削りの範囲が広く口唇部の作りが

丁寧である。遠考研編年Ⅲ期前葉 (TK 10)に併行すると考えたい。 37は回縁部を欠くので何とも言えないが

日径が大きいのでⅢ期の須恵器と考えて良い。図示出来なかったが床面から出た須恵器の中に,日唇部が段を作

って内傾し,底部外面の箆削りの範囲も広い郭身 (MT 15?)の細片が混じっている。

土師器について見ると,甕は日縁部が立上がりぎみになり,先端は内側を窪ませ丸く作り,体部は長胴化する

(38・ 40)。 41の甑もやはりKD-11の 34・ 35に比して日縁部から直線的にすばまり, 長】同化する。 これが

時間的な変化とすればこの住居跡はK隣 11よ り新しく6世紀の中頃に比定出来よう。
KD-13(第 37図 )
発掘区の断面の観察により砂質粘土の落込みと水平堆積を住居跡と推定し,平面的な広がりを確認したもので

はない。したがってかまどあるいは炉等の遺構や焼土 。炭化物・灰等の集積も検出されていない。調査当時の所

見によれば他の住居跡と同様にかまどを北東に作った住居跡であり,断面の観察により6世紀代のものと推定し

ている。根拠の脆弱な住居跡である。 KD-13と して取上げた土器片は須恵器・土師器等 15点程であり郭身の

細片から, 6世紀代の中頃以降としか考えられない。

KD-14(第 37・ 12図 )
A12f区東壁断面で確認された砂質粘土の落込みと平面的な粘土の広がりから住居跡と認定したもの。平面調

査では北壁にあたる部分に,焼土や粘土塊も検出されたが,かまど等の遺構として断定出来なかった。かまどと

推定される焼土・粘土塊の集積部分の周辺から多くの上器が検出されている。42～ 51・ 54・ 56・ 58・ 342

がそれ等の上器である。 (写真図版第 5-B)
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蓋郷について見ると42の蓋は肩部で折れ曲り口縁部も直立して,田辺編年の MT 15に近い器形を残すが,焼

き歪みがありはっきりしない。45は肩部に稜も残りMT 15併行の土器としてもよい。46の立上がりが直立する

点や日唇部を内傾させるなどMT 15に近いが, 体部の腰が張らない点などTK 10と すべきか。 43や 44の蓋,

47や 48の身などはTK 10に比定して良いものであろう。342は立上がりが低く,体部も腰が張らずに直線的に

立上がるなど, やや新しく遠考研編年Ⅲ期中とすべきであろうか。45と 47は蓋が身に着せられた状態で出土し

ている。土師器の甕について見ると54や 58の ように胴部にやや脹らみを持ち篭目を残す点など古い要素か。

須恵器の蓋郭で見るかぎり形態的には2又は3形態の幅がある。しかしこれらの上器はその出土状態からして

一括品として考えて良い。 342がやや新しい要素を持つので問題だが, 田辺編年の MT 10に比定すべき土器の

多いことから, この住居跡の時期を 6世紀中葉としたい。

KD-15(第 37・ 13図)(写真図版第 6-A)
A12f区の西壁断面で砂質粘土の落込みが検出され,平面的にも粘上の多い部分の広がりがあり住居跡と推定

した。住居跡の北壁にあたると思える部分に粘上の集積がありかまどと想定された。後世の攪乱が激しく床面や

かまどの構造などはっきりしない点が多い。かまど (粘土の集積部分)には60の甕の底部が置かれた状態で出

土している。

土器は60の他に弥生式・土師器が 20片程とカキメの残った小形壼 (疎?)の須恵器の頸部破片が 1片検出さ

れている。これらの土器の他に時期を示す積極的な資料がないので断定できないが,かまどを持っていることも

含めて 6世紀中頃と推定している。

KD-16・ 18(第 37・ 13図 )
A12e区でセクション帯の東壁断面で検出した砂質粘上の落込みを住居跡とした。同じ断面で KD-16の真
下でK隣 18も確認している。 調査時の所見によれば, K隣 16の床面と考えた砂質粘上の広がりが 1.8m程
確認され, KD-18で は壁の一部と住居跡の床面?が, 4mに亘って確認された。 さらに, KD-18は僅かに
残された壁から, 他の住居跡と同様にかまどを北東の壁に作った住居跡と想定された。 また, K隣 16と した
この落込みはK隣 18の 覆土の可能性もあると考えている。いずれも幅 lmに満たないセクション帯の中で検
出したもので,平面的な広がりが確認されていない。根拠の脆弱な住居跡である。

KD-16と して取上げられた土器は61～ 66で,他には破片が少し残るだけである。 63・ 64の蓋郭は蓋肩部
の稜も残り田辺編年 MT 15に比定されて良い。62は肩部の稜が沈線によって作られるがやはりMT 15と 考え

て良いであろう。 61は日径が小さく立上がりも高い。 1回あたりの箆削りの幅が広いことや体部の形態から5

世紀代に遡るものではない。遠考研編年Ⅱ期の上器とすべき物か。土師器については65の鉢が古そうである。

KD-18と して取上げた土器は, 67の壺 (甕?)と , 他に弥生式と土師器の破片が数点である。 67は球胴に

なるようであり,古くしたいが下半を欠くため何とも言えない。

周辺から出土しK隣 16か KD-18に伴う土器として,取上げられたものが 68～ 71の上器である。68の堺
蓋は日径が小振りだが肩部の稜も残り,69同様にMT 15に比定出来る。70・ 71の 甕も66と 同様な土器であ

る。

したがって KD-16・ 18と して取上げた土器相互に大きな時期差はなく, ほぼ同一時期と考えて良い。住居

跡が同時に存在することはあり得ないので, 何らかの事情による建て替か, 先述したようにKD-18の覆上を
K隣 16と誤認したものかも知れない。
いずれにしろ, ここに在った住居跡の時期は6世紀の前葉から中葉にかけての期間と推定される。

KD-17(第 10・ 15図)
東西 6.lm, 南北 5,8mの隅丸方形の住居跡で, 奈良時代の溝や各種の小穴と重なって検出された。壁溝が巡

っており住居跡と確認できた。後世の遺構や攪乱で失われた部分が多いと推定されるが,かまどを思わせる粘土

や炭化物の集積は見られなかった。床面に焼土が検出された部分があり,炉の存在が想定されたが断定出来なか

-14-
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った。住居跡の南東の隅に土師器の甑と甕が (75。 76・ 78・ 79)置かれていた。床面からは他にも多くの上

器片が検出され主なものを第 15図 に示した。

須恵器について見ると72は肩部に鋭い稜が付くが, 日縁部の立上がりがやや低く, 日径も大きい事から遠考

研編年Ⅱ期 (MT 15)と して良い。73は 日縁部破片の細片であるが 72と同様と考えて良い。74はこの蓋と考え

ていいが類例が少なく時期は不詳。土師器について見ると75の甑はやや長胴化するが, 日縁部から丸みを持っ

て徐々にすばまり直線化しない。 76・ 78の甕も球胴の傾向が残っているし77・ 79も同じと考えて良い。 5世

紀末から6世紀前葉の時期であろう。

この住居跡の年代を 72・ 73の須恵器郭蓋に求めて 6世紀前葉にかけての時期としたい。

KD-19(第 37・ 17図 )
A12b区の北壁断面でKD-13と 並ぶ住居跡と確認したもの。残された幅 50 cm程のセクション帯の中で平面

的な範囲を確認した。検出した土器は多くはなく30片程で, 土師器の甑の把手や篭目のある甕底部破片, 須恵

器の細片等であり時期を明確にする物はない。図示した高堺の脚も5世紀までは遡らない。調査時の所見では切

合いからKD-13以前に作られていたと考えているので 6世紀中頃と推測される。住居跡の存在も含めて他に

根拠は無い。

KD-20(第 37・ 17図 )
A12aのポイントで交差するセクション帯の断面で住居跡と確認した。平面的にも砂質粘上の広がりから住

居跡の範囲の大略を知ることが出来た。床と確認した砂質粘上の範囲ではかまどを示す粘上の集積は確認されな

かった。

住居跡内から出土した土器は, それほど多くはなく破片が 50片程であり,上師器の塊 (81)を はじめ高郭脚

・甕の破片,須恵器の雰身片等である。81の婉はやや古く発掘当初の所見では5世紀代と考えていた。 しかし,

床面に近い覆土からは須恵器郭身片も検出され,細片とは言え遠考研編年Ⅲ期中葉から後葉に比定されてよいも

のである。したがって 6世紀後半代の住居跡と考えたい。

KD-21(第 14・ 17図 )
他の住居跡のように砂質粘上の覆土ではなく,黒色の有機砂層の落込みとして検出された。古墳時代の遺構や

砂層の崩れ等で攪乱された部分もあり平面形を明確に確定し得なかった。 しかし, 住居跡の壁が 2/3程が確認

され, ほば方形で東西 6.3m,南北 6.lmの規模と推定出来た。住居跡の西側と南側には, やや広がった壁溝状

の溝があり北東の隅には焼上が集積して検出されている。

住居跡内の溝から82・ 83・ 84の上師器が検出された。住居跡の覆土から多くの上器片が出土したが, 須恵

器は含まず弥生式の破片や S字形日縁の甕片 (安達編年Ⅲ類に比定)(1974安達 。木下)が混じる。 84は外面

に薄く刷毛目が残り内面から箆削りして薄く仕上げた布留式上器である (注 4)。 82も底部を不定方向に箆削り

して仕上げる等古い手法を残す。

したがって, この住居跡は他と異なリー段と古い4世紀後半代と位置付けて良いと考える。伊場遺跡では最古

の住居跡である。

KD-22(第 14・ 37図 )
最下層の砂層中に砂質粘上の落込みとして検出された。後世の攪乱や遺構の重なりから消失している部分が多

い。 浅く残った壁溝から住居跡の三隅が確認されたので, 東西 6.7m, 南北 5mの隅丸方形の住居と推定され

た。床面は多くの遺構が重なるため (第 37図)平面的な広がりの確認が困難であり, かまどを示す粘上の集積

や,炉と思える焼土も確認されず, この住居跡の柱穴も確定出来なかった。

住居跡内から検出された土器は,いずれも破片ばかりであるが,古式土師器片や須恵器片もまじる。調査時の

所見では住居跡の検出された層位や,炉を持つ住居跡と想定して 5世紀代のものと推定している。しかし,須恵

器片を見るかぎり, 6世紀代の上器とするのが妥当と思えるが,細片であるため他に根拠は無い。
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義―

三::lf:

弔甥
祈

ヽ

第 13図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 8(KD 14・ 15・ 16・ 18)

´´デァ
、マ″井

-17-



◎ ③

ユ

　
‐
ＤＫ

●

＼

第 14図 古墳時代竪穴住居跡実測図 4(KD-21・ 22)
-18-



一
一

・
一
一
一

一

重

一「
一

i輛 ぺ`Ⅲ
ぶ

畔イ|(,タ
||

＼ さ が

第 15図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 9(KD 17)
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第 16図 古墳時代竪穴住居跡実測図 5(KD-23・ 25)
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第 17図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 10(KD 19・ 20・ 21・ 23・ 25)

KD-23(第 16・ 17図 )
西部地区大溝の南縁で検出された住居跡である。奈良時代の掘立柱遺構と重なりその堀方によって壊されてい

る部分も多い。壁溝がほぼ一周して検出されたので隅丸方形の住居跡と確認できた。西側床面が炭化物で覆われ

ていることから,火災に道ったと推定されている。北壁寄りに焼土の広がりが検出されたが粘上の集積はなく,

袖を持ったかまどではなく炉と考えた。南壁寄りには径 80 cm x 70 cm,深 さ20 cmほどの貯蔵穴が作られている。

KD 23か ら出土した土器は, 85～ 90ま での 6点と須恵器と土師器の破片が少しである。 85の高郭の蓋は

撮が低く偏平になり,天丼部外面の箆削りの範囲も狭く遠考研編年 I期後半 (KT 47?)|こ比定される。86・ 87

の高郭は脚部が八の字に開き薄くカキメを残す。端部は断面三角形に作られるだけで終わるなど,同様に遠考研

編年 二期後半と考えたい。88の 娩は古くなるが (和泉式?),89。 90は 85～ 87の須恵器に併行する土師器とし

て良いものと思われる。

したがって,KD-23の 時期を 5世紀末から6世紀の初頭にかけての時期としたい。

KD-24(第 37図 )
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大溝の南縁で検出した東西 4.2m, 南北 3。9mの小形の隅丸方形になる住居跡。壁溝と床面, 4つ の柱穴が確

認されただけで,焼土や炭化物粘土の集積など住居跡に伴う他の遺構を想定させるような物は検出されなかっ

た。年代を示す土器などの遺物は検出出来なかった。発掘時の所見では大溝の西側で発見された住居跡は全て 5

世紀代であり,K隣 25。 29・ 30・ 38等と同じ方向性を持つので,K隣 24も 同様に5世紀末に比定した。
KD-25(第 16・ 17図)
大溝の南縁で発見された。住居跡の床全面に炭化物が散乱した状態で検出された。炭化物は屋根材や壁材と確

認できる木材や茅?(藁?)等 もあり,火災によって崩壊した事が窺えた。壁溝がほぼ一巡し一辺が 5,3mほどの

隅丸方形になる。住居跡中央の南東部分に焼土が集積していたが,発掘時の排水溝と重なったりして,は っきり

した炉は検出出来なかった。南壁に接して径 90 cm× 70 cm深さ20 cm程の貯蔵穴が作られ, 周辺から土師器の甑

や餐が出土した。

91の須恵器郭身は床面に接して検出した土器である。最大径が 13.9 cmあ りTK 47?に比定される。92の高郭

は住居跡の覆土から検出したもので (写真図版第 7-A)器高もやや低く脚先端の作りも甘い。遠考研編年 1期後

半 (TK 47?)イ こ比定出楽る。 93や 94の土師器の郭・甕 。甑等は, いずれも床面に密着していた土器であり,

火災による焼失を考えれば一括品と推定して良い。

したがって,K隣 25が廃棄された時期は土器の出土状態から5世紀末～ 6世紀の早い時期としたい。
KD-26(第 19。 21図 )
後世の遺構と重なり合って攪乱が進み破壊された部分が多い (第 37図 )。 北壁に土製支脚を持ったU字形に
開く粘土のかまどが築かれている。確認出来ない部分もあるが東西 5.2m, 南北 5.4mの隅丸方形の住居跡と推

定される。

住居跡内からは, 弥生式土器を始め土師器や須恵器が出土した。 95は覆土から, 96はかまど内から検出した

破片と接合した日縁部片, 97は床面に密着して出土した。 98～ 101の土器は, 住居跡の北東にある大きめの小

穴内から検出されたもので, 小穴の位置からKD-26に伴う物と考えた。 95は天丼部と口縁部を欠く細片のた
め断定できないが,日径が 14 cm程になり,稜も残るなど遠考研編年Ⅱ期 (MT 15)に 比定される (郭身?)と考

えられる。95や 96の土師器の甕もほぼ同時期としてよい。

小穴内から検出した土器は, 99の様にやや古く10と のような壺も含む。 あるいは別の遺構とも考えられる。
96の ように住居跡内から検出した土器に近い物もあるので,調査時の所見に従う。

したがってKD-26の住居跡は, 6世紀の前葉から中頃にかけて営まれていたと推定している。
KD-27(第 18・ 19図 )
住居跡の大半が後世の耕作等の攪乱によって失われ,かまどと北西隅の壁溝が検出されたに過ぎない。かまど

も基底部の焼土で確認され上半は攪乱され欠落していた。

土器は床面を確認した範囲が狭い割には比較的多く出土している。床面からは 102-2の 上師器郭や 103の甑

のほかに,郭 1個体・甑 2個体分が確認出来た。覆土からは102に示した須恵器郭身のほかに古式土師器や弥生

式土器等の破片が出土している。

102は 口径が小さく立上がりも高く日唇部も段を作って内傾するなど古い要素が多いが, 箆削りの範囲が狭い

ことや体部の器形から遠考研編年Ⅲ期前葉 (MT 10?)以降の物と考えたい。 103の甑は折り返し日縁には作ら

ないが,丸みを持ってすばまり器形が直線的ではない。102-2の郭も日縁部が内彎し古い要素を残す。
KD-27の時期は, 102の須恵器邦身が細片であり比定されるべき時期が明確に断定出来ないが, 6世紀の中
葉としたとヽ。

KD-28(第 37図 )
KD 17の西側でB12aか らB12dにかけて, 砂質粘土層の広がりとして確認された住居跡である。壁溝の
一部が検出されたが,弥生時代の小穴が集中していたり,後世の攪乱などにより平面形は殆ど確認出来なかっ
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第 18図 古墳 時代竪穴住居跡 出土土器実測図 11(KD-26・ 27)

た。また,炉やかまどなどの住居跡に伴う施設も検出できなかった。発掘当初の所見によれば,かまどが発見さ

れ無いことから炉を伴う住居跡と考え, 層位的な観察に因って 5世紀中葉と想定していた。 しかしKD-28と

して取上げた土器の中に,櫛描の波状文のある須恵器の大形甕の口縁破片が 1点混じっており,時期を新しくせ

ねばならないかもしれない。KD-17と の切り合いからKD-28の方が古いと考えている。 ・

なお,K隣 28の南側の下層で焼土 。鉄滓・ 斬の日等が検出され,小鍛冶の遺構と推定されている。
KD-29(第 19図 )
わずかに残った壁溝と柱穴から東西 5。2m, 南Jヒ 5,lmの隅丸方形の住居跡と確認された。 かまどを想定させ
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第 19図 古墳時代竪穴住居跡実測図 6(KD 26・ 27・ 29)

一-24-―



¬

納

3m

(KD-30。 32・ 33・ 34・ 35)第 20図 古墳時代竪穴住居跡実測図 7
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る粘上の集積が無かったので,炉を伴う住居跡と考えた。住居跡の中央南寄りに径 100 cm X 80 cm,深さ30 cn程

の貯蔵穴が作られている。

発掘時の所見によれば炉と貯蔵穴が伴うことや,貯蔵穴から検出した土師器から5世紀の後半の時期と考えて

いる。

KD-30(第 20図 )
KD 25・ 29・ 38等 と一群を作って西部地区に検出されている住居跡である。壁のほとんどが後世の耕作

等によって削平されている。東西 4.3m, 南北 3.8n程の隅丸方形に壁溝が検出され, 四本柱の住居跡と確認し

た。北壁の中央寄りに接して焼土や炭化物が広がって検出された。この集積が粘上の袖を持たない事から, これ

を炉と考えた。床面には炭化物が広がっている部分が多く火災に遭った事を窺がわせた。直接年代を示す遺物は

出土しなかったが,炉を使用している事から5世紀後半の住居跡と推定している。

KD-31(第 21・ 23図 )
北壁と東壁の一部を確認した。 北壁には南に向いて U字形に開くかまどが作られている。 後世の耕作などに

よる覆乱を激しく受けており,住居跡全体の 1/3程が確認されただけである。

土器は,かまどの周辺の床面から出上している。104の須恵器郭蓋は,稜もしっかりと作られ日縁部は肩部で

折れて直立するなど古い要素が残り,遠考研編年Ⅱ期 (MT 15)に比定出来そうである。105・ 106の郭身は,

日唇部に軽く平担面を作るが,体部の器形からして遠考研編年Ⅲ期前葉 (MT 10)と 考えて良い。107～ 111の

土師器は,直接的に時期を示し得ないが, 出土状態から一括品と考えられる。107な どはやや新しく考えねば,

いけないかも知れないが,104～ 106の時期幅の中に含めて考えている。

したがってK隣 31の年代は6世紀の前葉から中頃にかけての時期と推測される。
KD-32(第 20・ 21図 )
KD-33と 重なって大溝の東縁で検出された,一辺が 5。3m程の隅丸方形の住居跡である。いずれも奈良時代

の時期の大溝によって浸食され床面の半分を残すだけである。住居跡どうしの切合いからKD-32が新しい事

がわかっている。床面には炭化物が散乱し,中には建築材と思われる炭化した木片もあり火災に遭った事が窺え

た。北壁は半分以上残っていることから,かまどを持った住居跡ではない事が分る。残された床面には炉は検出

できなかった。炉に当たる部分は浸食によって欠落していると考えられる。

土器はいずれも床面から検出したもので 112～ 116な どで多くは出土しなかった。 115の土師器の甕はやや歪

みもあるが球胴に近く古い要素である。セットとなるべき114の甑は折り返し口縁でもなく,体部もやや直線化

する。112の 須恵器郭身は,立上がりはやや低いが日唇部は内傾する端面をしっかりと作っていたので MT 15

併行としたいが, 日径や体部の作りから, もっと古く遠考研編年 I期後半とすべきか。 KD-32はかまどを持

たない住居跡と考えられるので,その時期を 5世紀末から6世紀初頭と推定したいが須恵器の年代観との間にや

やずれがある。112は 115や 114の様に床に密着して検出した土器ではないので, こうした結果となったと考え

たい。

KD-33(第 20図 )
大溝の縁にK隣 32と ともに検出され,奈良時代の大溝の浸食で西側半分を,KD-32で南側 1/3が削り取

られている。北壁中央には,焼土や炭化物の集積があり,壁から】ヒ狽1に突出した作り出しもあった。しかし,か

まどに見られる南向きに開くU字形の粘上の集積がないため,炉からかまどへと変化する過渡期の住居跡と考

えた。南側のKD-32と 重なる部分で検出された, 120 cm× 70 cmの長方形の小穴が,KD-33に伴う貯蔵穴な

ら住居跡の形態からも一致する。

住居跡内からは,直接的に時期を示し得る,土器などの遺物は検出されなかった。KD-32(6世紀初頭～中

頃?)と の切り合いや,炉からかまどへ変わる,過渡期の住居跡と考えて漠然と5世紀末頃と考えている。

KD-34 (第 20・ 24図 )
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第 21図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 12(K}31
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西別区 (弥生時代方形周溝墓群)の西側で発見された 3.8m× 3.lm程の不定形の窪地状の遺構。柱穴・炉あ

るいはかまど等の施設は検出できなかった。したがって,住居跡ではなく他の遺構の可能性が大きい。他に遺構

の性格を考え付かないがで一応住居跡状の遺構とした。

床面に接して117と 118の上師器が出上した。これ等の土師器によって5世紀後半の遺構と考えた。

KD-35(第 20・ 26図 )
KD-34と 同様に西別区の西側で, 壁の一部と柱穴が 3箇所検出された。床面は 1/4程度が確認出来ただけ

であり,壁は後世の耕作などで殆ど削平され確認出来なかった。柱穴の並びから一辺 4.8mの規模の隅丸方形の

平面形を想定した。119は床に当たる部分から出土した。日径が 13,6 cmと やや小振りになることから,遠考研編

年Ⅲ期中葉に比定すべきものである。したがって, 6世紀末の住居跡を想定している。

KD-36(第 23・ 24図 )
東西 3.5m南北 4.lmと小形の隅丸方形の住居跡を考えた。壁は 10 cm程の高さが残って検出され,壁溝は南壁

中央で 40 cm程 とぎれるが一周している。 しかし,柱穴は検出出来なかった。また,炉跡は一部に, それらしい

ものが在ったが確定できなかった。

土器は床面から120・ 121の上師器が検出された。 1201よ 口縁部が内彎し器形も深くなる。覆土からは122の

壺など土師器片が出土したが,須恵器は出土しなかった。したがって, これらの上師器から,住居跡の年代は 5

世紀の後半と言うことが出来る。

KD-37(第 22・ 23図 )
大溝の東縁に近い部分で発見された,東西 3m,南北 2mの小形の隅丸方形の遺構となる。床面には炉跡やか

まど等の施設は検出されなかったが,柱穴は 4箇所に確認された。こうした事から単なる住居跡ではなく性格の

異なった遺構と考えられる。

この遺構から,土師器の小破片が検出されただけで,時期を示し得る資料は出土しなかった。

↑∫＼●
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第 22図 古墳時代竪穴住居跡出土土器実測図 13(KD-35・ 36・ 38)
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第 23図 古墳時代竪穴住居跡実測図 8 (KD-31・ 36・ 37・ 38)
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KD-38(第 23・ 26図 )
西部地区の大溝西縁に接するようにして検出された。北側は未発掘部分となり,床面の半分ほどを発掘した。

南東隅の部分で灰や炭化物が広がぅており,住居跡が火災に遭った可能性を窺わせる。北壁側が発掘されていな

いので, かまどの有無が判然としない。 しかし,南壁寄りにやや小形ではあるが,土師器の高郭 (123)の 入っ
た小穴がある。これを貯蔵穴と考えて良ければ,他の例のように炉を持つ住居跡となる。

土器は 123～ 125の土師器が出土し須恵器は検出されなかった。 125の甕は小形だが古い様相を残している。

炉を持つ住居跡を想定すれば 5世紀末の時期の遺構と考えたい。

第 2節 東部地区小穴

伊場遺跡は旧砂堤列上に営まれた遺跡であり,基盤層は黄色砂層である。東部地区での古墳時代の基層は茶褐

色の粘性を帯びた有機質砂層であり,そ の下位に弥生時代の包含層である黒褐色有機砂層が続き,次に基盤層ヘ

と続く。

古墳時代の遺構の中で深いものは基盤層まで掘り込まれるが,浅いものは茶褐色の有機砂層の中で終わってし

まう。したがって, こうした砂層内での調査では,粘土や焼土の集積する炉やかまどの存在から,住居跡と確認

されても,土質に変化の乏しい柱穴などは検出できない例が多かった。小穴についても同様であり,東部地区で

検出した小穴には時期など性格の不詳な物が多い。さらに,東部地区では弥生時代の遺構と重なる部分が多く伴

出遺物の少ない小穴などの遺構の峻別は難しい。

第 37図に示した遺構図の内, ▲印を付した物が古墳時代の遺構である。 これらの遺構は, その覆上が古墳時
代の包含層と同じものや,伴出遺物から古墳時代と明確に確認されたものである。したがって▲印以外にも古墳

時代の遺構が存在する可含徴性がある。

小穴から検出される土器は細片が多く,弥生式土器か,古墳時代の土器 (土師器・須恵器)か分かる程度で,

元の形状を復元できる物が少ない。第 24図に示した 126～ 134は小穴から出土した主な土器である。

126は B ll h―Ⅲ下 pitと してセクション帯から検出した須恵器の堺蓋である。第 37図を見ると該選する場

所に古墳時代の小穴は無くYH4(弥生時代の上拡)があり, この付近から出上した事が分かる。YH4の南に
はKD-31が あり出土地点は住居跡の広がりの中に含まれる。この土器の年代は肩部の作りから遠考研編年Ⅱ

期 (MT 15)I手 比定されKD-31の年代観と一致する。KD-31に伴った遺物と推定される。
127は A12eの ポイント上の小穴 (KP3)か ら出土した。KP3の東側には,直接的に時期を示し得る資料は

無かったものの, 6世紀中頃と推定したK隣 19が存在している。 127の須恵器の雰身はTK 10に比定され,
やはり年代観が近似する。 129の小形壼が検出されたA12e―KPlも , KD-19の住居跡が推定される, 広が

りの範囲に含まれると考えられる。

128は A12c一KP7で検出された土師器である。A12c― KP 6の東側で須恵器の蓋堺や土師器の甕の集積が

あり, そこはKD-14の住居跡と推定した場所である。KP7は北にややずれるが,KD-14の 住居跡の広がり
の範囲内と,推定することも可能である。

住居跡に伴う小穴 (柱穴・貯蔵穴等)以外の小穴が,どのような性格の遺構かは東部地区で見るかぎり,残さ

れた部分が少なく分明でない。 先述したように, やや強引に住居跡と小穴を符合させたが, 126～ 129の よう
に,比較的大形の破片が出土した小穴が,住居跡の想定される範囲の中に存在することは,住居跡と小穴との間

に有機的な関係を窺わせる。それらの小穴がそれぞれ,住居跡内のどのような施設に当たるのか提示出来ない

が,そ うした可能性を例示するにとどめたい。

130～ 134は A12bか らA12eにかけて検出された小穴 (KPl)か ら一括して出上した土器群である。 131
・ 132は胴部を球形に作り,頸部はくびれ日辺部は外反し,底部は平底になる。器面整形には箆 (刷毛状箆?)
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第 24図 古墳時代小穴出土土器実測図
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が使われている。130。 133は底部を欠くが同様な土器である。時期的には和泉 I式併行 (5世紀前半)と考え

て良い。134は長胴化し刷毛整形されるなど新しくなる物かも知れないが,平底に作り,他の土器と一括出上し

たので同様と考えたい。

これらの土器が出土したA12b一KPと は,やや大形の小穴で遺構編 (1977浜松市教委)では中形小穴と呼ん

だものである。遺構編ではK隣 10・ 11に見られた屋内貯蔵穴の可能性を示しつつも, A12b・ e区に多く集

中することから墓域を推定して,積極的に土拡と想定している。 しかし, 130～ 134の土器は外面に煤が多量に

付着する甕などの煮沸形態の土器であり, 生活に密着した住居跡との関連を強く示唆させる。 KPlの周辺に住

居跡の存在が想定されず,断定出来ないが「貯蔵穴」として考える事の方が妥当性があるように思える。古墳時

代と推定した柱穴状の小穴が周囲に多くあり,住居跡の存在の可能性が,全 く皆無でもないので,土拡とするよ

り整合性があるように思える。

第 3節 祭祀跡

KI-1(第 25・ 26・ 28図 )
卜5区と卜8区にかけて東西 5.6m, 南Jヒ 5.2mの方形の掘立柱遣構が検出された。方形の掘立柱遣構の中央

には,更に2本の柱穴があり, その周りから土師器 。手捏土器 。須恵器が 48個体,集積して一括出土した (写

真図版 11-A)。 柱穴の並びや柱間がやや不揃いなことや, 屋根を置くには柱が細すぎると考え, 柵囲いの遺構

を想定した。土器は上師器高郭 16個 ,必 10個,壷 1個,嫌 1個,増 2個,甕 1個,手捏土器 15個,須恵器郭

身 1個が出土した。土師器の郭 。高堺 。手担土器がとりわけ多い事から, 日常的な生活の場ではなく祭祀に関す

る場と考え,外側の柵囲いを祭祀の場を画する柵列と想定した。

第 25・ 26図には手捏土器を除き,図化可能な土器を合計 27個体を図示した。(須恵器郭身 1個,土師器郭 8

個,高郭 13個,球 1個,増 2個,壺 1個,甕 1個 )

135の須恵器堺身は,器壁が厚く端部も丸く作られ全体にシャープさが無く,焼成もあまり良くない。こうし

た傾向が初期の須恵器の定形化する以前古い要素と考えれば,遠考研編年 I期前半 (TK 208?)の時期に比定し

て良い。

136～ 143の土師器郭は, いずれも日縁が内彎して立上がり深めの器形に作られる。口縁先端部の内彎は弱く

口唇部が向き合うほど内傾せず,底部は丸底に作るが,平坦面があり上器の安定は良いもの (137～ 141)。 日縁

先端部が強く内彎し,口唇部に内傾する平坦面を作り,底部を押えて上げ底に作るもの (136)。 日縁部は内彎ぎ

みに立上がって先端部は横ナデされ′,底部は平底に作るもの (142と 143)等がある。

144～ 156の高郭は,郭部は途中に不明瞭ながら稜を置き, ほぼ直行して立上がる日縁部を作る。脚は比較的

低く, 八の字形に徐々に開き, 裾は横ナデして, さらに, その開きを強める。堺部の稜は,底部と口辺部 (体

部)が接合する部分に当り,粘土の繋ぎ目になっているのが一般的である。

脚部の破断面や郭部の底面の割目などの観察から,必部と脚部の接合に2種類がある。郭部の底面に突起を作

って脚に挿入するもの (142・ 143・ 154・ 156), 脚部の先端を邦底部に挿入するもの (150・ 152・ 153・

155), の 2種である。完形品など接合部が破損していない土器は観察不能だが, 146～ 149な どのように脚の上

半が中実になる高堺は全て後者と考えている。

脚内面は整形時の絞り目をそのまま残すもの (150・ 152・ 153・ 155)。 箆整形されるが一部に絞り目を残す

もの (144・ 154)。 箆で整形し絞り目を残さないもの (143・ 147・ 150・ 156)。 指頭で掻き出すようにナデた

もの (146)な どがある。また,156の ように脚内面に出た郭底部の突起を,指で押えたもの。151の ように指で

突起をナデツケて整形した?も のもある。必部と脚部の接合法が時期差になるものなら2時期に別れるが,形態

的にはさしたる変化は無いように思える。
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第 25図 古墳時代祭祀跡出土土器実測図 (K11)

-33-



0                                  15,H
|

第 26図 古墳時代祭祀跡 出土土器実測図 (KXl)

157の 縣と 158。 159の増は整形技法に類似性が多い。外上方に開く回縁部と肩部外面は丁寧に横ナデされ

る。体部内面の上半は掻場げるような指頭痕が残り,下半は箆で削って整形し,薄 く仕上げている。外面下半は

箆で削った後にナデて仕上げ,底面は箆削りで丸底に仕上げている。
161のこは頭部の上半を欠くので全体の器形を知り得ないが, やや長I同化した甕と言うべきかも知れない。用J

毛目が残る部分もあるが箆ナデ整形している。

第 25・ 26図に示した土器は出土状態からは,一時期の一括品と考えたい。 144～ 156の高郭は,脚が短く,
脚裾まで, 八の字形に緩やかに開く点など新しい要素である。 和泉 I式併行とされる磐田市見性寺遺跡 (1974
磐田市教委)の高郭は脚が長く,脚裾が折れて横に開く。したがって, ここに挙げた高堺は見性寺遺跡のつぎの

時期和泉Ⅱ式に比定されて良い。 157の腺や 158・ 159の対は,技法上からは古い要素を残す。161の壺 (甕 )
も上げ底になる平底に作り箆ナデして仕上げることが,和泉的であるなら同様に和泉式の範疇に比定できる。
135は遠考研編年 I期前半に位置付けられ, 5世紀の中頃と考えれば, 須恵器の編年的位置と矛盾しない。 136
～ 143の邪は形態的にはばらつきがあるが,同 じような時期幅の中で考えて良い。
しかし, 135の須恵器を技術的な後進性から来る未熟な作りと考え新しい時期 (5世紀後半こTK 23併行)と

考えれば, 157の甑や 158・ 159の増と類似した土器が,宮之腰 正式=5世紀後半 (和泉Ⅱ式)(1970焼津市教
委)の中にもあり時期をやや下げて考えねばならない。 したがって,KI-1の 年代はやや幅を持たせて, 5世
紀の後半代と考えておきたい。

KI-2(第 27・ 36図 )
り5区に上師器・須恵器 。手捏土器の集積が発見され, 滑石製の石製模造品 (勾玉 1点 。日玉 35点)も伴出
した。KI-1に類似した遺構であるので祭扁E遺構 (KI-2)と した。 しかし, KI-1の ような柵列は検出され
なかった。土器は土師器高郭 7個,郭 7個,手捏土器 23個,須恵器 2堺身個が検出された。
第 27図には,手捏土器を除き, 保存状態が良く図化可能な須恵器堺身 2個, 大師器郭 4個, 高郭 6個を図示
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した。

土師器について見ると 164～ 167の郭は, 内彎して立上がる口縁部を持つもの (164～ 166)と , その日唇部

に内傾する平坦面を作り出すもの (167)がある。 168～ 173の高郭は,郭部下半で軽い稜を体って折れ曲り,

ほぼ直行して斜めに立上がる口縁部を持つ。脚は比較的低く八の字に開く。邦と脚との接合は,脚の先端を郭部

の底面に挿入するもの (168～ 171),郭部底面に突起を作り脚に挿入するもの (172・ 173)の 2種である。脚

内面は絞り目がそのまま残るもの (170),箆で削って整形するが絞り目が残っているもの (172),箆で全体が整

形されているもの (168),指頭によリナデ仕上げているもの (171)な どである。

KI-1の出土土器と,同様な内容の土器群と考えて良い。162の須恵器郭身は,立上がりが高く日唇部は坦面

を作って内傾し, シャープな感じに作られるなど,遠考研編年 I期の前半 (KT 208併行)に比定できる土器で

ある。163は立上がりが高く,体部の腰も張り同様な須恵器と考えて良い。 しかし,体部底面の箆削りの範囲が

狭くなる等,後出の要素がありTK-23併行とすべきか?。

したがって KI-2も KI-1と 同様に5世紀の後半代の時期と考えたい。前後関係については即断出来ないが

KI-1が先行すると考えたい。ヽヽずれにしろ両者に大きな時期差は無いと考えて良い。

杵    ,   1   lFC‖

第 27図 古墳時代祭祀跡出土土器実測図 (K12)
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第 28図 古墳時代祭祀跡実測図 (K11)

第 4節 溝 (KT 201)彿 29・ 30031・ 36図 )

イ・ ヲ。ラ区で大溝にほぼ直角に流れ込む溝が検出された。大溝と接する合流部付近では幅 3m程であるが,
ラ区の東側では幅が2m程になって, さらに北東に続いていく。溝の底は大溝側が深く南西に向かって流れた事
が分る。深さは溝の先端でもlm程あり, 幅に比して深い溝である。発掘で 60m程を確認し, ラ区以東は伊場
遺跡公園に入ってしまい,上流部分は未発掘である。また,大溝と接する合流部は律令時代の掘立柱遺構と重な
るため, それらの遺構保護のため発掘しなかった (写真図版第 11-B)。 溝 (KT-201)が流れている地点は,東
部地区の基盤層の高まり (砂丘=第一砂堤列)の南西側の裾にあたることになる。東部地区の南側には,第一砂
堤列と第二砂堤列に狭まれた堤列間湿地の存在が推定されるので,そちらから大溝に向けての排水溝と考えてい

る (注 5)。 溝内の堆積土層は第 30図に図示したように数層に分層できた。その上質や堆積状況から,下部の微
砂質有機粘土層群 (晩灰色微砂質粘土層 。暗青灰色微砂質粘土層・暗灰色砂混りの有機粘土層)と ,上部の暗灰
色微砂質粘土層 (粘土・砂 。炭化物の互層)に大きく三分される。溝内の覆土からの出土遺物は,溝が深くしっ
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かりした遺構のわりに,少なかった。第 29。 31図に示した土器が,その大半である。

174の須恵器郭身は底面を欠くが, 口縁部の作りや立上がりが高い点等から,遠考研編年 I期後半 (T卜 23併

行)に比定される。内彎する日縁となる175の土師器郭や,日縁部から底部へ丸みを持ってすばまる181の甑・

179。 183の高郭や甕は, 174と 同様に5世紀後半の時期幅の中で考えて良い。 184・ 185。 185-2は比較的焼

成も良く小さな底部を持つ大形の鉢。外面に多くの煤が付着して煮沸形態に使われた土器である。類似する土器

~べ
(/~~~＼、

|

o                                  15ε 輻
|

第 29図 古墳時代溝状遺構 (KT 201)出土土器実測図
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は宮之腰 I式 (1970焼津市教委)の中にもあり5世紀の後半に比定できる。

182は胴部の外面府箆ナデして平滑に仕上げている。底部も平底に作らず丸底にしており, 5世紀の前半代に

比定したい。日唇部に内傾する平坦面を作る177の邦や球胴になる180の壺なども182の時期と考えたい。

このように 174～ 185-2の土器は, 時期的には大きく三分されそうである。 これらの上器は上部の暗灰色微
砂質粘土層 (粘土 。砂・炭化物の互層)の最下層から検出したが,土層も上下に三分されることから上層・下層
のそれぞれに対応する土器群と想定したい。層序関係の定義から逸脱するが,上層の最下面からの出上であり妥

当性を,与えても良いように思える。

ヲ 6区KT201断面図 ム 5区KT201断面図

第 30図 古墳時代溝状遺構 (KT 201)断面図

第 5節 西部地区溝状遺構 彿 31・ 32図 )

り・ヌ・ ツ。ネ区にかけて 40数本の小さな溝が検出された。この小溝は一括して何らかの遺構と考えられる

が,当時の生活面が後世の耕作などによって攪乱されているので,攪乱をまぬがれた遺構の最下面が小溝状に検

出されたものである。本来一連の溝であったものが先述したような理由で破線状に残された小溝の繁がりとして

検出されている。

第 32図に示したように, 溝の繁がりを復元して東西方向に 5条, 南】ヒ方向に6条の溝遺構を考えた。溝の断

面は, 半円形, 弧状, V字形など様々であった。溝に充満する覆土は, 黒褐色有機粘上で, 中からは須恵器・

土師器 。炭化材 。木片・桃などの種子類が検出されている。遺構の性格については,残されている部分が少なく

不明だが 40数本の溝が, 全てほぼ直行する方向に分類されること, 覆土からの検出物から, 生活に密着した遺

構であったことなどを推測させるにとどまっている (注 6)。

各小溝についての詳細な形状や組合わせは『遺構編』 (1977浜松市教委)で,報告済みであるので,そちらを

参考にされたい。

186の須恵器堺身はKT 330か ら出上したもので,最大径が 12.8 cmと , やや小さいが受部を横にしっかり作り

出し,立上がりも高く作っているので,遠考研編年Ⅲ期後葉 (終末期)に比定される。その他に図示しなかった

が, KT 301で高堺・KT 304で 郭蓋 。KT 321で郭身 2個体などが検出されており, いずれも186と 同時期とし

て良い須恵器である。195は古墳時代から奈良時代に一般的に見られる甕である。口縁部先端が横に開く点を考

えれば, 新しい要素だが奈良時代の物ではない。 KT 301か ら検出されたと推定されるので, やはり186と 同時

期としたい。

189～ 193は KT 310の 南寄りで検出された土器である。 189は, 沈線を置いて区切った日縁部が直立ぎみに

なり, 器高も高く古い要素を残す。 190・ 191は 日径が 10～ 1l cm程度の郭身で遠考研編年Ⅳ期前半に比定され

る。193は須恵器の広日短頸壷の肩部破片である。肩部の張りがあまり大きくなく撫肩の球胴で丸底になる。

192は 日縁部が大きく開く土師器の台付甕の脚であり,いずれも遠考研編年Ⅳ期に伴うものである。

195の須恵器の球はKT 308か ら出土している。体部は, 肩があまり張らず粘土を張付けるようにして低い注

目を作り出している。遠考研編年Ⅳ期に伴うものと考えて良い。

188は器高が低く立上がりもほとんど無い,形態的には蓋と考えて良い。 したがって遠考研編年Ⅳ期後半とす
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べきかも知れない。KT 307か ら出土している。

これらの小溝の性格については出土土器から,須恵器編年のⅣ期の間 (7世紀前半代)に営まれた遺構である

事を示し得る。また覆土内から,量は多くないが煮沸形態の甕が検出され,土製支脚状の焼土や灰,炭化物,炭

化材,種子類も検出されるので,それらの遺物と有機的な関係を持つ遺構と考えねばならない。 tヽずれにしろ,

残されている部分が少なく想定し得る遺構を思い付かない。

59"

第 31図 古墳時代溝状遺構出土土器実測図
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第 32図 古墳時代溝状遺構模式図

第 6節 井戸

大溝の北端 (ハ 7・ 8区)と ,南端 (A15i区)に丼戸遺構が検出された。いずれもⅦ層発掘中に,大溝の縁
や底から砂層に掘り込まれた小穴に,有機粘土が充満した状態で発見された。住居跡などの遺構群に直接的に伴
なって検出されたものではない。当然,伊場遺跡内の同時期の遺構群との間に,有機的な関係を求めねばいけな

いが,それに該当すべき遺構は少ない。

KG-1(第 33・ 34図 )
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ハ 7区の大溝南縁で, 弧状に跨り抜いた板を組合わせた, 径 40 cm程の井筒が検出された。井戸は砂層中に造

られたため, 長径 110 cm,短径 95 cmの 掘り方と井筒板の間には, 青白粘上が詰込まれ井筒を固定させていた。

井戸の北西には, 峯大の河原石が雑にではあるが並べられていた。 これを, 水辺の井戸に伴う敷石遺構と考え
た。この敷石群の西隅で 197の須恵器邦身が出土している (第 33図 )。 196の郭蓋は井筒と敷石遺構を覆う土層

から検出した。これら須恵器の蓋郭は遠考研編年Ⅳ期の前半に比定される。

KG-2(第 33・ 34図 )
ハ 8区の大溝の南岸斜面に造られている。長径 120 cm,短径 105 cm,深さ 50 cm程の掘り方になる。北東に隣

接してKG-1が あり敷石遺構との間に,建築材と思える木材が検出され,井戸に伴う建屋を想定させた。井戸
の底面には拳大の河原石が 20個ほど置かれ,土器も土師器の甑の把手・甕片・須恵器片など僅かではあるが出

σ 0 OQλg
務
ο 卸
をみジ覚⊃

0

第 33図 古墳時代井戸跡実測図

|#｀ 1猟
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土した。そのうち主な物である198～ 200を第 34図に図示した。

198は 日径が 11.8 cmで比較的器高の高い郭蓋で,遠考研編年Ⅳ期前半の須恵器である。199の上師器は細片で

日径を計測出来ないが,甕の口縁部破片であろう。時期は類例がないので不詳。200も甕の破片で 198に伴って

も良いものである。

KG-1・ 2は互いに隣接して造られ, 時期も全く同じ, 井戸の底面レベルも海抜-1.Omと ほぼ同じで類似

点が多い。二つの井戸が同時に使用されたか否か判断する根拠は無いが,一度に2箇所近接して造る必要も無い

ように思える。どちらか一方が,何らかの事情で使えなくなり作り替えられたのではと想像している。

井戸遺構が検出されたハ区の大溝縁辺では, 7世紀前半代の遺構は発見されていない。南西の古墳時代の小溝

群が同時期の遺構であり関係が注目されるが,小溝群の性格が分からず有機的な関係を明確に出来ない。

KG-3 (第 34図 )
A15i区の大溝はほぼ中央で検出された遺構である。上端で径 2.Om, 深さ 90 cmで, 内部には有機物が混じ

った有機粘土が,覆土として充満していた。大溝底面=第Ⅶ層下面 (標高-1.4m)で発見されたり,溝の中央

部に造られていることなどもあって,井戸として利用するには不都合な点が多く,人工的な丼戸遺構とするのを

疑間視する考えもあった。しかし,井戸遺構周辺での,大溝の層位の状況から,本来大溝斜面の第Ⅷ層に造られ

た井戸遺構が,大溝の流路の移動で遺構の上部 (大溝斜面=Ⅷ層)が,浸食されてしまった。したがって,Ⅶ層

が堆積する段階では,大溝の中央部に位置する結果となり,現況のような形で発掘されたと考えた。

第 34図に示した 201～ 214が KG-3の覆土中から検出された土器の主なものである。

201・ 202の須恵器堺身は,最大径が 11～ 12 cmで , 日径に比して器高がやや高くなり,遠考研編年Ⅳ期前半

に比定される一群である。 7世紀前半代の土器と考えられている。

203・ 204の堺蓋は肩部の稜が沈線化したり (204), ほとんどその形跡を残すだけ (203)|こ なってしまって

いる。日径は 14 cm程度となっている。206～ 208は,最大径が 14 cm程となり,体部は腰が張らずに日径に比し

て浅い感じで,低 く内傾する立上がりを持つ。204は稜や口縁部に古い要素を残すが, いずれも遠考研編年Ⅲ期

後葉に,比定して良い一群である。 6世紀中頃～後半の時期としたい。

209・ 210は最大径が 14 cm代で,立上がりも206～ 208よ り高い。受部も横に作り出している。210は歪みが

あり, いずれも細片であるので図化に疑点が残るが, 遠考研編年Ⅲ期 (KT 10併行)に比定されるか, それに

近い時期のものと,考えられる。210は薄手の作りで, やや古く遠考研編年Ⅲ期 (MT 15)に比定されると考え

ている。 205は日径が 17 cm近 くあり, 稜もまだ作り出されているので, 遠考研編年Ⅱ期 (MT 15)に比定した

tヽ。

211・ 212は 中形とも言える甕形土器であり, 全体を刷毛仕上げする。 いずれも底部を欠く。213は台付甕あ

るいは鉢の脚部で分厚い作りになっている。いずれも201～ 210の須恵器群に伴う土師器と考えて良い。

214は 内外を箆研磨された郭部を持つ高郭である。堺内面には研磨痕が放射状に残り,脚内面は箆で寺1る様に

削って整形している。和泉式直前の土師器と呼ぶべきもので, 5世紀の初頭の時期を比定したいと考えている。

KG-3は出土須恵器の編年上から見た時期の幅が, 6世紀前葉から7世紀前半代にわたる, 遺構と考えられ

る。 214の上師器までおゝくめれば 5世紀代まで遡る。大溝内でのKG-3の検出状況や層位的な出土状態からす

ると,Ⅶ層下面の時期には既に,浸食されていたことが知られる。201・ 202の土器は, そうした廃絶期に混入

したものと考えたい。214の土師器は5世紀代にまで遡るが, この遺構が 200年間続いたとも思えないので,何

らかの紛れ込みと考えている。検出された須恵器の中で古いと思える205の郭蓋が遠考研編年Ⅱ期に比定される

なら, この時期に (6世紀前葉)に遺構が作られ,該当する時期の須恵器の出土量の多い203～ 208の 時期 (6

世紀中頃)に,主体的に使用された井戸遺構と想定したい。井戸遺構から出土した土器の編年的な位置から,そ

の様に想定したものであって,他に確定的な根拠は無く遺構の見方の一例として挙げておく。

A15i区 の大溝の近接地で, この遷構と直接的に結び付け得る同時期の遺構はない。 さらにKG-3は大溝の
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ほぼ中央にあり,先述したように大溝の縁が浸食されて消失しているので,溝の東縁か,西縁力、の,いずれに造

られた遺構か定かではない。

しかし,東部地区 (弥生時代環濠内)の古墳時代住居跡群は6世紀代のものが多く, この井戸遺構と時期的に

重なる住居跡群である。したがって,井戸遺構が大溝の東側に造られ,東縁から大溝内の井戸に降りていくよう

215
2        軸

第 34図 古墳時代井戸跡・方形周溝墓出土土器実測図

214
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な施設が,在ったと推定すれば, こうした住居跡群と,井戸遺構の有機的な関係が想定される。
東部地区の住居跡群が立地する部分は,砂堤列の上にあたり地形的には水を得にくい。東部地区には発掘した

範囲内では井戸は検出されていない。したがってこのように考える妥当性はあるように思う。ただ星巨離的にやや

離れており,】ヒ狽1に はKT 201も 在り, この溝も水源として利用できる等,否定的な要素も多い。

第 7節 方形周溝墓

KC-1 (第 34・ 35図 )
卜2・ 5区に東西 8.Om,南北 6.4m程の,東西の中央部が開いた方形に巡る溝が検出された。溝の幅は約 70
cn, 深さは 15 cm程度の浅い溝である。方形になる溝の内側の西よりに,長さ3.3m, 幅 60 cm, 深さ 10 cmの長
方形の溝も合せて発見された。この遺構を,上半が後世の耕作などで削平されてしまった方形周溝墓と考え,内

側の長方形の溝を主体部とした。

215の土師器高郭脚が周溝から検出され, この方形周溝墓に伴う唯―の遺物である。脚上部が中実になり内面
には指で掻き出すような指頭痕を残す。祭祀遺構 (KI-1・ 2)か ら検出した高郭に類似品が多い。 5世紀後
半代の土器と考えたい。

第 35図 古墳時代方形周溝墓実測図
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KC-2 (第 36図 )
卜2区の中央部で, 長さ3.3m, 幅 60 cm, 深さ 10 cmの L字形に検出された溝遺構である。KC-1に近いこ

とや,同 じような溝になるので KC-1と 同様に方形周溝墓と考えた。それにしても,遣構の大部分は削平され

て,消失してしまった事になる。溝の中から,出土遺物は無かった。

古墳時代の中期にまで方形周溝墓が,造 られたか否か,他に資料がないので断定できないが,方形周溝墓だと

すれば, この地方で最も新しい例である。ただ,唯―の遺物が 215の脚であり, この脚が,祭祀遺跡 (K卜 1・

2)か ら出上した高郭との類似性から,同時期の遺構と考えられるなら,祭祀遺構に近接して造られた事は,注

目に値する。 こうした方形周溝墓群が, Kl-1と近接して有機的な関係を持って造られたとすれば, KI-1の
性格を葬制と係わりある遺構として位置付ける事が想定できる。KI-2か らは滑石製の勾玉や臼玉が検出され

るのもそうした性格を窺はせる。いずれにしろ,残された部分が少なく遺構の性格を,断定的に示し得る資料に

乏しい。
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第 3章 古墳時代包含層出土土器
伊場遺跡は先述したように,旧砂堤列上に営まれてた遺跡であり,基盤層は砂丘性の黄色砂層である。砂丘面
が高位となる東部地区では,砂堤列の形成後に堆積した弥生時代包含層 (黒色砂層=D層 )や,その上に古墳時
代の包含層 (粘性を帯びた茶褐色の有機砂層=Ⅲ層)などの堆積が広く見られる。砂丘が低位となる周辺部=堤

列間湿地 (低地)では,弥生時代包含層の上を青 (白)灰色粘土層=C層が覆い弥生時代遺構は廃絶したと堆定
される。C層の上位には弥生時代終末から古墳時代初期にかけて堆積した青灰色粘土層=B層が更に堆積してい
る。 この B層が伊場遺跡の西部地区の古墳時代や律令時代の基層となっている。 B層が砂堤列や堤列間湿地を,
広く覆ってしまった時期に, 砂丘は A ll区付近の最も高位にあたる部分が露頭していたに過ぎない。砂堤列の

作る地形は,ほば地中に埋没していたと考えて良い。この様に東部地区ではⅢ層と呼んだ砂層と,西部地区では
B層と呼んだ粘土層が,それぞれ対応する同時期の古墳時代土層と考えられた。ここでは,そのⅢ層と,B層か
ら出土した土器について述べる。

第 1節 年代および編年的位置

*須恵器郭蓋 (第 38・ 39図 )

遠考研編年 I期前半

堺蓋では301,郭身では 320・ 326等である。郭蓋は,天丼部が平らに近くなり日縁部は外反して高く,偏平
な器形となる (301)。 堺身は立上がりが高く器高の 1/2以上を占めるものが多い (326)。 日唇部も面を作って

内傾する。 TK 208とこ比定される物であろう。 320は全体に作りが厚く, 底面は手持ちの箆削りがされるもので

TK 216あ るいはTK 208の古い部分に比定される土器である。伊場遺跡で出上した須恵器では最も古い一群で

ある。

遠考研編年 I期後半

郭蓋では 302・ 303, 郭身では323～ 325・ 327・ 328。 336等の一群である。 302は歪みのため器形がはっ

きりしないが,形態的には301に近いものであり口縁部も直立しているので,明通り古窯 (TK 23)に併行する
と考えたい。しかし全体的に体りが甘く,肩部の稜も鋭さに欠けるので, 6世紀代まで下げて考えねばならない

かもしれない。一応このグループに入れておく。

323～ 325の邪身はTK 23に比定されるもので, 底面の箆削りの範囲が狭くなり, 立上がりの日唇部が段を

作って内傾する。体部はやや丸みを持って来る。328は口唇部を丸く作るが,立上がりも高く箆削りの範囲も広
い点などを考えて, この群に含めた。

303は天丼部外面の箆削りが 1/2程の範囲に施されるだけで,天丼部も丸みを持って高く球形に近くなって
いる。TK 47に比定したい。ただ口径が小さく,壺の蓋とすれば, 6世紀代に下げて考えねばならない。
321・ 327・ 336は TK 47に比定される郭身と考えている。321に見るように,全体に体部が深くなり底面が

球形に近くなる。327・ 386に ついても回径はやや異なるが,底面が球体に近くなる点などを考慮して, このグ
ループに入れるべきと考えた。

遠考研編年Ⅱ期

郭蓋については,肩部の稜をまだ残し, 日縁部が直立し,日唇部を内傾させるグループをこの類 (MT 15)に

入れた。 304・ 305・ 307・ 309。 311等である。 306・ 308・ 312等も, このグループに含めるべきかも知れ

ないが,日縁部の作りなどを考慮すれば新しいグループの範中であり, このグループからは除いた。

郭身では 322・ 329～ 335・ 337・ 338～ 340等土器がこのグループに入る。立上がりはやや内側に倒れぎみ
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となり,立上がりの日唇部は内傾する面を残している。330は底面の箆削りの範囲も広く,立上がりや受部の作

りもしっかりしている。 この点を考えれば遠考研編年 I期の古い部分 (TK 208)とこ含めることも可能だが, 日
径が大きく, 日唇部の作りや体部の腰の張りが少ないなど,器形を考慮してこの類に含めた。329も 立上がりが

高く,箆削りの範囲も比較的広い点などから,遠考研編年 I期に含めることも考えたが,国径や口唇部の作りか

らこの類に含めた。329と 330は焼成・胎土ともに,良 く似ている。

遠考研編年Ⅲ前期葉

郭蓋では肩部で折れる角度が浅くなり,撫肩になって口縁部へと続く。稜は沈線を置いて作る程度であり,殆

ど突起として残らない。日縁部の先端は丸く仕上げている。 306・ 308・ 312・ 317等がこのグループに入るも

のと考えた。 郭身は図示できる物が無かったが, KD-14か ら出上した土器がこのグループの一括品と考えて
いる。

遠考研編年Ⅲ期中葉

堺蓋では,すでに稜は消失し,体部の形が,天丼部からなだらかに口縁部へと続き,折れ角を強くする肩部さ

え無くなってしまうものをこのグループにした。 313～ 316等である。郭身では口径に比して器高が低くなり,

立上がりも内傾した低いものである。口唇部は,丸く尖らせぎみに終る。体部の腰の張りが少なくなる傾向にな

る。341・ 343-343等 をこのグループにした。

302    i::::::::三三]:::::::::さささ303

0                                  151H
|

第 38図 古墳時代出土土器実測図 1
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遠考研編年Ⅲ期後葉

346と した郭身が 1点だけである。日径が 13.8 cmと小さくなり,立上がりも低く外反して内傾する。

遠考研編年Ⅳ期前半

347・ 343の 2点である。347は口径が 12 cm程ありⅢ期後葉に近いものである。343は立上がりが低く,受部
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古墳時代出土土器実測図 2
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から僅かに出る程度しか無い。Ⅳ期後半に近いものか。

遠考研編年Ⅳ期後半

擬宝珠形の撮が付く郭蓋である。日縁部には身受 (返り)が付くものである。

*須恵器高杯 (第 40図 )

349～ 353の 5個体を図示した。 349・ 350は蓋となる。 中央が凹んだ偏平な撮が付けられている。 3511よ歪

みが大きく器形がはっきりしない。脚にはカキメが薄く残る。352は郭部を欠くので詳細は不明だが古そうな高

郭である。これらの高堺は遠考研編年 I期後半の時期に比定される。

353は ,長脚二段透かし高郭である。郭部と脚裾を欠くので詳細は不明だが,遠考研編年Ⅲ期以降の須恵器で

あろう。

*須恵器隊 (壺)(第 40図 )
354～ 3591よ壺あるいは腺の破片である。 354は焼き歪みが大きく, 日縁部を欠くので頸部以上の器形が定か

では無い。底面は静止箆削りで仕上げられるなど古い要素を持つので, 遠考研編年 I期の土器とすべきか。 315

も同様な嫌の日縁部にあたるものと考えられる。

Fε
‖

第 40図 古墳時代出土土器実測図 3
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355は焼成も良く箆削りも丁寧で,波状文も整った櫛目でしっかりと描かれている。長頸で日縁部が大きく開
くもので遠考研編年Ⅲ期に比定されると考えている。358・ 359も ,同様にⅢ期のものと考えられるが, やや新

しいものであろう。356は頸部が細くなり遠考研編年Ⅳ期前半に比定される時期のものと考えている。

*須恵器甕 (第 40図 )

360の頸部には沈線や稜を置き,櫛描きの波状紋が施される。体部内面には青海波の叩き目が, そのまま残さ

れる。外面にも平行叩き目が残る。この叩き目は,頸部の円に合せて同心円状にナデ消されている。遠考研編年

Ⅲ期併行と考えられる。

*土師器郭 (第 41図 )

371～ 377・ 369等を図示した。 5世紀末から6世紀代の土師器である。内彎して立上がる日縁部を持つもの

で, 361・ 362の ように半球状になるものと, 369の ように器高の低いものがある。 こうした差が時期差になる
ものか否か,伊場遺跡での出土状態からでは分らなかった。

*土師器塊 (第 41図 )

367・ 368の 2個体を図示した。内彎して立上がる口縁部の先端を内傾させている。箆による整形や調整が,

多用されている。 5世紀代の早い時期の物と推定している。

*土師器 模倣杯 (第 41図 )
370～ 373の 4例を図示した。立上がりもしっかりと作り出し,受部も明瞭に作っている (372・ 373)もの,

受部は, ほとんど無くなり稜となってしまうもの (370。 372)と の 2種がある。前者が古く6世紀前半代,後

者はそれ以後, 6世紀後半代の上師器と考えている。

*土師器鉢 (第 41・ 44図 )

374～ 376・ 426に 図示した。 いずれの鉢も箆整形している。 374は篭目土器となる。 426は住居跡から出土
した2や 18の様な大型の鉢となる土器と推定している。和泉式の新しい時期に比定される物であろうか。古い

要素のある土器だが,出土層位等から5世紀代の土器と考えている。

*土師器高杯 (器台)(第 42図 )
調整法や形態から,内外面が箆研磨されたもの (377～ 379),高郭の脚が長いもの (380・ 381・ 388～

393),脚が短いもの (382・ 384・ 394～ 396・ 398・ 399)の 3種に分けられる。

箆研磨されたもの

377の高郭と378・ 379の器台の 3個体で古式上師器とされるものである。 これらはいずれも単独で東部地区
で検出したもので, 遺構に伴った遺物ではない。 一応, これらに近い時期の遺構を挙げるとすれば, KD-21
が,在るだけである。また,KG-3か ら377と 同様な高郭が検出されている。
須恵器を伴わない時期の土師器の一群で 4世紀後半代のと考えている。

脚の長い高郭

郭部の底面と口縁部の接合部に軽い稜をつくり,外反ぎみの日縁を持つ。脚は最大径が下半部にあり,脹らん

だ円柱状になり,脚裾は横に開く。脚内面は,絞り目を残すものや,指頭によるなでが縦方向に施されるものが

多い。脚と堺部との接合は,郭部の底面に作り出した突起を,脚の上部に挿入するものが一般的である。

脚の短 tl高郭

郭部は脚の長いものと, ほぼ同じで大差は無い。脚は八の字形に開き,脚裾でさらに広がりを増すもの (382
・ 384・ 387・ 394)。 脚裾まで八の字に開くもの (396～ 399)。 脚が八の字に開くが, 脚裾の先端が横を向く

までには開かないもの (395)の 3種に細分される。脚内面は395を除けば横方向に箆削りされるものが多い。

脚の長いグループは郭部の突起を脚に挿入するものが多く,脚裾まで八の字に開く396～ 399の グループは,

脚の上部が中実になり,脚を堺の底部に挿入して作っている物が多い。こうした技法の差が,全体的な流れの中

で時期差として考えられる。したがって 382・ 384・ 387・ 394の グループは郭部の突起を脚に挿入するものが
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多く, 387の ように脚の上部を郵部に挿入するものも混じるので,脚の長いグループと脚の上部が中実になるグ

ループヘの移行形態と考えられる。

伊場遺跡では, 祭祀遺構から検出された土師器の高郭が, 脚の短いグループである (395の形態を除く)。 伴

出した須恵器から5世紀後半代とされる。したがって,脚の長いグループは,それ以前と言う事になり5世紀前

半代 (和泉 I式)に,あてられる。395は郭部の底面に,円筒形の脚を貼り付ける作りになっている。模倣高郭

であり6世紀代と考えている。

*土師器甑 (第 43図 )

400と 401の 2個体を図示した。 400は 402の甕と伴出して, 第 4次調査のトレンチ発掘の際に検出された物

である。平底に作った球胴の体部に把手を付け,底部をくり抜いて甑としている。402の甕も球胴に近く平底に

作っている。和泉 I式併行の土器であり観も同様に考えて良い。

401の甑は, 日縁部の折り返しも無く, 体部も長胴化しているのでK隣 32で出上した甑に近い。 6世紀代
の時期にあたる。

*土師器甕 (第 43・ 44図 )

5,II

第 41図 古墳時代出土土器実測図 4
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402・ 403・ 406～ 420・ 425等を図示した。 402は, 先述したように和泉 I式併行の甕である。 403・ 406

～ 45は S字状口縁の甕であり,4031ま ,安達編年 Iと されたもので,弥生時代末の欠山式に併行する土器であ
る。406～ 412は安達編年Ⅱbに相当するS字状日縁の甕であり,413～ 415は,それらの脚である。

416～ 417・ 419は, 日縁部を構ナデして刷毛や箆で整形される一般的な甕である。日縁部が, やや立上がり

ぎみになり, 416の ように球胴に近くなる事や, 出土属位の関係から和泉 I式併行の土器と考えたい。420は肩

部が張った大形の甕で,体部は箆ナデして仕上げている。伊場遺跡では住居跡内から伴出していないので,何と

も言えないが, 調整技法などからは, やはり和泉 I式併行の土器と考えたい。 425は日径が 48 cmと 大形になる

土器である。弥生時代から続いた台付甕は5世紀代には消滅し,再び 7世紀代には一般化すると考えられてい

る。 しかし, この上器は出土層位からすれば, 5世紀代, 和泉式に併行する甕としたい。 ほかに類例が無いの
で,一応この様に例示して置きたい。
*土師器壷 (第 43・ 44図 )

404・ 405・ 421～ 424を図示した。404は全体に煤が付着しており,あ るいは煮沸形態の土器かも知れない。

他に類例がなく,搬入品と考えている。出土層位からは5世紀の前半代としたい。405は二重日縁の壺で 5世紀
代の上器である。

421は把手付きの壺で,球】同の体部に外反する日縁部が付く。 こうした壺は7世紀になって一般的に現れてく
る。 しかし, この壺は出土層位から5世紀代の時期と考えたい。先述したように図示しなかったが,KD-4で
球胴で把手の付く土器が出土している。 これが421と類似する壼と考えて良ければ, KD-4が遠考研編年 I期
の須恵器を伴っているので, 5世紀代～ 6世紀初頭に遡る事が出来る。また,374の上師器の鉢が, ほぼ同じ場

所で出土しているので, これ等の上器と伴出した物なら5世紀代と考えても良いと推定している。

422は口縁部が大きく開く複合口縁の壷で, 5世紀前半代としたい。423は刷毛ナデ (箆ナデ)して器壁を薄
く仕上げている。やや古く4世紀後半代と考えている。424は筒状の日縁部を持つ物で 5世紀の後半の土器であ

る。

第 2節 出土位置および状態

ここで取上げた 301～ 426の土器は,先述したように東部地区及び西部地区の古墳時代包含層から出土した土

器である。住居跡のような明確な遺構に伴って検出されたものではない。しかし,出土状態や出土位置から遺構
の存在を窺わせるものがある。ここでは,そ うした土器と場所のいくつか挙上げてみたい。

まず, これらの上器群を地形や地層の関係から, 西部地区 (1区・ 2区・ 3区)出上の上器と (注 7), 東部
地区 (弥生時代環濠内)出土の土器とに,二分して考える必要がある。

西部地区

*1区

KD-34・ 35の南側 (A14g区)で,303の須恵器郭蓋や土師器の郭 (364)。 高郭 (394)な どが一括して

出土した。また近接して出土した331の須恵器堺身もこの一群に伴うものと推定される。発堀当初は須恵器郭蓋

や郭身から6世紀初頭の住居跡を想定して調査したが,床面等平面的な広がりが,明確に確認出来なかった。
A14h区からA15b区にかけて,住居跡の床面と思われるB層の状況が観察された。周辺から325の須恵器
郭身,361の土師器の雰,384の高郭, さらに424の壺などが検出された。この部分はB層に管鉄の発達が著し

く,平面的な観察で土層の差を区別することが困難であった。また,焼土や炭化物など,炉やかまどを示す直接

的な遺物も検出されなかった。

また, A14e区 で381の上師器高郭が検出されている。 こうした場所では, ここに図示した土器以外にも,
甕などの破片も検出されることも多い。
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第 42図 古墳時代出土土器実測図 5
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このように, 1区で土器がまとまって検出された場所は, 住居跡群 (KD-32～ 35)が立地する範囲の一角
にあたり,何 らかの遺構 (住居跡?)が在った可能性が高い。 しかし,焼土・粘土 。炭化物などは,散見される
ものの,住居跡内のかまどや炉の施設の存在を示し得る程の,集積には至っていない。
このように,土器がある程度まとまって出土する部分は,後世の攪乱や耕作などによって削平されてしまっ
た,蓋然性の高い,住居跡のような物を想定している。したがって,大溝・奈良時代の技溝・弥生時代の環濠に
よって囲まれた西部地区 1区には, K隣 32・ 33・ 34・ 35の住居跡を含め, さらに, 少なくとも2か所の遺
構 (住居跡)が存在し, 5世紀末から6世紀にかけての時期の遺構群を作っていた事が知られる。
*2区

318の須恵器郭蓋がヮ8区, 364の須恵器邦身がム 1区より出土している。 これらは, 7世紀代の上器であり
単独に近いかたちで出土しており特筆すべきことはない。ただ,ム 5区から出土した386の上師器高郭は, 5世

紀末から6世紀にかけての土器であり,位置的にも近く同時期の KT 201と の関係を示唆させる。ただこの上師
器が 1点だけであり,それ以上の事は不明。
*3区

4次調査のトレンチ発掘で, イ3区のKD-23の西狽1に隣接して, 400と 402の観と甕のセットが検出され
た。周囲には炭化物が広がっており,発掘当初は住居跡と考えた。第 6・ 7次調査で平面発掘による精査を試み
たが, 住居跡らしきものの平面的な広がりは確認できなかった。本来 KD-23に伴った観と甕が, 何らかの理
由で住居跡外に投棄されたか, K隣 23に伴う遺構が住居跡外に在った結果とも考えられる。 しかし, これら
の上師器 KD-23に伴う土器に,時期差があるので一応,別の遺構と考えている。
り・ ヌ・ ツ・ネ区で検出された小溝群の周辺では, 319の 須恵器郭蓋 。348の堺身・ 349の郭身 。356の球な

どが出土している。 349の都身はKT 301に 伴ったと推定されている。他の須恵器も遠考研編年Ⅳ期に含まれる

時期の物である。小溝群の時期に重なり合い,位置的にも刺ヽ溝群の周囲に限られるので, これらの遺構群に伴っ
た土器と考えて良い。

さらに, 3区ではチ 8区から,伊場遺跡では最も古い須恵器のグループになる320の郭身・イ 7区のピットか
らは須恵器の高郭脚・A16c区からは389の土師器高郭の脚。A17a区からは387の 土師器高郭の脚などが出
土している。いずれも単独で出土したので, こうした場所にもたらされた経緯は分らない。

3区で古墳時代の生活が営まれたのは,住居跡群や祭祀遺構の作られた, 5世紀末である事は言を持たない。
しかし, ここに挙げた様に, 320の郭身 (TK 216併行?), 400・ 402の土師器甑・甕 (和泉 I式)な ど遺構群
に先行する時期の遺物が含まれる。したがって, 3区に人が入ったのは5世紀前半代で,後半代になると住居跡
群を作るまでになったと推定される。その後に続く遺構がなく,やがて 7世紀代になって西方に小溝群が作られ

再び生活が営まれた事になる。

東部地区

東部地区と呼んだ部分は,砂丘面が高位となる所であり,弥生時代以来生活が営まれた部分でもある。したが
って, 第 37図に示したように,古墳時代の遺構も多く集中している。砂丘と言う性格もあって,完全に残され
た住居跡が皆無であったように,遺構の保存状態がかなり悪い。東部地区での包含層出上の上器は, こうして後
世の攪乱などによって,消失してしまった遺構の上器と,考えてもよい。また, ここに図示した土器は,攪乱に
より消滅させられた遺構の物を,多 く含んでいる事は,言うまでもないが,先述した住居跡群に伴っていた可能
性も多い。したがって, ここに図示した土器の傾向から,東部地区の集落 (住居跡)の推移について考えて見た
い。

*須恵器について

第 38・ 39図の蓋堺に付いてみると,先述した西部地区出土の上器を除くと,遠考研編年 I期前半から遠考研
編年Ⅲ期中葉までがあり, それ以後の上器を含まない事が分る。第 40図の, その他の須恵器についても, 同様
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な事が言える。 この事は, 先に見た東部地区の遺構 (住居跡)の所見からも言えることで, 6世紀の中葉まで
で, ここの集落は終わり, 6世紀末までは続かない事を示している。

*土師器について

同様に西部地区を除いた東部地区出上の,土師器の高堺 (第 43図)について見ると,先述したように377～
379の グループ (A),280・ 281・ 388～ 391等のグループ (B),382・ 384・ 394・ 398・ 399等のグループ

(C),395等のグループ (D)に分別される。

・ Aと した土器は,かつて堤町式と呼んだ時期に比定される一群である (1959向坂鋼二)。 この時期の土器は,

他にあまり例がなくKG3か ら出土した215の高邦やK隣 23の婉 (88), 423の 壺日縁部などである。一応,
4世紀後半代の土器群に比定している。日縁部が立上がる事なく, 横に開いてしまう点を考えれば, 406～ 415

の S字日縁の甕なども, やはり4世紀後半代の上器群に比定しても良い。 この時期の上器だけを出土する遺構
はないが,東部地区で古墳時代の生活が営まれ始めたのは, この時期からと考えたい。この時期に近い時期の,
遺構としては, K隣 21と した住居跡が唯―であるが, 存在している。 この住居跡からは, ここで図示した甕
や高堺は出土しなかったが,薄手の布留式重 (84)や坑 (82)等はこの時期と考えて良い。
・ Bと したものは,従来和泉 I式とした土器群に比定される土師器である。近くでは,見性寺遺跡で一括資料が

出土している (1974磐田市教委)。 須恵器を伴わない時期の上師器で, 5世紀の前半代と考えている。同時期の

遺物としては, 405・ 422の壷。 417・ 419・ 420の甕や鉢などである。 374・ 375の鉢などの上師器もこの時

期に含めても良いのかも知れない。西部地区でも400・ 402の甑と甕,381の高郭などが,同時期の物として出
土している。この時期になって伊場遺跡全体に,遺物 (土師器)が散見されるようになってくる。
・Cと した物は,伊場遺跡の西部地区の祭祀遺構などの時期で,須恵器を伴う時期の土師器群である。須恵器と
の比較では, TK 208～TK 47の時期に幅を持たせて対応させたいと考えている。 第 42図に図示したCの グル
ープの中が, さらに細分可能であるなら,須恵器編年に対応させる事も可能だが,図示したものについては何と

も断じがたい。 5世紀後半代の上師器グループとしておく。遺構としては西部地区の住居跡群がこの時期にあた

る。東部地区の住居跡の中にも, この時期のものが存在している。

・ Dと した物は,395の高堺脚を図示しただけである。これは模倣高郭で郭部を全く欠くので,詳細な時期は不
明だが,先述した須恵器の所見から6世紀後半代にまで東部地区の遺構が残らないとすれば,同様な時期に比定
したい。東部地区出土で同時期の上師器について見れば,401の甑,426・ 418の甕 。第 41図の 370～ 373の模

倣堺などが 6世紀代の遺物である。東部地区では6世紀代になると,かまどを持った住居跡が,一般化する時期
であり, これらの上器はそうした遺構の,いずれかに伴ったものであろう。

第 41～ 45図に示した土師器のうち,前述した土器以外の雰,鉢,壺などについて見ると,郭などは,時期的
な幅があるので,詳細に分別できないが,361・ 362な ど深めの郭から370・ 371の模倣郭まであり, 5世紀末
から6世紀代までの物と考えられる。壺や鉢など一部には, 4世紀代に遡る物もあるが, 5世紀末から6世紀代

の上師器である。先にみた須恵器の所見と大きく矛盾せず,一致すると考えて良い。

第 4章 遺構群の年代観および推移
第 1節 遺構群の年代

遺構の詳細については,既に『遺構編』として報告済みである (1977浜松市教委)。 本書は遺構の伴出土器の

報告を主とした物であり,土器の編年的位置から,遺構の時期,時間的な繋がりなど,遺構の推移・性格につい

て明らかになったことなどを述べる。

遺構の遺存度が悪いため,住居跡などの,遺構検出状況から,建替え。改築等を検討して,遺構が営まれた期
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間や前後関係を明らかにす

る事が難しい。また住居跡

の壁や床面は僅かしか残さ

れておらず,かまどだけが

残っていた物も多いため,

床面から検出された土器で

あっても,住居跡の時期を

示すものと断定しにくい物

もあった。。 したがって出

土状態から,極力その住居

跡に伴うと考えられる土器

を使用し,その編年的を位

置を決めた。

表 Iは先述した各遺構内

より出上した土器の編年に

基いて,夫々の遺構の時期

を想定したものである。土

師器は時間的な幅が広く,

時期を特定しにくい物もあ

る。 したがって細分が進ん
でいる須恵器の編年基準に

よって分けたのがこの表で

ある。

須恵器編年の I期と,遺

構 (住居跡)と遺構が営ま

れた期間が,そのまま重な

り合う事がないのは言うま

でもない。また理論的には

数期に亘って遺構が使われ

続けた事を考える事も可能

である。住居跡を考えた場合, 1な いし2期に亘ることは有っても,非常に長期に亘ることは無いと考えた。例
えば, KD-3・ 4は, 須恵器の編年的な位置だけから言えば, 5世紀中頃から6世紀中頃まで約 100年間続い
たことになる。 しかし, いずれもかまどを持つ住居跡であり6世紀代のものと考えた。KD-3については, 遠
考研編年Ⅲ期前葉としたものが, 最も新しい須恵器であり住居跡の時期を編年Ⅲ期前葉とした。 KD-4に つい
ては土師器の高郭は, 祭祀遺構などの所見から5世紀末代のものと考えられるが, 14・ 15の甕については新 し

いと思われる。 かまどを持つ住居跡が 6世紀代になってからと考え, 他に新しい要素が無いので, 6世紀の前
葉,遠考研編年Ⅱ期の住居跡とした。この様に,住居跡が重なり合わない限り,一個の住居跡について一時期を
あてて想定した。したがって, こうした遺構の時期の想定が,それぞれの遺構の営まれた時間的幅を,完全にカ
バーしているとは断定できない。須恵器編年で,あ る時期を区切った際の遺構の有り様を,示 しているに過ぎな
ヽヽ。

この表に基いて遺構群の推移を示した図が第 46図である。 したがって, この図の様な遺構群の在り方が, 実

O 15cH
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際の在り方と,必ずしも一致するとは限らない。あくまで,須恵器編年をもとにした,理論的な在り方を例示し

ているに過ぎない。しかしこうした様子が遺構群の在り方の,一般的な傾向を示し得ていると推測している。

*4世紀代 (第 46図 A)

4世紀代には, KD-2と が後半代の遺構として唯一検出されただけである。 KT 201内から検出された 179・

182がこの時期に近い物として挙げられる。 KT 201が人工的な遺構か否か判然としないが, この溝の古い部分

は, この時期に既に存在していた可能性がある。いずれにしろこの時期の遺構が検出されていず,遺跡全体の様

子は分明できない。伊場遺跡に於ける古墳時代の初現といったところである。

*5世紀代 (第 46図 B)

5世紀前半代で性格の分る遺構は検出されていない。遺物としては, 東部地区の A12bKPlの小穴内から出

土した 131～ 133の甕や, 西部地区の卜3区で出上した 400・ 402の観と甕などがある。 KPlも遺構と考えれ

ば,性格は不明だがこれが唯一遺構となる。この様に遺構として明らかな物は少ないが,遺跡全体に遺物として

散見されるようになる。後述する西部地区の 2・ 3区で検出した住居跡・祭祀遺構・方形周溝墓等の遺構群の中

に, この時期に遡ることのできる遺構が,含まれている可能性があると考えているが,具体的に比定できない。

第 46図の Bは , 遠考研編年 I期に比定される土器を出土した遺構を中心に, 5世紀後半代の遺構と推定できる

物である。図示した全ての遺構に時期を示す遺物が伴出した物ではない。炉の有無や火災に遭っているか否か,

など『遺構編』(1977浜松市教委)で検討された結果も加味して作図した。

西部地区の 1区の, 土器の集積部分も住居 2軒として加えれば, 住居跡と想定した遺構が 15, 祭祀跡と方形

周溝墓が 2基づつである。住居跡にはK隣 34・ 37の ような特異な物も含んでいる。遺構群の主体となるの

は,大溝両岸の西部地区である。東部地区には3軒の住居が存在するだけである。 卜・ フ区で検出した古墳時代
の掘立柱遺構も遺物を伴っていないので即断できないが,位置的な点を考慮すれば, この時期に伴った遺構と考

えられる。

祭祀跡や方形周溝墓の,時期は先述した様に 5世紀後半代を想定している。しかし,出上した土器には5世紀

前半代に遡ると思える土器も含んでいる。祭祀遺構は2か所にあり,須恵器だけから見ればそれぞれ前後関係が

在りそうである。

これらの住居跡が 15軒同時に存在したとは考えられないので,住居跡群を三分して 7～ 6軒づつの住居が前

後して存在したと仮定したい。 (ち なみに, 後述する6世紀代の住居跡は, 土器編年の区分によって分けると 1

期 7～ 6軒を単位として存在することが推測される。)こ うして分けた2期の住居跡群に, 先述した2基の祭祀

遺構が伴ったとも推定できる。全ての住居跡に,時期の分る遺物が,伴出したものでは無いので即断できない。

第 46図 Bの遺構群が,前後 2時期に別れ, あるいは5世紀前半代にまで遡り得る可能性を指摘したい。先述し

た様に 5世紀前半代の遺物が,東部地区や西部地区に散見されておりこうした推測を裏付ける。

また, 第 40図の351の 須恵器の高郭には, 土師器の増・甕 。手捏土器が伴って検出されている。発掘された

場所は, 東部地区のB13d区である。 この時期には東部地区内にはKD-1・ 17・ 22の住居跡がある。単に

立地地点の近さから,結論づけることは出来ないが, これ等の住居跡群の祭祀の場とも考えられる。明確な遺構

もなく土器の集積も多くは無いので断定できない。ただ, 5世紀代の遺構群には, こうした祭祀遺構や方形周溝

墓,KD-34・ 37の ような,特殊な遺構が伴う。ちなみに6世紀代の遺構には,そ うしたものは無い。

*6世紀前葉 (第 46図 C)

遠考研編年Ⅱ期に比定される住居跡群である。KD-16・ 18は , 出土土器の編年的な位置が, 同じであり同

時に存在することはあり得ないので, 同時期内の建替えと考えて, 1軒 と数えた (注 8)。 K隣 4・ 5について

も, KD-4は 5世紀代の土器を出土するが, 甕に新しい要素があり, かまどを持つので, この時期に含めた

(注 9)。  またKD-5と 重なり合うので K隣 16・ 18と同様に 1軒と数えた。 KD-32・ 33も 同じである。
KD 10は , KD-1と, 13等 と同様に,炉からかまどへと変化する時期の住居跡である。KD-10は,炉がか
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まどのように北壁から突出しないので, より古いと考え 5世紀代の遺構群に含めた。 KD-6はかまどを持って
いる。しかしKD lで,地床炉に3本支脚が伴った鉢形土器 (2)と同形態の土器 (18)が検出されている。
この時期の遺構群は,東部地区で 5軒 (KD-4・ 5, 6,16・ 18,26)西部地区で 2軒 (KD-11,32・ 33)
である。前代で比較すると,東部地区に集中している。東部地区の住居跡は,既にかまどを持っているが,西部
地区では】ヒ壁に作られた炉である。

また, この時期にA15i区で井戸遺構 (KG3)が現れている。住居跡群が大溝周辺の水際から,砂丘が高位
となる東部地区に移動したことによる,「水」の確保と考えたいが,さ したる根拠は無い。
*6世紀中葉 (第 46図 D)

遠考研編年Ⅲ期前葉の時期に比定した住居跡である。 KD-2・ 9は同時期内の, 建替と考えた。 KD-13,
14ではかまどが検出できなかったが,他のKD-2・ 9, 3,12, 13,27,31は いずれもかまどを,北壁の中
央部に持っている。 7軒一群の住居跡のまとまりである。東部地区への移動が完了し,全ての住居跡が東部地区
へ集中している。西部地区には, この時期に伴ったと考えられる遺構は, 確認されたものとしては, 皆無であ
る。ただし,大溝内の井戸 (KG3)は この時期にも引続き存在している。
*6世紀後葉 (第 46図 E)

遠考研編年Ⅲ期中葉の時期と考えた住居跡群である。KD-13と KD-19は いずれも断面観察で検出した住
居跡である。発掘当初の所見では, 重なり合う住居跡で KD-19が古いと考えている。 出土土器から時期差が
無いので,同時期内での建替えか,全体に亘って床面が確認された物ではないので,軒を接して並んでいた可能
性もある。 6軒あるいは 7軒の住居跡群である。 これらの住居跡の内 KD-13, 35は土器や住居跡の切り合い
から,新 しい要素もあるので,遠考研編年Ⅲ期後葉の時期まで及ぶ可能性があるが, この時期に含めた。
いったん,前代に東部地区に集中した住居跡ではあるが,再び西方にKD-35が立地する。井戸 (KG3)が
この時期も存在する。あるいは, この井戸との関係で KD-35の ような分散が見られるのかも知れない。
*6世紀末から7世紀前半 (第 46図 F)

遠考研編年Ⅲ期後葉から同Ⅳ期前半に比定される時期である。この時期になると住居跡は無くなり,小溝群と

井戸遺構 (KGl・ 2)が, 散見されるだけである。 Ⅲ期後葉にあたる時期は, 特に少なくなり小溝群のKT
301・ 330か ら出土した須恵器の郭身などである。 しかし, これらの小溝群も主体となる時期はⅣ期前半であ

る。KGl・ 2も 同様にⅣ期前半であり,遠考研編年Ⅲ期後葉の時期に比定される遺構は,無いと言って良い。
遺構の面からだけ言えば, Ⅲ期後葉の時期は, 空白期でありⅣ期前半の時期に丼戸と小溝群が現れる。 しか
し,発掘時の所見によれば,大溝内のⅦ層では,Ⅳ期前半の時期の上器が多量に検出されている。さらに,Ⅶ層
の下部では,Ⅲ期後葉の時期の上器が検出されている。土器の性格から, これらの土器群の供給源となるべき遺
構が,大溝の周辺部に在ったものと推定されるが不明である。
小溝群は,遺構の上半部の大半を,失っている。このように本来あった遺構が,地形的に高位な場所に在った
ため,後世の耕作や攪乱で消滅してしまったと考えている。大溝の周囲で柱穴状の小穴が多く検出されている。
そのうちで方形のプランを以て並んだ月ヽ穴を,律令時代の掘立柱遺構として抽出している。残された多くの小穴
の内に, この時期に伴うものを多く含んでいる可能性がある。遺物を伴う小穴が少ないので時期を確定できな

い。イ 7区の小穴で検出された353の須恵器高邦などは, こうした遺構の一部と考えて良い。

したがって, 6世紀末から7世紀前半代の遺跡の様相は,今一つはっきりしない。住居群を伴った集落を想定
したいが,根拠は無い。伊場遺跡の律令時代へと続く時期であり,政治的な集団・集落の性格を含めて考えねば
ならないのかも知れない。
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第 2節 遺構群の分別

各遺構の伴出土器及び古墳時代包含層の出土土器などの,編年的な時期をもとに,伊場遺跡の流れを見る。ま

ず, 4世紀後半代 (提町式)に東部地区に, KD-21と した住居跡が検出される。 この時期の遺物は, 僅かで

はあるが,東部地区に散見されており,生活の痕跡を残している。

5世紀前半代 (和泉 I式)では,西部地区にまで遺物が検出される。遺跡内でこの時期の遺物が, 目立つ様に

なる。しかし, この時期の遺構は発見されていない。

5世紀後半代 (遠考研編年 I期後半)に東部地区はもとより西部地区にも各種の遺構群が広がる。祭祀遺構・

掘立柱遺構など,各種の遺構が作られ,大溝との関係が示唆される西部地区が,主体とさえなっている。

6世紀代 (遠考研編年Ⅱ期・ Ⅲ期前葉 。同中葉)になると,再び東部地区に遺構が集中し,特殊遺構などが無

くなり住居跡だけになる。 6世紀末に相当する時期の遺構は無くやや時期的な空白がある。

7世紀前半代 (遠考研編年Ⅳ期)では,大溝内に多量の上器を出土し,再び西部地区に生活の広がりを感じさ

せる。しかし,遺構としては小溝群が検出されただけである。こうして古墳時代は終り,律令時代へと続く。

・ 4世紀～ 5世紀前半代について

4世紀～ 5世紀前半代の伊場遺跡周辺は,海水準が低下し始め最も低位にいたる時であり,地形的には不安定

な時期にあたる。古墳時代中期の住居跡の基層となった, B層及びその下位のC層の堆積に, 大きく係わった

時期である。発掘時の大溝内の上層観察では,遠考研編年 I期の須恵器が伴出するⅧ層下位や, さらに下位のⅨ

oX層が確認されている。 こうした大溝下部の土層と伴出土器, KT 201の伴出土器, B層 。C層 との関係, 等
の検討を経て,伊場遺跡の諸相が明らかにされる。したがって, この時期についての詳細は,後日の大溝内出土

土器の報告書に譲りたい。

・ 5世紀～ 6世紀代の遺構群について

ここでは,住居跡を中心に遺構群を,かなり乱暴な方法でグループ分けしてみた。何度も言う様に,先に示し

た住居跡群の様相が,実態をどれだけ反映し得たものか,完全に検証する術はない。しかし, 6世紀の前葉 。中

葉 。後葉 (遠考研編年Ⅱ期・同Ⅲ期前葉 。同Ⅲ期中葉)と した時期に, それぞれ 7～ 6軒の住居跡が配分され

た。そして, やや長い時期を考えた 5世紀の後半代には, そのほぼ倍の 15軒が配分された。 この 5世紀後半代

とした時期が,先述した様に,前後 2期に三分することが可能ならば,各期にほぼ 7～ 6軒づつの住居跡が配分

される結果となる。かなり稀薄な根拠であったが, こうした分別の結果が,須恵器編年の I期に 7～ 6軒と言う

まとまった結果になったことに, 注目したい。 単に出土遺物の一要素である土器の時期分類の結果が, こうし

た,あ るまとまりを示した事は,そ れなりの説得力を持ち得ると思われる。住居跡の数だけで,集落全体の景観

は復元できないが,古墳時代の集落の在り方の一端を示していると考えたい。

5世紀代の遺構は大溝に沿って散在して立地している。また,祭祀遺構,方形周溝墓,掘立柱遺構,あ るいは

KD-34・ 37のような特殊な遺構を伴っている。一方, 6世紀代の遺構群としては,井戸を除けば, 文字どお

り住居跡だけである。こうした,状況が当時のものであったなら,単に集住している集落を, この遺跡から読み

取れるだけである。ここに現れた両者の差に注目したい。群集墳の発生を考える,中期から後期への古墳時代社

会の変節の時期を迎えた差が, こうした集落内からの,特殊遺構の減少と言う結果の現れとして伊場遺跡では表

出したと推測しているが,いかがであろうか。

発掘によって得られた資料で見るかぎり,遠考研編年 I期後半から同編年Ⅲ期中葉までの間に,少なくとも住

居跡の数は,増加していない事になる。住居跡の構造が分明でない点があるが,各期を通じて住居そのものの規

模に,大差は無いと考えられる。したがって,住居跡に伴う人口もほぼ同じと考えて良い。須恵器編年の I期を

何年間と考えるか問題は残るが,ただ単に住居跡の数的変化から見れば 100年以上の間,停滞していた集落とい
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える。律令時代前夜として,古墳時代社会のエポックであったと思える, 7世紀前半代の遺構が伊場遺跡では検
出できず, これらの集落と比較出来ないのが惜しまれる。

6世紀代の集落は,先述した祭祀遺構や方形周溝墓を伴った 5世紀代の集落や,さ らに発展したと推定される

7世紀前半代の集落とは異なり,変化の少ない安定した (停滞した)集落を作っていたと推測される。資料的制

約の多い伊場遺跡の状態を,どこまで普遍化する事が可能か疑問だが,古墳時代中期後半から後期にかけての集
落景観の一例となる。

第 3節 遺構の推移と海面変動

先述した遺構 (住居跡)の変遷と推移が, どのような要因によるものか断定できるだけの資料は無い。ただ,

地形的には,海岸平野に立地する伊場遺跡のような低位に在る遺跡では,海水準の変動の影響を受けやすいと推
定される。第 2図に示した海面変動推定曲線を見ながら,その関係について述べて見たい。

海面変動推定曲線の古墳時代にあたる部分を見ると,水位が下がって谷間を作っている事がわかる。最も下が
った時期が,中期の後半であり5世紀の後半代である。 6世紀にかけて水位は上昇していく傾向にある。海水位
の上昇は,陸地の相対的な低地化 (湿地化)を もたらす事が推定される。

伊場遺跡のの古墳時代の住居跡群について見ると,先に述べたように 5世紀代には西部地区に立地する。しか

し, 6世紀代には,砂丘面が高位になる東部地区へと移動している事が分る。このように,海面水位の変動曲線
と住居跡の立地地点の上昇化の傾向が,一致している事が注目される。西部地区の住居跡群の床面レベルは,標
高 50～ 60 cmである。 一方, 東部地区の住居跡の床面レベルは, K隣 4が標高 156 cmで , K隣 7が標高 126
cmであり西部地区に比して lm近 く高位である。

海水面が低位となった 5世紀代後半に,住居跡が西部地区に集中した事は,海抜 50～ 60 cmの高さの位置が,
居住可能だった事を示している。海水面が上昇した 6世紀代にあっては,海抜が lm以上ある砂丘面上の高い位
置が,居住空間として求められた結果であり,海水面の変動と一致する。
古墳時代の包含層であるB層中で, 水田面と考えられる部分が, 花粉分析によって確認されている。 確認地

点は KT 201の 南東側のフ区の 2か所である (第 46図 D)。 遺構として確認されていないので,住居跡群など,
他の遺構との立地の面から, 直接的な関係を示し得ない。 しかし、水田面と確認した部分は海抜約 50 cmの高さ
の位置である。先に見たように, 5世紀代の住居跡群の床面レベルは,標高 50～ 60 cmで あり,花粉分析による

水田面との差は, ほとんど無いと言ってよい。

KT 201や大溝によって画されているとは言え, 住居跡と水田が, 近接している部分もある。 こうした状況
は,西部地区を居住地部分と想定しにくい。伊場遺跡の周辺は地形的に,起状の少ない平坦地であり上位面から
の水の導入が考えにくい。 したがって, 揚水による水田経営を考えれば別であるが, KT 201や大溝からの水利
を考えれば,なおさらのこと居住部分としては不適切である。

したがって, これらの水田が使用された時期は,居住地をより高位の東部地区に求め,海水面も上昇した 6世
紀代になってからと考えられる。 この時期には, 海抜 50 cm程のヲ区周辺で,水田経営がなされた。居住地は砂
丘面が露頭する海抜 120～ 150 cm程の東部地区であったと推察される。この時期には,西部地区は相対的に低地

化し,居住空間としては不適な土地となった。西部地区に立地する住居跡が,ほぼ 5世紀代に限られるのは, こ

うした結果の証左と考えられる。

7世紀代になって,開発が及んだと考えられる西部地区西方 (小溝群が検出された周辺)ついて見る。東部地

区で露頭した砂丘は,遺跡内では西に向けて低位となり,西部地区西方でやや高位となる。やがてさらに西方の

城山遺跡の周辺で,再び露頭する。大溝は, そうした砂丘の鞍部にあたる部分を貫流している。 F遺構編』でも
指摘しているが,現地表には露頭しないが,砂丘の微高地とも言える高まりが存在している。基盤層 (砂丘面)
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基己I 古墳時代遺構一覧表

遺 構 出上位置
規 模 (m)

炉 かまど
4C

後半

I 期
H期
m 期 Ⅳ 期

備 考東 西 南 北 前 半 後 半 前葉 中葉 後葉 前 半 後 半

KD-21 A12e

1

*28
*17
10

22

23

24

25

29

30

36

37

38

34
?

?

A llg

B12a
B12a
卜 4

B llh

口 7

チ 3

ハ 9

ハ 8

チ 2

ワ 8

フ 8

ハ 9

A14f
A14g
A14h15b

4.6

(5.8)

6.1

5。 1

6.7

5.6

4.2

5.4

5.2

4.3

3.5

3.1

5.5

3.8

?

?

(5.4)

5。 8

6.0

6.5

5.7

3.9

5,3

5,1

3.8

4.1

2.9

(5.5)

3.1
?

?

炉

(炉)

地床炉

(炉)

地床炉

地床炉

炉

一　

？

・
？

・

?

?

【　

　

　

　

　

　

　

中
　

“
　

中
　

中
　

”
　

　

　

「

貯蔵

火災

火災・貯蔵

貯蔵

火災

火災

*4
*5
6

16。 18

26

*33
*32
11

Alli

Allh
A lle

A12c
B lle

A15e
A15d

チ 6

(4.8)

(5。 2)

5.1

5.4

(5,1)

5.6

4.8

地床炉

地床炉

有

有

有

一
有

一

一

一

.・ ?..

,¨ ?

* 2

9

3

12

14

27

31

*

Alld
A lld

A lla

B12d
A12f
B lld

B llg

5,9

(5.0)

(5.8)

一　
一　
一　
４
．
４
　
一　
・　
・

有

有

有

有

？

有

有

?・…

7

8

*13
*19
15

20

35

A lle

A lle

A12b
A12b
A12i

A12b
A14i

4.3

7.0

(4.8)

4,3

6.3

(3.3)

(4.8)

有

(?)

(有 )

有

?..

貯蔵

KP l
K1   1

K1  2
KT201

小溝群

KG l
KG 2
KG 3
KC l
KC 2

A12b

卜5・ 8

り 5

イフラ区

リヌツネ区

ハ 7

ハ 8

A15i

卜2・ 5

卜 2

?̈

?̈

¨?

票は切り合う住居跡
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の高まりに準じて,上位のC層や B層が高位に,堆積したと推定される。西部地区 3区の小溝群は,地形的に
は, こうした部分にあたっている。 1区・ 2区でもこうした部分に,柱穴状の遺構が多く検出されている。

7世紀代に至って, さらに高位となった海水準に対応し, こうした高位な場所に遺構が作られた (生活した)。

この結果,後世 (現在)の生活面との差が少なく,現在の水田耕作などの攪乱によって古墳時代の生活面が消失

してしまったものと考えている。したがって,西部地区西方の小溝群の様に,遺構の底面が深かった物が,検出

されたに過ぎない。 7世紀代前半は,城山遺跡を中心に展開した律令時代へと続く時期である。立地的にも城山

遺跡に近い西部地区西方に生活の場が移動したと考えられる。西部地区西方は,地形的にも城山遺跡へと砂丘面

(基盤層)が高まりを増していく部分にも,あたっているわけである。より,海水面が高水位にあった律令時代

にあっては,伊場の地より城山周辺の方が,地形的に安定した広がりを確保できた結果,郡衡とも推定される遺

構が作られたと考えられる。

5世紀後半代～ 7世紀前半にかけて,伊場遺跡の遺構の推移・変遷を,海水位の変動と合せて理解しようとし

た。各時期の遺構と立地の差は, こうした自然的な海水面の変動によって, ほぼ整合的に説明し得たと考えてい

る。伊場遺跡のような低地の遺跡が, こうした自然災害の条件下で生活を続けざるを得なかった一断面は示しえ

たとものと思う。

しかし,自然条件によってのみ人々の生活が規定され続けたもので無いことは,言うまでもない。特に律令時

代を控えた 7世紀前半代にあっては,城山遺跡を中心に,政治的 。社会的な要因がより強い形で作用したことが

推定できる。伊場西部地区・梶子遺跡 (国鉄工場内遺跡Ⅵ次調査)等周辺の遺跡群との関係の中で考えねばなら

ないものであろう。

第 4節 住居跡伴出土器について

いずれの住居跡も残存状態が悪く,全体を残していない。したがって,住居跡に伴った土器についても同様に

本来あった組合わせを残してはいない。むしろ断片的に残っていれば,良いほうであった。こうした条件の中で

生活什器としての上器の,使用状況や組合せを検討することは難しい。資料的には問題が多いが,残された僅か

な部分から全体を見たい。

住居跡内に残された遺構 (施設)と土器の関係について見る。KD-1で 出土した鉢 (1)は ,炉と共に検出
された 3本の上製支脚を,五徳の様に使って使用したと想定してよい。このことは,第 4図の出土状態面からも

容易に推測される。また, KD-3や KD-7の様に, 1本の上製支脚しな持たないかまどでは, 長胴の甕の使
用を容易にする。KD-15の甕の出土状態 (写真図版第 6-A)は, 粘上の袖を持つかまどでの, 甕の使われ方を

示している。遺構と遺物 (上器)の相関関係を示すわずかな例である。

KD-12の土器の出土状態を見れば, かまど。土製支脚・甕・甑の関係が, 使用状況を示している様である。
37・ 40の甕と41の甑の組合せが想定される。KD-4で も, かまどの周辺に甕・甑・壺 。鉢などが一括して散
乱している。いずれも一括資料として,土器の使用状況を示している例と言える。かまどを持つ住居跡は,かま

ど周辺から土器が検出される事が多い。 KD-12で は, かまどの横 (住居跡の引ヒ東隅)イこ甕・甑などの什器が

集中している。粘上で両袖を作ったかまどを持たない住居跡にあっては,南壁中央寄りに在る小穴 (貯蔵穴)内

や, その周辺に,土器の多くが検出されている。KD-11で は,甕 (32)。 甑 (34・ 35)がザルに入れられ,
こうした貯蔵穴に置かれていた。この′!ヽ穴からは,須恵器の高郭 (33)も検出されている。これらの上器が,一

括して貯蔵穴に保管されていた状況を,示すものであるならば,土師器と須恵器の編年的な位置関係を示す一例
になる。 KD-25で も南壁寄りの小穴の周辺で甕や甑が検出されている。 かまどの定着によって, 什器である
甕や甑が住居跡の北東部分に集中するのは当然である。また,床面の有効利用の面からも,必然的であったよう

に推測される。また,炉からかまどへの変化が,長胴化した甕の使用へと繋がったことが,わずか一例ではある
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が例証できそうである。

検出された住居跡は遺構の破損が進んだものが多い。住居跡 と軒あたり,どれ程の上器が,使用されていたか

示す例は無い。出土土器が数的に多い住居跡について見る。KD-4は土師器の甕 7個体 ?・ 甑 1個体・高郭 1

個体 。中型の鉢 1個体・須恵器の雰身 1個体。KD-14は土師器の甕 5個体・中型の鉢 2個体・須恵器の邪身

7個体 (1個体は土師質)・ 靖 1個体などが,出土例の多い住居跡である。他の住居跡では,いずれも数個体し

か出上しないのが一般的である。

什器の中でも,使用頻度の高いと思われる甕は,上記の他にKD-16・ 18で 4個体,KD-17で 4個体など

がめだつ。破片まで含めれば, ほとんどの住居跡で検出されている。甑はKD-11で 2個体, KD-12, 25,

27, 32で , それぞれ 1個体などである。高郭を見ると, 須恵器の高郭が KD-10, 11, 23(2個体, 蓋 1個

体),土師器の高郭はKD-2, 6, 10, 19,23,26,32,38, など多くの住居跡で検出されている。 しかし,

1軒あたりの出土数は, 1個体がほとんどであり全体として少ない。堺類は上述したKD-14で郭身が 7個体,

KD-16・ 18で須恵器の郭蓋が 4個体, KD-17で須恵器の郭身が 3個体などである。土師器の郭も伴うもの

と思えるが, KD-10の 3個体が最も多い。土師器の邦は破損し易く細片が多いため実数はわからない。 38軒

の住居跡には時期幅があるので,いちがいには言えないが,検出した住居跡全体について見れば,甕 4～ 5個体,

甑 1個体,鉢 1～ 2個体,高郭 1個体,須恵器蓋堺 5～ 7セ ット,土師器郭 3～ 4個体 ?と言った所が最大公約

数的な数である。もとより資料的な根拠は示し得ないが,伊場集落の住居跡 1軒あたりの, 日常什器としての上

器は, この程度のものであろうか。銘々器としての性格の強い郭が 5～ 7個体と言う点や,使用頻度と消耗率が

高いと思われる甕が 4～ 5個体と多い点などは,それなりの説得力が有るように思える。

おわりに

本書では,既刊の報告書で一部未整理であった古墳時代の遺構から伴出した土器から,古墳時代の遺構を再構

成したものである。したがって,土器が検出されなかった遺構については,既刊の『遺構編』の記述を,参考に

されたい。また,既に報告済みの内容と異なった点もあるが,現在では本書のように考えている。既刊のものを

修正する結果となった。

住居跡を中心とした遺構の, グループ分けについては,本文中でも述べたが机上の分類である。いずれの遺構

も時期や性格を確定できる伴出遣物を,必ずしも伴ってはいない。したがって,資料的な粗密から同程度の,確

さに基づいた検討に耐えない。一定程度の変遷の傾向を知ることを目的とした分別である。その結果が, 6～ 7

軒のグループに,分け得たのである。また,住居跡,小穴,祭祀遺構,溝,小溝群,井戸,方形周溝墓,水田な

どの遺構相互の関係についても,単に伴出土器の編年的な同時性によって結び付を考えた。遺構どうしの,有機

的な関係を,直接的に示し得る資料によったものではない。当時の生活面が,消失している遺構群であるので,

こうした単なる土器の編年的同時性によって分けたものである。

大溝に沿う様にして立地する, 5世紀後半代～ 6世紀初頭の住居跡については, 第 46図 Bの ように 15軒を

想定した。 しかし,第 13次調査 (1981浜松市教委)によって KD-25。 29・ 30・ 38の住居跡群の, さらに

西側で 3軒の住居跡が発見されている。 距離的にはやや離れるが, KD-25や KD-38の様に火災に遭ってい

る。出上した土器から6世紀の初頭と考えられている。さらに周辺には,未発掘部分もあり他にも住居跡の存在

が推測されている。時期的には,本書で第 46図 Bと したグループに入れるべき住居跡である。本文中では, こ

のことに触れなかった。将来的には, 5世紀後半代～ 6世紀初頭とした 15軒の住居跡に, これらの住居跡を加

えた,西部地区全体の遺構群が,さ らに細分される可能性がある。

-69-



注

1・ 浜松市教育委員会 。遠江考古学研究会『伊場遺跡予備調査の概要』(1968年 )

・浜松市教育委員会編  『伊場遺跡第 3次発掘調査概報』浜松市遺跡調査会 (1971年 2月 10日 )
。伊場遺跡調査団編   『伊場』―第 4次調査月報 1-浜松市遺跡調査会  (1971年 8月 10日 )
。伊場遺跡調査団編   『伊場』―第 4次調査月報 2-浜松市遺跡調査会  (1971年 9月 15日 )
。伊場遺跡調査団編   『伊場』―第 4次調査月報 3-浜松市遺跡調査会  (1971年 10月 15日 )
・伊場遺跡調査団編   『伊場』―第 4次調査月報 4-浜松市遺跡調査会  (1971年 11月 5日 )
。伊場遣跡調査団編   『伊場』一第 4次調査月報 5-浜松市遺跡調査会  (1971年 12月 5日 )
・伊場遺跡調査団編   『伊場』―第 4次調査月報 6-浜松市遺跡調査会  (1972年 1月 5日 )
・伊場遺跡調査団編   『伊場遺跡出土文字集成 (概報)浜松市遺跡調査会 (1971年 12月 25日 )
・伊場遺跡調査団編   『伊場遺跡第 4次発掘調査の成果 (要旨)』 浜松市遺跡調査会 (1972年 2月 29日 )
・浜松市教育委員会編  『伊場遺跡第 5次発掘調査概報』浜松市遺跡調査会 (1973年 2月 10日 )
。浜松市教育委員会編  『伊場遺跡第 6・ 7次発掘調査概報』浜松市遺跡調査会 (1975年 3月 25日 )
・浜松市立郷土博物館編 『国鉄東海道線内埋蔵文化財発掘調査報告書』一伊場遺跡第 12次の 1期調査概報一

浜松市教育委員会 (1979年 3月 )

・浜松市教育委員会編  『伊場遺跡第 8～ 13次発掘調査概報』浜松市遺跡調査会 (1981年 3月 31日 )
伊場遺跡発掘調査報告書

第 1冊 浜松市立郷土博物館編『伊場木簡』    浜松市教育委員会 (1976年 3月 25日 )
第 2冊 浜松市立郷土博物館編『伊場遺跡遺構編』 浜松市教育委員会 (1977年 2月 28日 )
第 3冊 浜松市立郷土博物館編『伊場遺跡遺物編 1』 浜松市教育委員会 (1978年 3月 31日 )
第 4冊 浜松市立博物館編   『伊場遺跡遺物編 2』 浜松市教育委員会 (1980年 3月 31日 )
第 5冊 浜松市立博物館編  『伊場遺跡遺物編 3』 浜松市教育委員会 (1982年 12月 25日 )
2…須恵器の編年については,基本的に遠江考古学研究会編年に従った (1966遠考研 。1968山村宏他)。 しかし
この編年案は, 発表されて 20年近く経っており, その後の, 資料の増加などから修正の必要性が指摘され

ている (1979静岡県考古学会)。 しかし,古い部分については,編年的に大きな修正ではないと思える。本
報告書は, 1期～Ⅲ期までの古い段階の須恵器が対象となったので,遠考研編年案そのままに近い形で使用
した。伊場遺跡では, I期の古い段階の須恵器が検出され, サII江試案 (1979静岡県考古学会)では, I期
の前半と後半に三分されていたので,それにしたがった。

・須恵器の編年は,(1978中村浩)や (1981田辺昭三)な どによって成果が挙げられている。本書では,田辺

編年の型式名を併記した。

・各編年と年代の比定は,厳密には出来ないので,おおまかに下記の様に対応させ表記した。

遠考研編年 I期前半―田辺TK216～TK208 =5世紀中～末にかけて

遠考編年 二期後半一田辺TK23～TK47   =5世紀末～ 6世紀初頭
遠考研編年Ⅱ期―田辺MT15

遠考研編年Ⅲ期前葉―田辺TK10

遠考研編年Ⅲ期中葉

遠考研編年Ⅲ期後葉

遠考研編年Ⅳ期前半

=6世紀前葉
=6世紀中葉
=6世紀後葉
=6世紀末
=6世紀末～ 7世紀前葉

3-和泉式については,当地方に型式を分類し得る良好な資料があっての対比ではない。従来,和泉式を I・ Ⅱ

式に三分していたのでそれに従った。 I式を当地方では須恵器を伴わない見性寺遺跡の時期 (1974磐 田市
教委)と し, Ⅱ式を須恵器が伴った宮之腰 I式 (1970焼津市教委)の時期と考えている。
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4-第 17図の 84は布留式土器の細片で図上復元した。最近の研究では,形式の細分化が進んでいるようである

が,筆者は今だそれを知らない。布留式土器とのみ記した。

5… ヲ区で花粉分析によって,水田が確認されている。したがって『伊場遺跡遺構編』では,農業用の水路の可

能性を挙げている。

6…小溝群が矩形に交わるように検出されるので,『伊場遺跡遺構編』 では水田遺構にともなった小水路の可能

性を考えている。

7…西部地区のうち奈良時代の枝溝・弥生時代の環濠・大溝に囲まれた部分を 1区とした。 2区は大溝より東側

で奈良時代の枝溝より引ヒ西の部分。 3区は大溝以西とした。『伊場遺跡遺構編』23頁「発掘区の略称」参照

8… KD 16・ 18は ,本来 1軒の住居跡であった可台留性が強い。

9…KD4出上の須恵器郭身 (6)は TK 208と 考えているが, 細片であるため口径や器形などに, 疑問が無い

わけではない。

参 考 文 献
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1959 向坂鋼二      『考古学手帳 8』「遠江における古式土師器」
1966 遠江考古学研究会  『大沢 。川尻古窯調査報告』
1968 山村宏他      『古代学研究』第 50号「遠江の須恵器生産」
1966 平安学園考古学クラブ『陶邑古窯祉群 I』

1969 浜松市       『浜松市都市計画図 1/2500』
1970 焼津市教育委員会  『宮之腰遺跡』
1971 杉原荘介 。大塚初重  『土師器土器集成』
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1974 磐田市教育委員会  『見性寺貝塚の研究』
1976 静岡県考古学会   『静岡県考古学会シンポジウム 2』「須恵器一古代陶質土器の編年」

1977 浜松市教育委員会  『伊場遺跡発掘調査報告第 2冊 伊場遺跡遺構編』
1978 中村浩       『陶邑Ⅲ』「和泉陶古邑窯時期編年」大阪府文化財調査報告三十輯 大阪府教育委

員会

1981 田辺昭三      『須恵器大成』 角川書店
1981 中村浩       路日泉陶邑窯の研究』「第Ⅱ部 編年的考察」柏書房
1982 浜松市教育委員会  『伊場遺跡発掘調査報告第 5冊 伊場遺跡遺物編 3』 (本文編)

1988a浜松市教育委員会  『国鉄浜松工場内 (梶子)遺跡第Ⅵ次発掘調査概報』
1983b浜松市教育委員会  『国鉄浜松工場内遺跡第Ⅶ次発掘調査概報』
1983 浅羽町教育委員会  『青木・馬場第 1,第 2遺跡』
1985 袋井市教育委員会  『坂尻遺跡』「序文・古墳時代編」

-71-





B

＋
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
■

＼

、

Ｉ
Ｉ

Ｉ

＼

　

　

ヽ

ヽ

―

１

１． 。

‐

‐
‐

‐

ヽ

＼

ヽ

　

　

　

＋

ぜ
　
戸

＋／／／／／″／ノ／ｒヽヽ
ノ／ア／／　　　　　　　斗ヽ、＼

／／】謗【一／／／／　／／／′ｒｉヽヽ
＼ヽ・３＼＼

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼+   19  +  18+ 19 + 18 + 17 +/J6/十

//名
 + 14 +＼

＼
13｀ す` 12 + 11 + 1lo +
＼、                         1

Ａ

　

＋

＼
＼
＼
　
　
＼
＼
久
＼

辞
ヽ
ヽ
、＼

＼

、

＋ +  /＼ +    キ
/   ＼

01

ノ

／

／

／
／
／

／
／
／

ｒ
ｉ
ヽ
＼
、

ヽヽ
い
い
い
Ｈ
ｈ
川
！′／Ｐ
／
′

十

＋

＋

十

十

ヽ

、

‐

‐

‐

＼

＼

　

＼

ヽ
‐

‐
‐． 。

―

―

―

・ヽ

＼

、

、
　

　

　

キ

鐙
　
輪

○
□
　
　
　
　
・２

＋　
／
，
／
／
／
／／ｒ
＼
、
／
／
／
／
　
　
　
　
　
　
斗、

／
′
　
　
　
　
　
ヽ

′

ヽヽ
ヽヽ
、）一〕‐ザ／ノ布／

いい
＝
＝
門
Ｐ
り
／
ノ
十+19+18+17

XX         
＼
＼
＼  ヽ
＼
＼~~             I

+  /＼ +

//  
＼
＼
＼

十
　
　

　

　

　

　

十

＼‐‐‐＼、
ぃ［‐‐‐‐ｏ‐

，‐
ヽ
ヽ
ヽ
＼
、

　

　

　

＋

◇

・８
銘

十
．

／

ヽ

／／／／／／ｒヽヽ
／／　　　　　　　　　　　ヰ

／／】謗【４一／／／

+   19  +   13   +  17 +  
〕

＼
半    ヽ+

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

＼   +
＼
＼

′

十

＋
ヽ

＼

＼

＼

＋
ヽ
ヽ
ヽ
、

キ

＋
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
　
　
■

い＝Ｈｎ脚Ⅳｗ／ノ
十

し
晴
メ々

ｘ
第 46図 古墳時代遺構変遷図
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古墳時代土器観察表



例    言

番号  …各遺構から出上した土器は 1～ 215, 古墳時代包含層から出土した土器は 301～ 426の通連番号と
した。したがって 216～ 300は欠番である。本文及び図版中の番号は,全てこの通連番号を用いた。
「挿図」「写真図版」 とした番号は, 各通連番号の上器が掲載されている挿図・写真図版の番号を示

す。

登録番号…発掘調査時の遺物台帳にしたがった。復元の際,他の登録番号の上器と接合したものは,主体となる
べき土器の番号に統一した。

出上位置…発掘区名,出土層位の順に表記し,遺構に伴出した土器については,最下段に遺構名を略号により表
記した。

器種  …須恵器については,堺蓋・郭身 。高郭・疎・壷,土師器については,郭・高郭・婉 。鉢・甕・壷と表
記した。各器種について形態 (フ ォーム)による分類はしなかった。

法量  …単位はcmで示した。最大径の表記は,最大径が回径以外の部分に在る土器について表記した。したが
って口径が最大径となる物は,日径として記した。底径は甕・鉢などにあっては,平底に作られた土
器だけについて記し,高郭や脚付き甕などは脚裾の径を記した。

胎土・焼成 。色調…土師器と須恵器について,一括表記したので主観的な記述となってしまったが,一応下記の
基準に準拠した。

・胎土については,精緻・精良4良好 。良・普通→粗の順に精選されたものとした。砂・小礫粒などを
含むものについては,その様に記した。
・焼成については,硬質 (須恵器)・ 良好・良→普通→軟質 (須恵器)・ 不良の順とした。
・色調は,土師器については赤褐色 (オ レンジ系),黄褐色 (ク リーム系),暗 (灰)褐色 (黒味の多い

茶色系)に ほぼ 3分 した。必要に応じ,それぞれに淡・暗 。灰を付して各色系の中での,濃淡を示し
た。肌色はオレンジ系とクリーム系の中間とした。須恵器については,白灰色・灰色・青灰色・暗灰
色の順に黒味 (青味)を増すように表記した。
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古 墳 時 代 土 器 観 察 表

番号暮真図霰登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

生

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

古墳時代住居跡出土土器

1 正:6

All―-197

Allg Ⅲ上

KD-1

10.5

130
5.0

立上がりが直立ぎみになり、体部との比は約 1/2と なる。端部の作りは比較的
シャープ。体部の外面は 1/2が箆削りとなり内外ともに横ナデ仕上げとなってい
る。底部の内側に叩き目 (内当て)の痕跡が薄く残る。全体の 3/4が残る。

緻
質
色

精
硬
灰

須恵器 郭身

2 _二
6

3--258

All g

KD-1

．
３
．
３

一
７
．
３

６
．
９

全体を叩いて整形している。口縁部は内外ともに比較的丁寧な横ナデとなる。体部
は粗い刷毛目仕上げ内面は斜め下方のナデ仕上げ。下半分や頸部内面には、凹凸や

指頭痕が多く残る。胎土中に石粒を含み粗い粘土を使用し作りは粗い。体部から底
部にかけて炭化物が付着する。

い
好
色褐

粗
良
黄

土師器  鉢

3 _:6
3--247--1

Alle

KD-2

一
Ｗ

一
４
．
０

．

全体の 1/3を残すだけ。天丼部の 1/2が箆削り他は横ナデ。肩部に沈線が入り、
やや内湾する口縁部へと続き口唇部を内傾させる。箆削りは粗く切離しの跡を残す。
全体的に作りはあまい。

粗
通
色

やや
普
灰

須恵器 郭蓋

4~3
A ll

KD-3

3--9

125

1/8程度残るだけ。底部と口縁部を欠くため口径、器高は不明。箆削りや端部の
作りは比較的丁寧、受部上面に自然釉が付着する。

粗
好
色

や
　
灰

や
良
暗

須恵器 郭身

5 _二
6

3--259
260
261
All a
KD-3

170
219

胴部の 1/2を残し底部を欠く。口縁部は内外ともに横ナデ。体部は刷毛仕上の跡
を薄く残す、下半部は使用によるものか刷毛目は残らない。体部に15× 10cm程の黒

班あり。

砂 粒 多 い

良    い
色褐赤

土師器  甕

6~5
3-― 569--2

All i

KD-4

97
116

全体の 1/5を残し底面を欠く。焼き歪みがあるが端部の作りや箆削りは丁寧。体
部の外面の大半が箆削り他はノタメを残さない丁寧なナデ仕上げ。二次的な火力を

受けた為か褐色がかった灰色、胎土に砂粒は少ない。

緻
通
色灰

精
普
褐

須恵器 郭身

7 _:6
3--192

Al五一Ⅲ

KD-4

16.2

10 3

90

完形品。口縁部が外側に開き底面と軽い段を作って接合する郭部をもつ。器面の調

整法は焼成が悪くはっきりしないが横ナデ仕上げ。刷毛による整形痕を薄く残す。

脚部内面は箆整形。脚裾は内外ともにナデ仕上げで横に開くが縦方向のナデの痕跡
も薄く残る。

い

い
色
修傲褐

砂
良
黄

土師器 高郭

8 _:6
3--191--3
Al■―Ⅲ

KD-4

198
195
126
60

口縁部の 1/3を欠くがほぼ完形。口縁部は内外ともに横ナデ。体部の外面は左方
向への箆削り、内面も口縁部に近い部分は左方向。底面から胴部にかけて 揚げる
様な箆削りで調整されている。内面のす部には刷毛整形した様子もうかがえる。胴

下半から底部に黒班あり、籠目土器の可能性あり。

い
通
色
鯵　褐

砂
普
黄

土師器  鉢

9 -:6
3--577

Alli

KD-4

17.6
胴下半部を欠く。日縁部は横ナデ。胴部外面は刷毛仕上げとなるが内面は粘上の繋
ぎ目をはっきり残す。胎土に赤褐色の泥粒が混じる。器面は風化が激しくもろい。

体部に黒班あり。

い
良
色
膨　褐

砂
不
黄

土師器  甕

10-:7
3--581

A■ i

KD-4

15 0
口縁部の 1/3を欠く。やや厚手の甕と考えている。口縁部は横ナデ。体部の外面
は箆で下方に撫でている内面は横方向のなで仕上げとなるが、粘土の繋ぎ目を消す
までには至っていない。器壁外面に煤が少し付着する。

る
通
色

じ混石小
普
肌

土師器  甕

11・ 12式
6

3--573
3--569--1
All i

KD-4

173
22 1

23.5

65

器壁は内外ともに風化が激しく調整法は不明。ただ内面は砂粒の流れから右横方向
のナデと推定される胎土には雲母と大粒の砂粒 (石英 ?)を含む。胎上の状態から
11と 12を同一個体と考えた。底部外面には籠目が残り煤が多く付着する。

い
良
色
鯵　褐

砂
不
赤

土師器  甕

13_:7
3--572

A■ i

KD-4

184
210
248

全体の 1/2が残る。口縁部は横ナデ。胴部外面は縦方向のナデ。内面は横方向の
ナデ仕上げ。いずれも丁寧に調整され光沢をもつ部分もあり。底面を除く外面全体
に煤が付着する。丸底甕形土器となる。胴部下半には二次火力による黒班や赤変が

残る。

い
好
色
鯵　褐

砂
良
赤

土師器  甕
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番号薯真図霰登 録 番 号
出 上 位 置

法量clll

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

14~5
All

3

1

KD-4

160
21.0
房矯竃程ヱ審ぜ穏ぜ曜垂死完衡熊部雌ナデ。胴部外面は縦内面は横方向静広めの刷毛で丁寧に調整されている。

い
好
色

な少
　
褐

粒砂
良
赤

土師器  甕

15 二三:7 All l

3--57

KD-4

． 　

．
２
．
３

一
詈啓奪慧豊書妻ヤ層拿軍こ套:毯S舎景:ヨ攪重尋:ξ昼盛ξ手:患皇ゼ槽悲?肇

良
好
色

精
良
肌

土師器  甕

16三
:7

3--913

All

KD-6 11.4

郭部を欠く。脚裾は内外ともに横ナデされるが柱状部は整形時の凹凸を残し軽い稜

密管′
中実となる。内面に絞り目が残る。器壁は化粧粘上の為か薄く刻落する部分

む
良
色
騰　褐

砂
不
赤

土師器 高郭

17~6
All

KD-6

6--33--91

16 7
日縁部の1/4を残す。内外を横ナデして仕上げる。内面の粘土の繋ぎ目を指で押え
ている。胴部は刷毛仕上げ。

む
好
色

含砂細
良
肌

土師器  甕

18三♀7
3--916

A■

KD-6

．
５
．
８

一　

一　

一
なヨ含菫ζ趣暑子豪

墓し禽雷監署護鍔簡た?琴尋尺客F源吾塁稼κ農添洋碧与慨評
む
通
色
騰　褐

砂
普
黄

土師器  鉢

19-6
―-909

All h

KD-7

?一
9-

口縁部の細片で下半を欠く。日径を復元すると14cm程になると推定している。立上
がりは薄く作られ端部は丸い。

良
い
色灰

精
良
暗

須恵器 郭身

20 三併

3--630

All e

KD-7

12_4

146
55
黄冦1糸雰守額雰合
に直ζ彎飴 晶淵愛恙藁皇男臨癖マ慧貿ちt蘊 孝ゝ粗    

い
良    い
暗  灰  色

須恵器 郭身

21 三三:7

3--624--1

All e

KD-7

14.2

3,9
そ景各F愁皇奪を書愚髯g教電貫唇標暴員芸各書傷捨桑書層与『最壱掲岳あ晶蟹誠

良
良
色褐

精
不
赤

土師器 郭蓋

22 三:7

3--624--2

A■ e

KD-7

．
３
．
５
“
７
．
４

一

呂ほ稗χ翻 L芸:矯亀黒為ヵ糊 阻 蓬を雛癬
けた凹凸が残る。底部には糊と藁の圧痕が残る。口縁部外面に煤が付着する。

緻
質
色褐

精
硬
赤

土師器 郭身

22-2 ΞΞ♀7
3--918

All-80

KD-8

一
即
一
閑
一

完形品。日縁部は横ナデ。体部は内外ともに刷毛目を残すが下半部には指圧痕状の
凹凸を残し調整が及ばない。体部には粘上の繋ぎ目をはっきり残す。

む
通
色

含を
　
褐

粒砂
普
黄

土師器  鉢

23 三盈

5--235

卜4

KD-10

■ 9

44
買髯S券奔ζ啓會負尋彗群翠鶉輻鞄頼盆熙ご習s°

粗
好
色

や
　
灰

や
良
暗

須恵器 郭蓋

24 ~7
7--1073--2

卜4

KD-10

183
口縁部の1/4、 郭部底面の1/4が残り脚部を欠く。把手の有無は不明。口径は一応

葉毒警:ぢ写
穏5型ヒう与こ擁戴境窪!どき拙 七きみt色ほ電子解 iξ魯,【写こ

良
い
色灰

精
良
暗

須恵器 高邦

25 三二

`7

7--1139

卜4

KD-10

■ 4

48 螺8全羅弊3係替♂
向にゴy瑾艶憂1農†洩瑠詭巌載:母(手色ゑ法 い

通
色
漿　灰

砂
普
褐

土師器 郭身

26 三

`8

5--221

卜4

KD-10

13.5

60

完形品。内面全体は不定方向のナデマワシによって平滑に仕上がっている。外面は
口縁部を横ナデによって器壁を整えているが体部から底面にかけては凹凸を残し完

宇書蔀雰習蓄算
行っていない。胎土は雲母と砂粒が混じる。日縁部外面に煉の付着

通
色褐

良
普
黄

土師器 郭身

27 _`8
7--1073--1

卜4

KD-10

．
明
醒
５
，
３
暑盪蟄をと鶏 鰹 鞠 殿紳 」綿魂ご皓

良
通
色褐

精
普
黄

土師器 郭身
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番号藝真図屡登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

28~7
b――Zυb――上

卜7

KD-10

一

６

．

２

一　

一　

一

郭部の2/3と 脚下半を欠く。体部下半で軽く段を作る。日縁部は横ナデ。琢部の底
面は刷毛目や脚との接合のためのナデツケの凹凸を残す。脚内面は絞り目の上から
ナデている。 色褐黄

砂 粒 多 い

良    い

土師器 高郭

29~7
5--295--2

卜7

KD-10

150
口縁部の1/4を残す。日縁部は内外ともに横ナデ。胴部も残っている部分は丁寧な
ナデで平滑に仕上げている。胎土には雲母の細かな粒を含むが砂粒はほとんどない。
器壁外面に煤の付着あり。

良
通
色褐黄

精
普
赤

土師器  甕

30 _`8
5--294--2

卜4

KD-10Pit内

165
肩部以下を欠く。口縁部は内外ともに横ナデ、肩部外面は縦、内面は斜め横方向の
ナデで仕上げられる。しかし外面には粘土の繋ぎ目や指頭痕、内面には指によるナ
デアゲの跡が残る。胎土には雲母を含む。

い
良
色

多粒砂
不
肌

土師器  甕

31~7
7--1139-2

卜4

KD-10Pit内

19.5

204

胴径の1/5程度を残し底部を欠く。日縁部は丁寧に横ナデ、胴部外面は粗い刷毛に
よる縦方向の調整、内面は横方向の刷毛調整となる。外面全体に煤が付着する。

い
好
色

多粒砂
良
褐

土師器  甕

32 _専
8

5--240--1
4--1548
り4

KD-11

128
郭部の1/3と脚部を欠く。郭底部外面の1/3程は箆削り他は横ナデ、郭胴部の稜や沈
線はシャープさに欠け端部も丸みを持つ。体部下半の波状紋も崩れている。透かし
は長方形で三方向。内面は自然釉が噴き調整法が分らない。

い
好
色
螂　灰

や
良
暗

須恵器 高郭

33~9
4--1548--3

チ 4

KD-11

一
閑
闘
一
阿

胴部下半を欠く脚付甕となる。
部は内外ともに丁寧な横ナデ。
凸を残すが丁寧なナデ仕あげ、
着、脚部に赤変あり。

日縁部も脚部も完全ではなく1/4程度を残す。日縁
外面は刷毛整形され肩部で羽状に交わる。内面は凹
雲母の細粒を含み砂粒は含まない。外面全体に煤付

良
通
色褐

精
普
灰

土師器  甕

34 _監
b――Z4U――.j

り4

KD-11

．
２
．
４

一
４
．
‐
９
．
７

ほぼ1/2が残る。把手も片方を残すだけ、日縁部を肥厚させ胴部下端には籠目の圧
痕を残す。全体に摩滅が激しく器面調整は不明。内面は黒灰色。外面は赤褐色とな
る。自色の砂粒が多い胎土。全体に二次火力を受けた可能性あり。

む
良
色
陸　褐

砂
不
赤

土師器  甑

35 __!8

5--240--2

り4

KD-11

21.6
口縁部の1/2と胴部下半を欠き把手も片方だけ残る。日縁部は折返して肥厚させ肉
側をやや外反ぎみに横ナデしている。胴部外面は縦方向の細かな刷毛仕上げ。内面
は横方向の刷毛仕上げとなる。内面からは粘土の繋ぎ目がよくわかる。胴部下半に
二次火力によると思える赤変あり。

ず
通
色

ま
　
褐

含
　
黄

砂
普
赤

土師器  甑

36 _!8
4-― 1575

B12d Ⅲ中

KD-12

一
蛹
一
躙
一

完形品。天丼部外面を箆削りし肩部からなだらかに下がって回縁部まで横ナデする。
内面も横ナデ仕あげ。口縁部は内湾ぎみになって口唇部にいたる。胎土に白色砂粒
多い。

む
通
色
障　灰

砂
普
暗

須恵器 郭蓋

37~9
B12d

KD-12

6--1 ？

　

一　

？

　

一
　

一

口縁部を欠くので蓋か身か定かでない。日径は15cm程になると推定される。焼成は
悪く軟質 (二次火力を受けた ?)調整法不明。内面は暗灰色。外面は自色。 良

色灰

良
不
暗

須恵器  琢

38三
!8

5--61
4--1762
D12d

KD-12

17 1

305

完形品。口縁部内外面は横ナデしているが内面には薄く刷毛目が残る。先端部は内
側を凹ませ丸みを持つ。胴部から底部までの外面はほぼ縦の刷毛調整し、底面にも
刷毛目が残る。内面は刷毛整形の後にナデ仕上げした為か刷毛目がうすい。 (ある
いは使用による摩滅。)

砂 粒 多 い
普    通
赤 黄 褐 色

土師器  甕

39_乳
5--62--1
4--1763
B12d

KD-12

14,0

154
191
47

口縁部から底部まで全体の1/2が残る。日縁部は内外面ともに横ナデ。内面は斜め
水平方向の丁寧なナデ仕上げ。外面は日縁部下半から底部までナデ調整で粘土を押
え付けた凹凸が残る。底部には木葉痕が見られ丸底ぎみになる。底部付近を除き外
面全体に煤が付着する。

い
好
色

い
褐

良
良
灰

土師器  甕

40_I;
5--62--2
4--1763
B12d

KD-12

175
198
30,8

口縁と胴部の一部を欠くが完形品。外面は日縁部が横ナデで調整され体部はやや粗
い刷毛目の調整が残る。内面は日縁部に横の刷毛目が残り体部には刷毛目がナデ調
整によって消され所々に薄く残る。底部は丸底。胴部下半に煤付着。口縁部に二次
火力を受けた黒変が対方向に残る。

い
通
色

多砂
普
肌

土師器  甕

41三
|;

5--60
4--1761
B12d

KD-12

230
290

91

片方の把手と日縁の一部を欠くが完形品。口縁部は肥厚させ外面を横ナデするが下
半部には指頭痕状の凹凸を残し調整が及ばない。内外ともに丁寧な刷毛調整痕を残
すが胴下半部の内面は使用による摩滅か用I毛目が薄い。底部に二次火力に因る黒変
あり、底部日辺部は横ナデ。

砂 粒 含 む
良    い
赤 黄 褐 色

土師器  甑

―-12
42

4--1591--11

A12C一 Ⅱ

KD-14

■ 9

44

1/4が残る。天丼外面の1/2が箆削りされる。他の部分は横ナデ天丼部内面の中心は
静止ナデ。肩部は折曲げ稜は作らず口縁部はほぼ直立し端部は内傾する。断面は赤
茶色。胎土中に白砂 (石英 ?)多 く混入。

良
質
色灰

精
硬
暗

須恵器 郭蓋
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番号聾真図霰登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

口 径
最大径
器 高
底 径器種

431:Iそ
0-―υ03

A12e

KD-14

．
５
．
５

一
４
，
７

一

口縁部の一部を欠く。天丼部外面が箆削り、肩部から日縁部の内外面は横ナデ。肩
はなだらかに曲り浅い沈線を置き口縁部と画される。日唇部は内傾サるが丸くなる。
内面天丼部には叩目状圧痕と静止ナデの跡が残る。

粗
質
色

や
軟や

や
や
灰

須恵器 郭蓋

44三
話

4--1591--10

A12C

KD-14

一
関
一
４
．８
一

完形品。天丼部の大半はやや広めの箆削り。肩部は浅めの沈線を置いて口縁部と画
する。内面は丁寧な横ナデ。中心部には内当ての痕跡とそれを消すための静止ナデ
あり、日縁の先端は内傾している。胎土には砂粒が少ない。

い
○
色
○や

良
や
灰

須恵器 郭蓋

45三
i3

4--1591--8

A12C

KD-14

．
５
．
７

一
開

一

完形品。肩・ 口縁部の外面及び内面全体はノタメも顕著ではなく横ナデによって丁
寧に調整される。天丼部外面の箆削りも丁寧。肩部は軽い稜をつくって口縁部へと
続く、天丼部内面には内当ての跡を消したと思える凹凸と静止ナデがある。

い
質
色

良
軟
灰

須恵器 郭蓋

46 Ξi:

4-1591--6

A12C

KD-14

．
翻
５
。
７
５
．
４

完形品。底部外面の2/3は丁寧な箆削り、体部は底部からなだらかに立上がって受
部へと続く。立上がりはほぼ直立し端部はかるく平担面を作っている。内面と立上
がり部・受部外面は丁寧な横ナデ、内面中心部には円形の内当て痕と静止ナデが薄
く認められる。胎土には砂少ない。

良
質
色灰

精
軟
白

須恵器 郭身

47三
!3

4--1591--9

A12C Ⅲ

KD-14

．
３
．
３
６
．
０
５
．
２

一

完形品。底部外面の1/2はやや雑な箆削り、他の部分は横ナデ。内面のナデはやや
粗く粘土凸凹が残り内当て痕がのこる。体部は腰が張らずなだらかに受部に続き、
端部は丸みを持って作られる。やや大粒の砂が目立つ。

い
通
色

粗
普
灰

須恵器 郭身

48三
i3

4--1591--5

A12C Ⅲ

KD-14

．
Ｗ
６
．
０
５
．
０

．

完形品。底部外面の1/21ま箆削りしかし中央部には切離しの部分を未調整のまま残
す。他の部分は横ナデ。内面中心部には内当て痕を消した静止ナデが認められる。
体部は腰が張らずに受部に続き、立上がり部はやや内傾し、口唇端部も内傾ぎみに
なる。砂粒を含み全体的に丁寧さを欠く作り。

い
通
色

粗やや
普
灰

須恵器 郭身

49三
I`

4--1591--7

A12C Ⅲ

KD-14

．
５．
４
８．Ｏｍ
．

完形品。底部外面の1/21ま広い幅の箆削り、他の部分は横ナデ。内面のナデはやや
粗く粘上の亀裂を完全に消し去っていない。内当ての跡が内面に残る。体部は腰の
部分で軽く折れ受部へと続く。立上がりも一旦外に折れ口唇部を丸く作る。胎土に
は大粒の砂粒が混じる。受部以下の外面に自然釉が付着する。

色灰

砂 粒 多 い
良    い

須恵器 邦身

50 三%
4--1591--4

A12C Ⅱ

KD-14

15.5

17.2

6.0

完形品。底部外面の2/3は箆削り、他の部分は横ナデ。器面の摩滅が著しく詳しい
調整法は不明。やや腰の張った体部となり立上がり部はほぼ直立する。受部は横に
つまみ出し立上がり部を後から付けたしている。

い
良
色
鯵　灰

砂
不
白

須恵器 郭身

51 ~~ウ急
4--1591--3

A12C Ⅲ

KD-14

．
貶
５
．
０
衛

1/2を残す。模倣郭である。内面はナデ仕上げ。立上がりと受部の下外面は横ナデ。
体部外面は指頭痕状の凸凹が残る。日唇部は摩滅のため判然としない。雲母の細粒
はあるが砂粒は混じらない。

良
良
色褐

精
不
赤

土師器 郭身

52 三%
6--962

A12e

KD-14

．
８．８邪
Ｍ
一

完形品。底部外面は比較的丁寧な箆削り、胴部から口縁部の外面はノタメ状の凹凸
を残さない横ナデ。内面は全体が横ナデ。底面には内当て痕あり、肩部には自然釉
が付着する。

良
質
色灰

精
硬
暗

須恵器  靖

53 三%
6-1158

A12C

KD-14

．
２
．
４

一
狙
鰤

完形品。外面は粗い刷毛で全体を調整している。日縁部上半は刷毛目の上から横ナ
デし、頸部も粗くナデ調整しているが刷毛目を完全に消し去っていない。内面は口
縁部下半に刷毛が残り、体部は摩滅ではっきりしないが斜め上に掻揚げるナデ仕上
げ。底部には粗痕があり木葉痕の平底となる。

む
通
色
陸　褐

砂
普
赤

土師器  鉢

54 三%
6--961
6--1591--12
A12f

KD-14

４

５

９

口縁部と胴部の1/3を欠く。やや粗い刷毛で内外面全体を調整し口縁部の外面だけ
が横ナデ調整される。胴部下半には籠目が見られ籠目を消すように刷毛調整が施さ
れる。底部はほぼ方形の平底となり使用した籠の様子を伺わせる。胴部外面には煤
が付着し二次火力を受けたと思える器壁の荒れがある。

色褐黄

や や 粗 い

良    い

土師器  甕

55
―-12

6--971--1

A12e

KD-14

197
218

胴部下半を欠く。口縁部内面は刷毛調形の後、軽いナデ調整、外面は横ナデ。胴部
外面は刷毛、内面はナデ調整。焼成が悪く器壁の剃落が多いため詳細は不明。胎土
に大粒の砂粒が多い。

砂 粒 多 い
悪    い

色褐赤

土師器  甕

56 ~12
4--1591--13

A12C Ⅲ

KD-14

一
開
一　
一　
一

胴部下半を欠く。日縁部の内外面は丁寧な横ナデ。胴部の内外面は粗い刷毛目の調
整。胎土には雲母と砂の細粒を含む器壁には煤が僅かに付着。

い
い
色褐

良
良
赤

土師器  甕

57~~12
6--971--2

A12e

KD-14

一
櫛
酪
一
一

口縁部の1/4と 胴部下半を欠く。焼成が悪く器壁が荒れているが口縁部は横ナデ調
整。胴部の内外面には薄く刷毛目が残り、刷毛調形の後になで調整している事を伺
わせる。

い
良
色
鯵　褐

砂
不
黄

土師器  甕

-80-



番号響真図展登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

生

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

58~12
4~~lDV上 ~~14

A12C一 Ⅲ

KD-14

．
踊
２
．
３

一
一

口縁部から底部まで全体の1/2が残る。底部は直接胴部と繋がらないが同一個体と
考えている。日縁部は丁寧なナデ仕上げ、内面は水平方向の刷毛仕上げ、しかし粘
上の繋ぎ目や、押え付けた凹凸が残る。外面は頸部から底部まで縦の刷毛、調整で
底面にも刷毛痕が残り丸底ぎみになる。籠目土器。

い
通
色
多　醒

砂
普
暗

土師器  甕

59 Ξ】i
6--995

A12f
東Sect
KD-14?

19.2

97
78

口縁と胴部1/2を欠く。日縁部内外面が丁寧に横ナデで調整される。体部外面はや
や粗い刷毛目の調整が残る。内面は頸部に横の刷毛目が残り体部はナデ調整、日縁
部内面・体部外面は器壁の荒れが激しい。体部外面に10× 8cmの黒斑あり、底部は
平底。

い
通
色
修　褐

砂
普
黄

土師器  鉢

60 三鋸

4--1730

A12f一 Ⅲ

KD-15

一　

一

６

．

２

一

胴部の上半を欠く。胴部外面は刷毛目が薄く残り刷毛目整形の後にナデ仕上げ、内
面は刷毛整形の後に軽いナデ仕上げのための粘土の繋ぎ目の影響や指頭痕状の凹凸
が残る。底部は押付ける様にしてほぼ方形の平底に作っている (籠目土器 ?)。 底
面に概痕あり。胴部の1/21こ煤が付着する。

む
い
色
障　褐

砂
良
暗

土師器  甕

61 ~~】
i

6--957―-4

A12C

KD-16

一

９

．

５

‐

・

６

４

．

６

1/2が残る。底部外面の2/3が削り幅の広い箆削で調整される。他の部分は横ナデ。
底部内面の中央は静止ナデ。底部から緩やかに立上がって受部を作り、立上がりは
内傾ぎみに直立し端部は内傾する。胎上に雲母の細粒が混じる。

い
通
色

良
普
灰

須恵器 郭身

62 三鋸

6--957--3

A12C

KD-16

14.0

4.9

1/3が残る。天丼部外面が箆削り、肩部から口縁部の内外面は横ナデ。肩部は折り
曲げ低い稜を置き口縁部と画される。日唇部は内傾する。内面天丼部には内当て痕
を消したと思える静止ナデの跡が残る。

い
通
色

良
普
灰

須恵器 郭蓋

63 三鋸

6--957--2

A12C

KD-16

．
３
．
８

一　
一　
一

ほぼ1/2を欠く。天丼部の大半は箆削り、肩部は沈線を置いて口縁部と画する。内
面はやや荒い横ナデ。中心部には内当ての痕跡とそれを消すための静止ナデあり。
日縁の先端はやや内傾して丸い。胎土に雲母を含み砂粒は少ない。

い
質
色灰

良
軟
白

須恵器 郭蓋

64 Ξ三】ニ
6--957--1

A12C

KD-16

11,9

142
4.9

1/2が残る。日縁部の外面及び内面全体は、ノタメも顕著ではなく横ナデによって
丁寧に調整される。底部外面の箆削りも削り幅は広いが丁寧。立上がりは一度内傾
させ直立する。日唇部は一応内傾させている。体部はやや腰が張る。

い
質
色

良
軟
灰

須恵器 郭身

65~13
6--958--2

A12C

KD-16

一

８

．

４

６

．

２

一

一

口縁部と胴部の1/4が残り底部を欠く。摩滅が激しく調整法がはっきりしないが口
縁部は内外ともに横ナデ、体部は刷毛ナデ仕上げとなっている。胎土に砂はなく茶
色の泥粒を含む。

良
良
色褐

精
不
赤

土師器  鉢

―-13
66

6--958--1

A12C

KD-16

17.3

19.3

胴下半から底部を欠き口縁部の1/4を残すだけ。口縁部外面は横ナデ、胴部外面は
粗い刷毛仕上げ。内面は器壁の摩滅がひどく調整痕がはっきりしないが、胴部には
刷毛目が薄 く残 り刷毛整形の跡や指頭痕状の凹みが伺える。胎土には大粒の砂が多
ヽヽ。

い
良
色褐

粗
不
暗

土師器  甕

67 三二】ニ
6--986

A12C

KD-18

19 6
頸部以下を欠く。器壁は内外ともに剰落が激しく調整法は不明。胎土はやや粗いが
砂粒は含まない。頸部で粘土が継ぎ足され、日縁部は一度たちあがって外反する。

い
良
色
瑚　褐

や
不
赤

土師器  壷

68_】
:

4--1687
4--1688
A12C Ⅲ

KD-16。 18

13.8

4,0

1/3を欠く。天丼部外面の大半はやや広い削り幅の箆削り。他の部分はノタメを残
さない丁寧な横ナデ。肩部で比較的なだらかに折れ曲り稜はやや低いがしっかりと
作られる。日縁部はやや内湾するが日唇部は内傾させしっかりと作られる。

好
通
色

良
普
灰

須恵器 郭蓋

69 三ガ

4-― 1683

A12C Ⅲ中

KD-16・ 18

15,0

50

1/4を 欠く。天丼部外面の2/31よ箆削り、他の部分は横ナデ。肩部で折れ曲り沈線を
置いて稜を作り出している。日唇部は段を作って内傾し丸く仕上げている。内面の
ナデはやや雑で、粘上のよじれやひび割れを残す。断面内部は赤茶色。天丼外面に
自然釉あり。

い
質
色
修　灰

砂
硬
黒

須恵器 抹蓋

70~13
4--16btj――Z

A12C Ⅲ

KD-16・ 18

136
200

口縁部の一部と胴部下半を欠く。日縁部内外面は横ナデ。胴部内外面は粗い刷毛仕
上げとなっている。外面は使用に因る摩滅か刷毛目が薄い。頸部内面の粘上の繋ぎ
目がはっきり残り粘上の端を押え付けていない。外面には煤の付着があり、二次火
力による黒斑もある。

い
良
色

多
　
褐

砂
不
黄

土師器  甕

71 二三】ニ A12C

KD-16。 18

16864-―

163
胴部下半を欠く。日縁部は内外ともに丁寧に横ナデし端部は丸く作り出している。
胴部外面は刷毛仕上げ。内面はナデ仕上げと思えるが摩滅が進み調整法がはっきり
せず刷毛日は残らない。胎上には砂粒を多く含み黒変する部分がある。

い
良
色灰

粗
不
黄

土師器  甕

72 三ガ

7--155

A12a

KD-17

14.0
1/2が残る。天丼部の半分以上を丁寧な箆削りで仕上げている。肩部で折れ曲がり
しっかりした稜を作り口縁部へと続く。口唇部は内傾させシャープに作る。内面の
横ナデも丁寧でノタメの凹凸が少ない。天丼部外面に自然釉が付着する。断面内部
は赤茶色。

良
質
色灰

精
硬
黒

須恵器 郭蓋

―-81-―



番号響真図霰登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

73~15
4

B12a Ⅲ下

KD-17

14.6
口縁部の1/6し か残っていない。天丼部外面の大半を箆削りしている。肩部には稜

建警毒作を秀著き霜拝寒伝琴筆闘摺尼曇星祭蓄乞祭急‰尻辱献伊
内傾するが丸みを

好
い
色

良
良
灰

須恵器 郭蓋

74 二三ウ♀
4--1723

B12a

KD-17

．
９
．
６

一
３
．
３

一

完形品。天丼部外面は箆削り。天丼部内面の中央には静止ナデ。内面と口縁部外面
は横ナデ。平らな天丼部から一気に曲がり口縁部となり、日唇部は丸みを持って作
られ内傾する。天丼部外面に自然釉が付着する。 灰

砂 粒 多 い
良    い

色白
須恵器  蓋

75 ~~】
:

4--1735

B12a

KD-17

．
４
．
４

一
０
・
７

９
．
４

1/2が残り把手も片方を欠く。口縁部は肥厚させ内外面から横ナデしているが外面
には指頭痕状の凹みが残る。胴部の内外面は刷毛調整されるが、内面はその後ナデ
仕上げされたためか刷毛目が薄い。把手を撫で付けた窪みと指頭痕が内外面に残る。
胎上には砂粒が多く雲母も含む。

良    い
良    い
淡  黄  色

土師器  甑

76 三ニウ: B12aⅣ

KD-17

4-―

17.1

229

底部を欠く。口縁部の内外面は横ナデで丁寧に仕上げられている。土器の片面が全
体的に二次火力を受けているため器壁の荒れが目立つ。胴部は内外ともに刷毛仕上
げ。内面は用上毛整形の後にナデ仕上げをしているかも知れない。外面に煤付着。

砂 粒 多 い
不    良
淡 黄 褐 色

土師器  甕

77 E三】f B12a Ⅲ下

KD-17

17274-―

16.5
肩部以下を欠く。焼成が悪く器壁の荒れが激しいためはっきりしないが、日縁部の
内外は横ナデ、胴部は刷毛仕上げとなっている。口縁部は口唇部にかけて薄くなり
そのまま終わってしまう。外面には故意に付けたものか二本の沈線がある。

い
良
色

多粒砂
不
肌

土師器  甕

―-15
77-2

B12a Ⅲ下

KD-17

4-1
17.5
肩部以下土器のほとんどを欠く。器壁全体に摩滅が進み器面の調整法がはっきりし
ないが口縁部は横ナデ、胴部はナデ仕上げになっていると思われる。胎上には大粒
の砂粒が多い。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  甕

78 ~~ウ
B

4--1738

B12a Ⅲ

KD-17

14.4

209
270

胴部のごく一部を欠く完形品。日縁部は内外ともに横ナデし先端部を丸く作ってい
る。胴部は内外とも器壁に凹凸を残すものの丁寧にナデ仕上げされ刷毛目等の整形
痕はみられない。底面が二次火力によって赤変する。底部を除く体部外面には煤が
付着している。丸底の土器である。

い
通
色
修　褐

砂
普
黄

土師器  甕

79 三坊

4--1736

B12a Ⅲ

KD-17

．
６
．
７
２
．
２

一
一

口縁部の一部と胴部の下半を欠く。胴部外面は縦の刷毛目が薄く残り内面も横方向
の丁寧な刷毛仕上げ。口縁部は刷毛整形の後に横ナデしているナデが完全では無く
外面は縦、内面は横の刷毛目薄くが残る。外面は使用によるものか摩滅が進んでい
る。内面下半と外面には煤状の炭化物が付着する。

む
良
色
障　褐

砂
不
黄

土師器  甕

80 三駆

6--966-―

A12b

KD-19

1 一　

一　

一　

一

８

．

９

高郭の脚部で郭部を欠く。内面は内壁に添って箆削りされている。脚裾は内外面か
ら横ナデされる。郭部と接する部分にはナデツケの跡が残る。脚内面には豚部との
接合の際の粘土が残る。

良
通
色褐

精
普
赤

土師器 高郭

81三うち A12a

KD-20

6--954
15.9
1/3が残る。焼成が余り良くないため調整法が良く分らないが日縁部は横ナデ、内
面はナデ仕上げ ?。 胎土は精選されており砂は含まない。気泡と赤茶色の泥粒が混
じる。

い
通
色

良
普
灰

土師器  筑

82 三男

6--1341

A12e

KD-21

一
０
・
５

一
側

一

口縁部に欠ける部分があるがほぼ完形品。内部底面は指頭整形による凸凹がのこる。
胴部内面から口縁部外面は横ナデ調整。口縁部以下は指頭整形の凹みが残る。さら
に底面は箆削りで丸底に仕上げている。胎土には砂粒と赤茶色の泥粒が混じる。

い
通
色
移　褐

小
普
黄

土師器 境('0

83
―-17

6--1309

A12e

KD-21

5.9

75
73
49

短頸の小壷。体部は薄く作られ外面には刷毛目を置く。底部はやや厚めに作り中心
部を薄くして高台状にしている。

い
好
色褐

良
良
黄

土師器 小壷

84 ~17
6--1308

A12C

KD-21

■ 6

胴・頸部破片が残るだけ。外面は細かな刷毛目が薄く残る事から刷毛整形の後にナ
デ仕上げをしていると思える。頸部は残りがすくないが横ナデ仕上げ。内面は丁寧
な箆削りで器壁を薄く仕上げている。胎土には雲母と白砂粒が混じる。外面には煤
状の炭化物が付着する。

良    い
良    い
暗 赤 褐 色

土師器  甕

85 正錫

4--148--2

イ9-Ⅲ

KD-23

一
郷

一
郷

一

口縁部の一部を欠くがほぼ完形品。肩部から天丼部にかけて暗緑色の自然釉が濃く
かかり器面調整がはっきりしない。内面は横ナデ仕上げ。丸みを持った天丼部は肩
部で折れ曲り、稜はしっかりと作られ口縁部は直立し、端部も丁寧に作られている。
胎土に砂粒混じる。

い
質
色灰

良
硬
暗

須恵器 高杯雷

86 三二うち
4--276

卜3-―Ⅲ

KD-23

100
12 9

9.8

86

堺部の1/3を欠く。郭部外面下半は箆削で整形される。郭の腰部分では箆削りの上
から、脚部ではほぼ全体にカキメが施される。他の部分は丁寧な横ナデ仕上げ、口
唇部・受部・脚裾など端部はシャープに作られるが、焼成が悪いため全体的にあま
い感じとなっている。丸窓は三箇所。

い
良
色白

良
不
灰

須恵器 高郭

-82-―



番号聾真図展登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

―-17
87

D~~ZもZ

イ 9・ 口 7

KD-23

一　

一　

一　

一

９

，

４

脚部の1/3が残ったものである。脚裾は断面を三角に作り上半にはカキメを施す。
透かしは三方向と考えている。脚部内面には白色斑点の自然釉がかかる。

好
質
色灰圭自

良
硬
暗

須恵器 高郭

88 三ニオち
4--148--3

イ 9-Ⅲ

KD-23

12.8

57
35

1/3を欠く。焼成が悪く器壁の荒れが激しいので調整法がはっきりしない。底部を
厚く口縁部に行くにしたがって薄く作っている。底面の中央をやや凹ませ、小さな
底部を作り出している。胎土には砂粒と赤茶色の泥粒が混じる。内外面に炭化物の
付着する部分がある。胴部下半に黒変あり。

い
良
色
鯵　褐

砂
不
赤

土師器  坑

―-17
89

4-― Zr6-― z

卜3-Ⅲ

KD-23

一
佃
一
開
帥

全体の1/5を残すだけ。内外面ともに刷毛目が薄く残り刷毛整形 した後にナデ仕上
げしたことが伺える。胴部下半には指頭痕状の凹みがあり平らな底面をつくる。胴
部はなだらかに立上がり日唇部は丸く作る。

む
い
色
含　鞘

砂
良
灰

土師器 郭身

90 三二うち
1

9

KD-23

5-―

イ

一　
一　
一　
一
鰤

罫部を欠く。郭との接合部にはナデツケの跡が残る。柱状部にはねじれが残り脚裾
は横ナデして仕上げる。脚内面は箆削りし天丼部は指で押えた後をくっきり残す。
胎土には雲母・砂粒を含む。

い
い
色褐

粗
良
赤

土師器 高郭

―-17
91

7--1192

ハ 9

KD-25

12.3

13.9

4.0

全体の1/5が残るだけ。底部外面を箆削りして仕上げている体部でやや腰が張り受
部に至り、立上がりはほぼ真直ぐに作る。口唇部は段を作って内傾きる。内面の横
ナデも丁寧でノタメの凹凸が少ない。

い
質
色灰

良
硬
暗

須恵器 郭身

92 三男

5--1

D18a B2

KD-25

11.1

13.5

8.9

9.0

脚部の1/3を欠くだけでほぼ完形品。郭底部外面の半分を箆削りしている。内面は
器面の凹凸を残したやや粗い横ナデ。口唇部も段を作って内傾するが、丸みを持っ
て作られる。脚部は三方向三角形透かしでカキメ状の横線がのこる。脚裾も断面三
角形につくるがシャープさが無い。豚外面下半と脚に白色斑点状の自然釉あり。

通
通
色

普
普
灰

須恵器 高郭

98 三二】:
7--1194

ハ 9

KD-25

．
３
．
０
４
．
‐
５
．
３

一

口縁部を僅かに欠くが完形品。化粧粘上の為か内外面ともに器面に剣落が激しく調
整法が分らない。やや厚めの底部から緩やかに立上がって薄くした口縁部先端を、
内傾させて作る。胎土には砂は無く赤茶色泥粒と気泡が混じる。底部外面の2/3が
黒変する。

い
良
色

良精
不
褐

土師器 郭身

94 三二】:
7--1343

KD-25

13_0

181

胴部下半を欠く。日縁部に横ナデ、胴部内面に斜めのナデ跡が薄く残るが焼成が悪
く (あ るいは二次火力を受けた為か)内外ともに器壁の剣落が激しい。内面には粘
上の繋ぎ目がそのまま残ったり指頭痕状の窪みも残る。外面に煤付着する。胎土に
は砂が少ない。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器  壷

95 ~18
7--268--2

Bll e

KD-26

天丼部と口縁部の先端を欠き全体の1/8程度しか残さない。天丼部の大半は箆削り、
内面は丁寧な横ナデ。肩部には稜を作っている。胎土には砂粒は含まない。

い
通
色灰

良
普
暗

須恵器 琢蓋

96 ~18
7--267

Bll e

KD-26

19,9
口縁部の1/4が残る。日縁部外面は丁寧に横ナデし内面には横の刷毛目が残る。肩
部外面はきれいな刷毛仕上げ、内面はナデ仕上げとなっている。胎土には自色砂と
赤茶泥粒が混じる。頸部内面には日縁部接合時の粘土のめくれがそのまま残る。日
縁部先端は一旦折曲げ薄く仕上げている。

い
通
色褐

粗
普
赤

土師器  甕

97 ~18
7--266

B ll e

KD-26

181
肩部以下を欠き口縁部の1/4が残る。内面は焼成が悪く器壁の荒れが激しいが、日
縁部の内外は横ナデ仕上げ。胴部は外面は刷毛仕上げとなっている。口縁部はやや
厚めに作り端部内側を少し凹ませ口唇部を丸く作る。外面には煤が付着する。胎土
には砂粒と赤茶粒が混じる。

い
良
色

多
　
褐

砂
不
赤

土師器  甕

98 三据

7--437--1

B lle

KD-26

17 3

15 5

10_8

郭部・脚部ともに1/2を残す。郭口縁部と脚裾の先端が丁寧に横ナデされる。郭胴
部の内面には、板状の物の小口を使ったナデが残る。外面は一応ナデてはいるもの
の整形時の凹凸を消し去ってはいない。脚部外面も箆で縦にナデているが凹凸を残
し、内面は斜めにかきだす様な指頭痕が残る。

い
通
色
鯵　褐

砂
普
灰

土師器 高琢

―-18
99

7--437--3

Bll e

KD―-26

122 麗盤変棚 樫魂窪陥蛋幌蟄累瑯陥翠輻鉾豊
によって、もう一本の低い稜をつくっている。断面内部は黒灰色。

良    い
良    い
灰  褐  色

土師器  壷

100 三据

7--437--2

Bll e

KD-26

165

口縁部と底部を欠く。外面はナデ仕上げされ平滑になる。内面は箆で斜め方向にナ
デているが、上半部は粘土の繋ぎ目や指頭痕の凹凸をそのまま残す。外面全体に煤
が付着し下半部では二次火力による赤変あり。

通
通
色褐

普
普
黄

土師器  壷

101 E三】:
7--437

Bll e

KD-26

一
調
範
一
一

胴下半部から底部を欠く。口縁部は横ナデされ内傾ぎみに立上がる。胴部外面はナ
デ仕上げされる。内面は肩部に粘上の繋ぎ目がはっきり残るほか、繋ぎ目を押えた
指頭痕や子旨頭によるナデの凹みが多くのこる。外面には煤が多く付着し二次火力に
よるのか、あばた状の剰落が見られる。

い
通
色灰

良
普
黄

土師器 甕(壷 )

―-83-一



番号薯真図展登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

―-18
102

B ll d

KD-27

―-265

11.1

135

口縁部の1/5が残る。体部外面の半分程が箆削りされ他は横ナデ。底部から緩やか

優霧灘七誓轟で鍔覆与弯オヽ〔尭去ゼぞ菅姥扉号密響塚『豊素土審尼盈塁冨謎g壱ぇ
須恵器片が融着する。

い
通
色

粗
普
灰

須恵器 郭身

02_2 三二】:
7-― 4

B ll d

KD-27

11.4

120

1/2が残る。日縁部内外面は横ナデ、内面はナデ仕上げを丁寧にしている。底部外
面は剰落が (化粧粘上のため ?)激 しくはっきりしない。口縁部は内彎ぎみに立上
がって口唇部は丸く作る。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 郭身

103 三据

7--275

Blld

KD-27

195

9.0

全体の2/3が残るだけ。外面は摩滅・剰落が多いが刷毛目が薄く残る部分もあり刷

舌善κ呂監伝な憲佑古ギ峯態チ芸尋桑皇老星量蕃守冨塚伊徳圭冦信豊電宅聯 籠
じる。外面に黒変する部分あり。

通
良
色

普
不
肌

土師器  甑

104 正乳

7--1266--1

Bll g

KD-31

12.3

4.6
ほ醤r猪手暫筆ご訴ゞ挙贅套S斧§措豊長を亀繊夕望房書捺索ζを:撼三を拿奪言
じる。

い
通
色灰

良
普
淡

須恵器 郭蓋

―-21（
υ

7--1265--1

Bll g

KD-31

12.4

14.4

口縁部の1/3がのこる。外面の半分が箆削りされる、他の部分は横ナデ。体部の腰
は張らず緩やかに受部まで続き一度内傾して立上がる日縁部となる。使用によるも
のか体部の外面が平滑に成っている。

い
質
色

粗
軟
灰

須恵器 郭身

-21資
υ
〔
υ

7--1265--2

Bll g

KD-31

．
２
．
４

４
．
４

一

一

口縁部の1/6が残るだけ。手法的には105と 同様になる。同一個体の可能性もある。 い
質
色

粗
軟
灰

須恵器 琢身

107 _銑
7--1261

Bll g

KD-31

一射
孵
一
一

1/3が残り底部と把手の片方も欠く。日縁部の内外面は横ナデ仕上げ。胴部の外面

形ぁ覆話宇藝恕ア事4旱贈程注堅手目奮と含管伊雇鼻矮臭k宵写銚斜鵠矯ど忌1覇鶏
外面には煤など炭化物の付着は無い。

通
通
色褐

普
普
赤

土師器  壷

108 _豊
7--1262--1

Bll g

KD-31

．
８
．
‐

． 　

． 　

．

肩部以下底部までを欠く。口縁部内面は横の刷毛、外面は横ナデで仕上げている。

鍛繋宿辮 冶護:籍常呂裂毒凸讐ξ副ま究?搾冒P替巖紫万う晟健義頭上五十与え
°ロ

通
通
色褐黄

並
Ｈ
並
口
耐外

土師器  甕

109 二三ち二
7--1265--3

B ll g

KD-31

19,3
肩部以下土器の大半を欠く。口縁部は内外から横ナデし、肩部外面は箆状の物でナ
デ仕上げされた様に観察されるが、器壁の荒れが進んでいるため分明でない。内面
はナデ仕上げで器面を整えている。胎土には小礫が混じる。

通
良
色褐黄

普
不
赤

土師器  壷

09-2~~21
7--1264--1

Bll g

KD-31

17 0
口縁部のみ胴部以下底部までを欠く。口縁部の外面は横ナデ、内面は横の刷毛整形

縁甕を督恣Fし
てfl‐ Lげる。胴部の外面は目の緻 剤 毛目を残す。胎土にld_T母と

い
通
色

粗
普
肌

土師器  甕

110正
銑

7--1264--2

Bll g

KD-31

．
８
．
３

一　

一　

一

日縁部の1/2が残るだけ。口縁部は内外面とも丁寧な横ナデ仕上げ。胴部の外面は
縦のナデ、内面は横のナデで仕上げている。口縁部先端は内側のナデを強くして、
やや凹ませ口唇部を丸く作る。胎土には雲母を含む。

い

い

色

良
良
肌

土師器  甕

１

４
一
一

7--1365--3

Bll g

KD-31

一
一
『

一
範

口縁部と胴部の1/2を欠く。口縁部の内外面には刷毛目が残り胴部下半にも薄くの
こる。胴部外面はナデ、内面は指頭によるナデマワシで仕上げている。底部は器壁
を薄くして高台状に作っている。

通
通
色褐

普
普
黄

土師器 小壷

-21
7--1657--2

A15d

KD-32

108
12.8

口縁部の僅か1/6が残るだけである。残された部分が小さいことや歪みがあるため
計測値にやや問題が残る。体部外面のナデはやや雑だが日唇部は内傾させ、きっち
りと作っている。

良
質
色灰

精
硬
白

須恵器 郭身

113 三銑

7--1657--1

A15d

KD-32

15 0
脚を欠く。日縁部の内外は横ナデが認められ底部外面に刷毛整形痕が薄く残る、器

雷塞言豊ぞ搾と!｀
ためそれ以上は不明。口縁部は底部からなだらかに立上がり体部

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 高郭

114三
:!

7--1677

A15d

KD-32

226

227
96

全体の1/3程度しか残らず把手は両方とも欠く。器壁も剰落や荒れが激しく調整法

崖後ぶ蚕孜 探義揺怒杏ま
な砂粒は含まない。上端部は丸く口縁部状に終わるが、

い
良
色褐

良
不
赤

土師器  甑

-84-―



番号写真図霰登 録 番 号
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調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
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底器種

115 三二ちと
r

A15d

KD-32

16.2

240
272

胴部と底部の一部を欠くがほぼ完形品。口縁部は内外ともに横ナデし、先端部内面
のナデを強くし凹みを作って口唇部を丸く作る。肩部以下の外面は縦、内面は横の
刷毛仕上げとなっている。底面は不定方向の刷毛仕上で丸底となるが籠目土器の可
能性がある。器壁外面には炭化物が付着する。

い
通
色

多
　
褐

砂
普
黒

土師器  甕

116三銑
7--1644

A15d― B

KD-32

89
81
75
41

完形品。日縁部の内外は横ナデ仕上げ。胴部の外面は指頭痕状の凹凸が残るものの
ナデ仕上げとなる。内面は底部から口縁部に向かって放射線状に掻揚げるような指
頭痕がはっきり残る。口縁部から底部にかけて6× 3cm程の黒斑あり。

通
通
色褐

並
口
並
口
基只

土師器 小壷

117 _ちオ
7--1627

A14i

KD-34

120

口縁部と剣落した底部を欠く。日縁部から肩部にかけて横ナデ仕上げ。胴部から底
部にかけては箆削りで整形している。内面には粘土の繋ぎ目と、指頭によるナデが
残る。底面には煤が付着している。胎土には白色砂が混じり断面は赤茶色。

い
通
色
修　褐

砂
普
赤

土師器  靖

118 三二9:
7--1723

A14h

KD-34

10.7

110
68

完形品。口縁部の先端部分が横ナデで整えられている。体部内外面には指頭痕の凹
みが残り軽くナデて器面を整えている。胎土には砂粒と赤茶色の泥粒を含む。日縁
部に黒変がある。

通
通
色褐

普
普
黄

土師器  郭

119三ち:
7--1658
A14h
A14b

KD-35

13 6

46

口縁部の3/4を欠くが体部は殆ど残る。天丼部は箆削り、他の部分は横ナデで器面
を整えている。天丼部の削りは雑で切り離し痕を完全に消し去っていないし×印の
箆記号がある。肩部外面には沈線状の凹みが巡る。口縁部内面には細い沈線が施さ

通
通
色

普
普
灰

須恵器 郭蓋 れる。

120_ち
:

7--1740

ワ 5

KD-36

123
132
63

口縁部の1/4を欠く。口縁部は横ナデされ内傾して立上がる。焼成が悪 く器壁の荒
れが激しいため、他の部分の調整方は不明。底部は平らに仕上げ木葉痕が残る。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 郭身

121三ちζ
7--1739

ワ 8

KD-36

一
郷
一
弱
一

1/2が残る。口縁部の内外面が強めに横ナデされ日唇部を丸く仕上げている。体部
外面は指頭による整形痕の凹みを残す。内面はナデで平滑に仕上げている。口縁に
は意識的に作ったかは疑問だが、浅い凹線が施されている。日縁部は正円とはなら
ず横長の楕円になる。

い
通
色褐

粗
普
灰

土師器 郭身

122 三二ちそ
7--1697

ワ 8

KD-36

10 2

146
144

胴部の一部を欠くがほぼ完形品。日縁部は内外から横ナデし内面はナデ仕上げされ
る。日唇部は波をうって水平にならない。胴部は横方向のナデで器面を整えている
がT半部は器壁の剣落が激しくはっきりしない。

い
良
色褐黄

良
不
赤

土師器  壷

123_鋸
7--2959--1

二 7

KD-38

一
関
一　
一　
一

脚部を欠く。外面は摩滅・剰落が多く調整・整形法は全く不明。口縁部は、罫底部
で軽く段を作って斜め上に開き、日唇部を尖らしぎみにして終わる。胎土には雲母・
赤茶色の泥粒が混じり砂粒は含まない。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 高郭

124~22
7--2961

ハ 9

KD-38

一

６

．

０

一　

一　

一

郭部の1/5が残るのみ。口縁部は内外から横ナデし、内面はナデて平滑に仕上げて
いる。内面のナデは丁寧で光沢を持つ。郭底部外面は脚接合のためのナデツケや指
頭痕が残る。胎上に砂粒混じる。

通
い
色褐

普
良
赤

土師器 高郭

125 三銘

7--2960

ハ 9

KD-38

15 5

165

口縁部の半分と底部を欠く①胴部外面は縦、内面は横の刷毛で器面が整えられ、底
面は不定方向の刷毛目が残る。日縁部外面は横ナデ仕上げされるが整形時の指頭痕
の凹みを残す。使用によるものか底部付近の外面に、剣落や器壁の荒れが目立つ。
外面全体に煤が付着している。

い
い
色褐

粗
良
灰

土師器  甕

古墳時代小穴内出土器

126~24
5--115

Bllh ⅢTplt

KP

150
全体の1/4が残るだけ。天丼部外面の大半が箆削りされる。肩部には、きっちりと
した稜を作り出し、口縁先端は外反するが口唇部を内傾させる。全体的に薄くしっ
かりした作り。

い
質
色灰

良
硬
黒

須恵器 郭蓋

127 ~~24

6--1154

A12C

KP-3

120
146

1/4が残る。底部外面の2/3が箆削りされる。その他は横ナデ仕上げ。胴部は腰は張
らずに底部からなだらかに受部へと続き、立上がりは内傾する。胎土は完全に混ざ
り合っておらず白い粘土が縞状にまじる。

通
通
色

普
普
灰

須恵器 郭身

128~24
6--1159

A12C

KP-7

一
蜆
一　
一　
一

口縁部の1/2と肩部以下底部までを欠く。日縁部内外面は横ナデできれいに仕上げ
ている。頸部内面は粘土の繋ぎ目が残る。口縁部は先端部までほぼ同じ厚さで、日
唇部を方形に作っている。外面には炭化物が付着する。胎上に小礫が混じる。

通
通
色褐

並
口
並
田
上外

土師器  壷
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番号響真図屡登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

129 ~~24
6-―上Zbυ

A12e

KP-1

88
10.4

10,9

4.9

完形品。口縁部の外面は縦の箆整形、胴部の外面は横の箆整形。頸部のくびれる部
分と底部には刷毛目が残る。口縁部の内面には弧状の整形痕が残る。底部はやや厚
めに作られ口唇部は薄く方形に作っている。

土師器  壷

―-24
130

6--984

A12b

KP-1

160
255

胴部下半を欠く。口縁部は内外面とも丁寧な横ナデ仕上げ。胴部の内外面は器壁に
凹凸や粘上の繋ぎ目を残すが、斜め横のナデ仕上となっている。箆整形の痕も残る。
日縁部内側と肩部は化粧粘土状に、赤みが強くなる。胎土には小礫が多い。

通

い
色褐赤

普
良
淡

土師器  甕

131三
9:

706--3

A12b

KP-1

4-1
154
253
267
55

胴部の一部を欠くがほぼ完形品。口縁部は横ナデ仕上げ。内面側を窪ませ端部を丸
く作る。胴部外面は指頭痕や粘土の繋ぎ目が残るが箆によるナデ調整、内面は丁寧
なナデで平滑にしている。底部は中心を窪ませ台状に作る、胎上には小礫を含む。
外面には煤が、内面底部にも炭化物付着する。

通
通
色褐

並
口
並
日
半只

土師器  甕

132 二三
9な

4-1 706--2

A12b

KP-1

194
241
258
5,7

胴部下半の1/4を欠くだけである。器壁は内外面ともに全体を細かな刷毛状の箆で
丁寧に調整している。外面の腰の部分の器壁が、使用によるものか荒れている。胎
土には小礫と雲母が混じる。胴部は球形に近くなり底部を平底にしている。外面に
は煤が付き二次火力による変化が残る。内面底部近くにも炭化物が残る。

通
通
色褐

並
口
並
田
キ只

土師器  甕

133 三錐

6--1022

A12b

KP-1

169
229

底部を欠く。日縁部は内外ともに横ナデして器面を整えているが凹凸が残る。肩部
と口縁部内面には箆によるナデ痕ものこる。胴部内面は斜めのナデ仕上げ。胴部下
半は内外とも器壁の剣落が激しい、特に外面がひどく元の面を止どめない。外面に
は煤が付く。胎土に小礫が多く含む。

良
良
色褐

不
不
灰

土師器  甕

134 三三
9な A12b

KP-1

1-24-―168
176
222
29,3

82

口縁部の1/3程度を欠く。口唇部に近い部分が横ナデされるが内外面の器壁全体を
刷毛でととのえている。日縁部外面には意識的に付けたものか二本の沈線が付く。
底部はやや大きく、平らにしっかりと作られる。下半部は火をうけた為か赤変する
部分がある。煤も付着する。

い
い
色褐

良
良
灰

土師器  甕

古墳時代祭祀跡出土土器

135 三鋸 卜5・ 3-B

KI-1

―-354--433

10.0

12,3

51

1/2が残る。底部外面の大半を丁寧な箆削りで仕上げている。底部内面にはナデマ
ワシ。体部内面・立上がりは横ナデ仕上げとなる。全体を厚めに作り回唇部や受部
先端も丸みを持つ。内面には粘土の繋ぎ目と思えるシワも残る。胎上に砂が多い。
体部外面に黒班がある。

い
良
色白

粗
不
灰

須恵器 郭身

136 三鋸

―-483-―

卜5・ 8-B

KI―■

一
Ｗ
邪
関

一

1/4を欠く。日縁部の内外は丁寧に横ナデし、日唇部も内傾させ平滑にしている。
内面は箆整形の後にナデマワシて器面を整えている。器面は内外とも精緻で堅く焼
き上がっているc体部外面下半には整形時の指頭痕の凹みがそのまま残る。胎上に
は雲母を含み砂は少ない。

い
好
色褐

良
良
赤

土師器 郭身

137 三三鋸

4-― ―-25

卜5。 8-B

I-1K

．
柄
２
．
Ｏ
Ｍ

完形品。口縁部内外面は横ナデ仕上げ、内面は指頭痕の凹凸を残したナデマワシ。
糊痕もある。外面は全体を板状の物で不定方向にナデて器面を整えている。外面の
1/2程が二次火力を受けたものか、淡黄色に変わっており器壁が荒れている。

い
好
色褐

良
良
赤

土師器 郭身

138 三三ち:
―-14-―

卜5・ 8-B

KI-1

12.2

50

完形品。口縁部の先端部分の内外が横ナデで整えられている。体部内面はナデマワ
シで調整しているが指頭痕の凹みが残る。体部外面は指頭痕を残し殆ど未調整だが
底面は箆でナデて器面を整えている。日縁部に黒斑がある。胎上には雲母・砂が多
く混じる。

通
い
色褐黄

普
良
赤

土師器 郭身

139 Ξ三9: 卜5・ 8-B

KI-1

34-483-
12 1

53

完形品。口縁部の先端部分が横ナデ。内面はナデ仕上げされる。外面は剣落が激し
く調整法が分明でない。胎土は完全に混ざっておらず淡黄色や赤茶粘土が、縞状に
混じる部分があり、雲母を含み砂粒は無い。

い
良
色褐

良
不
黄

土師器 郭身

140 三鋸

4--483--2

卜5・ 8-B

KI-1

119

50

付
は
部
面
底
外

口縁部の2/3を欠く。口縁の先端部は横ナデされ内面はナデ仕上げされる。
近には用1毛目や指頭痕が残り整形の跡を伺わせる。器面の調整は雑である。
器壁の荒れが激しい。胎土には砂粒が多く混じる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 郭身

141三鋸
4--483 ―-7

卜5。 8-B

KI-1

138

57

1/2が残る。日縁部の内外面が横ナデされ口唇部を丸く仕上げている。内面はナデ
で平滑に仕上げている。体部外面は指頭による整形痕の凹みは少なく、細かな刷毛
目を残す。底部はナデによって平滑に仕上がっている。胎土には比較的砂が少なく
雲母が混じる。

通
い
色褐

普
良
淡

土師器 郭身

142 三鋸

4--483--10

卜5・ 8-B

KI-1

一
鶴

一
曽

一

口縁部の1/3を欠く。口縁部は内外から横ナデされる。内面はナデマワシでほぼ平
滑に器面を整えている。体部外面は指頭痕を残し殆ど未調整。底面は手持ちによる
不定方向の箆削りで、平底に作り出している。胎土には小礫が混じる。

通
い
色褐

普
良
黄

土師器 堺身
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番号写真図展登 録 番 号
出 上 位 置

法量ca

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

143 三二
9写

4--4もj~~も 1

卜5。 3-B

-1K I

123

77
47

完形品。口縁部が内外から横ナデされる。内側がやや強く撫でられ凹みを作って日

唇部を丸く作る。内面はナデマワシて器面を調整している。外面は凹凸を残すが底
部までナデ仕上げされ平底に作られる。胴部外面に二次火力を受けた跡がある。胎
上には雲母を含み砂粒は少ない。器壁も厚く深めの上器である。

い
通
色褐

良
普
黄

土師器 郭身

144 ~25
4--483--19

卜5。 8-B

KI-1

一
Ｍ
一
醒
卸

郭部は1/6が残り脚部と接合しない。日縁部と脚裾が横ナデ。脚内面には箆の削り
と絞り目が残る。焼成が悪く、器壁が荒れ胎土中の砂が浮き上がっているため、調
整法の詳細は不明。胎土には多量の砂と雲母が混じる。

い
良
色

粗
不
肌

土師器 高郭

一
一

刀
４

4--4も3--4も

卜5。 8-B

I-1K

15 3

10.1

口縁部は1/4し か残らず体部と接合しない。日縁部の内外面は横ナデ。郭部内面は

ナデマワシ、底部外面はナデツケ等の凹凸は無く、ナデによって平滑にしている。
脚部内面は箆で削られ上面には粘上の突起が残される。脚裾は横ナデし端部を丸く

作る。日縁部は郭底外面で段を作って斜め上方に立ち上がる。

良

い
色

精
良
肌

土師器 高郭

146 三三ち,
I -1

卜5。 8-B

―-174-

K

146

11.0

111

口縁部の2/3を欠く。郭部内面はナデマワシ。口縁部と脚裾が横ナデされる。脚内

面には擾き出す様な指頭痕が残る。器面の摩滅が進んでいるため詳細は分明でない。
郭部は屈曲部で段を作らず深めの邪部となる。脚は中実となる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

147 三三ち,
4--483--33

卜5・ 8-B

KI-1

142

10.3

87

完形品。器壁の摩滅が激しいため口縁部の横ナデ以外ははっきりと観察出来ない。
郭部の底径はやや小さく腰も張らずに口縁部が斜めに立上がる。脚は中実となり内

面に箆の整形痕を残す。胎土は砂・小礫・雲母を含む。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

148 三二
9写

4--483--16

卜5・ 8-B

KI―■

12 7

10 2

87

日縁部の1/2を欠く。口縁部内外面・脚部外面は横ナデで仕上げている。脚内面に

は箆の整形痕が放射線状に残る。脚裾は横ナデして横に開く。保存状態が悪く他の

調整・整形法ははっきりしない。脚は中実となり胎土には雲母を含み砂 。小礫は少
ない。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高琢

149 三穿

4--483--11

卜5・ 8-B

KI-1

154

11.3

90

口縁部の1/3を欠く。保存状態が悪く細部の調整法は不明。口唇部や脚裾の端部も

摩滅が進んで判然としない。脚は中実である。胎土は小礫と雲母を含む。
い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高堺

150 E三ち写
4--483--26

卜5・ 8-B

KI-1

143

100
9_9

口縁部の1/4を欠く。日縁部の内外面とも横ナデ仕上げ。郭の内面は刻落して欠損、
外面には刷毛の整形痕が残る。脚外面はきれいに横ナデされ、脚裾は横に広がる。
内面には絞り目が残る。胎上には小礫を含まず雲母と赤茶色の泥粒が混じる。

良    い
良    い
淡  褐  色

土師器 高郭

一-25
4--483--38

卜5・ 8-B

KI-1

17 1

114
102

郭部の1/4・ 脚部の2/3が残る。口縁部の内外面は横ナデ仕上げ。郭内部底面は箆研
磨痕が暗紋状に残る。脚外面と脚裾内外面は横ナデ仕上げ、内面は箆で削り天丼部
は指で押えた指頭痕を残し中空となる。胎上に砂は無く雲母を含む。脚断面は茶色、
内面は暗灰色となっている。

良    い
良    い
淡 赤 褐 色

土師器 高郭

152 E三み写
4--483--23

卜5・ 8-B

KI-1

17 6

104
10.3

郭の1/3と脚の2/3が残る。口縁部と脚裾の内外面は横ナデ。郭の内外面と脚の外面
がナデ仕上げされる。郭内面には刷毛整形のあとがこり脚内面には絞り目が顕著。
郭外面の脚との接合部は丁寧にナデて凹凸を残さない。胎土には砂が少ない。

い
通
色褐黄

良
普
淡

土師器 高郭

153三
鋸

4

卜5。 8-B

K I

483-―

―-1

156

10 6

95

郭部の1/2・ 脚部の1/3を 欠く。器壁の荒が進み調整法がはっきりしない。郭外面と

脚裾に刷毛目がのこされる。脚内面には絞り目があり先端部は横ナデされる。脚は

中実である。胎土には小礫と赤茶泥粒が混じる。

良
良
色褐

不
不
赤

土師器 高郭

154 _ち
:

4--483--36

卜5。 8-B

KI-1

．
３
．
６

一

98

郭部の1/2程度を欠く。口縁部に近い部分の横ナデが観察されるが他は器面の荒れ
が激しく不明。脚内面は箆の削り痕と絞り目が残り、天丼部には粘上の突起が付く。

胎土には砂は含まず雲母が混じる。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 高罫

155 三鋸

4--483--30

卜5・ 8-B

KI-1

一　
一　
一　
一
閑

郭部を欠く。脚全体が横ナデ仕上げ。内面に絞り目が残り上半部は中実。胎上には

砂が含まない。触,上半部の断面を見ると琢底部に脚を挿入して接合しに様子が伺わ
れる。

良    い
良    い
黄  褐  色

土師器 高郭

156 三鋸

4--483--41

卜5・ 8-B

KI-1

一　

一　

一　

一

０

・

３

郭部を欠く。脚裾は内外から横ナデする。内面は箆で削り天丼部の粘土の突起は指
で押えている。郭部との接合法は郭部の底面に突出を作り脚に挿入している。胎土
には雲母を含む。

い
良
色褐

粗
不
黄

土師器 高郭

６

８
一
一

７

4--483--22

卜5。 8-B

KI-1

一
開
ｍ
鰤
一

口縁部の一部を欠く。口縁部内外面から肩部にかけては横ナデ仕上げ。内面には掻

揚げる様な指頭痕が残る。胴部外面には指頭痕の凹凸と箆によるナデ跡が残る。肩

部にやや上向きの孔が開けられる。胎土に雲母含む。胴部下半に4× 2 cm程の黒斑
がある。

い
良
色褐黄

粗
不
淡

土師器  腺
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番号響真図展登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

口 径
最大径
器 高
底 径器種

158三
鋸

4~~4もも――ZI

卜5・ 8-B

KI-1

120

口縁部を欠く。口縁部から肩部は横ナデ、胴部上半は縦のナデ、下半から底部にか
けては不定方向の箆削りで丸底にし、外面全体を球形に仕上げている。内面は掻揚
げる様なナデと箆による削りで器壁を整えている。胎土には細かな砂と雲母がまじ
る。箆削りの残る底面には、煤が付き火力によって赤変している。

通
い
色褐

普
良
黄

土師器  靖

159 三舞

4--483--43

卜5。 3-B

KI-1

9.4

13.9

14.7

口縁部の一部が欠けるが完形品。口縁部内外面・頸部外面が横ナデされる。胴部上
半は箆整形の後のナデ、下半は指による押えと箆削りで器面を整える。底部は箆で
丸底ぎみに作り出している。胎上には砂は少なく雲母が含まれる。胴部に黒斑あり。
底部から胴部下半に煤が付着する。

良    い
良    い
黄  褐  色

土師器  靖

160 三鋸

4--483--39

卜5・ 8-B

KI-1

13.3

口縁部を欠く。全体がナデ仕上げされているが、器壁の荒れが激しく表面に白色砂
(石英 ?)が多く浮出ている。作りは粗雑で器壁も厚く底部も不整形で器形の歪み
も大きい。底部外面は火力によって赤変し胴下半部には煤が付着している。内面底
部は器面の剖落が進む。

い
良
色灰

粗
不
黒

土師器  壷

161三
99

4--4も3--4U

卜5・ 8-B

I -1K

237

6_7

胴部の1/2が残る。外面は指で押えた後に箆のナデが粗く施され、凹みが多く残る。
内面は雑なナデで粘上の繋ぎ目を撫で付けている。底面には刷毛の整形痕が残る。
底部には概痕や藁暦の跡が付いている。胎土には砂が多い。

通
い
色

い
　
褐

粗
良
灰

土師器  壷

162 E三ち

`

7--1586

り5-B

KI-2

一
弱
犯
４
．
６

完形品。体部外面の大半を箆削りによって仕上げる。受部はやや斜め上方へ引上げ、
立上がりは直立させ口唇部は内傾させる。立上がりは高く器高との比はほぼ 2:1
となる。内面は横ナデされるが底部の中央には静止ナデの跡が残る。断面は茶褐色
で小礫が混じる。

通
質
色灰

普
硬
淡

須恵器 堺身

163三
冤

7--1585

り5-B

KI-2

一
ｍ
”
郷

完形品。体部外面は2/3が箆削りで仕上げられる。受部は横に引き出され、やや内
傾した立上がり部となる。口唇部は面を作って内傾する。腰の張った体部となり立
上がりはやや低く器高との比は3:1程 になる。底面には火欅の黒変がある。胎土
には砂粒が多く断面は茶色になっている。

い

い

色

良
良
灰

須恵器 郭身

164 Ξ三ち

`

7--1596

り5-B

KI-2

一
郷

一
打

一

完形品。口縁部内外面が横ナデ。内面はナデマワシで平滑に仕上げている。胴部か
ら底部の外面は指頭に因る整形の上に箆で撫でて器面を整えているので凹凸が残る。
底部と口縁部に黒斑がある。

い
良
色

粗
不
褐

土師器 郭身

165 _冤
7--1595

り5-B

KI-2

13 4

13.9

5.9

完形品。口縁部内外面と胴部外面は横方向に箆ナデする。内面はナデ仕上げで凹凸
がない。底部外面は不整方向に箆でナデて調整している。粘上が乾いてからのナデ
か暗紋状になっている部分もある。内外に化粧粘土を張っている。口縁部から底部
にかけて黒斑がある。胎土には小礫が混じる。

良
良
色褐

不
不
赤

土師器 郭身

166 Ξ三ち

`

り5-B

KI-2

7--1
142

5.5

口縁部は僅かに残るだけだが下半部は全部のこる。日縁部内外面は横ナデ。外面は
指頭による整形の後に雑なナデで凹凸を少なくしている。内面は一面に付着した酸
化鉄により観察不能。胎土は精選され砂は無い。

良
良
色褐

精
不
黄

土師器 郭身

167 三銘

7--1 594

り5-B

KI-2

．
２
．
９

一
陀

一

完形品。口縁部の内外が横ナデ、内面は化粧粘土を張った為か剰落が激しい。外面
には刷毛目や凹凸が残り整形の痕をそのままのこしている。腰のやや張る深めの郭
で口唇部を内傾させる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 郭身

168 三冤 り5-B

KI-2

5887--1
15 6
脚裾を欠く。日縁部内外面を横ナデで仕上げている。内側のナデを強くして口唇部
を丸くつくる。内面と胴部外面は剰落と酸化鉄の付着により観察不能。脚内面は箆
で削っている。脚上端を郭に挿入して接合する。保存状態が悪く他の調整・整形法
ははっきりしない。胎土には砂は無く精選されている。

良
良
色褐

精
不
黄

土師器 高郭

169 Ξ三9`
7--1587

り5-B

KI-2

170

101
118

郭部と脚部の一部を欠く。脚部に比して郭部が大きく深い器形となる。保存状態が
悪く調整法は観察出来ない。化粧粘土が施される為か剣落が激しい。日唇部や脚裾
の端部も摩滅が進んで判然としない。離Ⅱは中実で脚上端を郭底部に挿入して接合し
ている。胎土は小礫と茶色の泥粒を含む。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高雰

170 E三ち

`

7--1590

り5-B

KI-2

174

10,3

102

口縁部と脚裾の1/2を欠く。口縁部の内外面・脚裾とも横ナデ仕上げ、堺の内面は
ナデ。外面には指頭による整形痕が残る。脚内面には絞り目が残る。脚上端を郭に
挿入して接合する。胎土には砂を含む。郭部に黒斑あり。

い
良
色褐黄

良
不
赤

土師器 高郭

171 三銘

7--1589

り5-B

KI-2

一
側
一
犯
Ｈ

日縁部と脚裾の一部を欠く。日縁部と脚裾の内外面は横ナデ仕上げ。脚外面に縦の
整形痕。内面に指頭による掻き撫で痕が観察される。保存状態が悪いので他の整形・
調整法は不明。脚は中実で脚上端を郭に挿入して接合する。

良    い
良    い
淡 赤 褐 色

土師器 高郭

172 三銘

7--1591

り5-B

KI-2

?

117
10 5

郭の2/3を欠く。表面の剣落が激しく調整・整形法の観察不能、ただ脚内面の箆の
削りと絞り目が観察される。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭
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番号薯真図霰登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
国
最
器
底器種

173 三二:I

lbVZ

り5-B

KI-2

．
５
，
０

一　
一　
一

脚部を欠く。日縁部内外面が横ナデ、内面は箆の整形痕を残すがナデマワシに因っ

て器面を整える。表面の剣落多い。体部と郭底部との境には粘上の繋ぎ目を、くび

れとして残す。郭の底部外面を突出させ脚上端に挿入して、郭部と脚部を接合する。

良
良
色褐

精
不
赤

土師器 高郭

古墳時代溝状遺構出土土器

174 ~~29

7--1628--7

KT-201

2区

10.9

12 4

口縁部の1/5が残されるだけ。残された体部の下端に箆削りが終わった痕跡があり

体部のほぼ半分が箆削りされていた。端部はシャープに作られ口唇部にも坦面を作
る。胎土には砂を含まず断面は赤茶色。体部外面に白い斑点状の自然釉が付く。

い
質
色灰

良
硬
暗

須意器 堺身

175 Ettζ
i

7--1630

KT-201

2区

133
14.5

5.3

1/2が残る。日縁部の内外面が横ナデ仕上げ。内面は摩滅のため不明。胴部外面に

は指頭痕状の凹みや、ナデ跡なども見られるが詳細は不明。底部を上底状に作って

口縁部は内彎させる。胎土には砂は無く気泡と赤茶色の泥粒が見られる。内面には

煤状の炭化物が付着する。外面は灰褐色。

い
良
色褐

良
不
黄

土師器 郭身

177 三鋸

7--1623
1631

KT-201
128

49

口縁部の一部を欠くがほぼ完形品。口縁部内外面は横ナデ仕上げで口唇部を内傾さ

せる。I同部外面には指頭痕と思える凹みとナデ跡が残るが、摩滅が進んでいて詳細
は不明、内面はナデマワシて器面を平滑に整えている。胎土には砂が少なく赤茶色
の泥粒が混じる。底部外面には8× 4 cm程の黒斑がある。

好
良
色褐

良
不
赤

土師器 郭身

179 Ξttζi
7--1624

KT-201

一

８

．

３

一　

一　

一

口縁部の一部と脚全体を欠く。日縁部内外面が横ナデされる。郭内面はナデマワシ

で仕上げる。邦体部外面は指に因る押えと粗いナデで器面を整える。郭底部に突起

を作り出し脚と接合する。

通
い
色褐

普
良
黄

土師器 高邦

180~29
7--1642

KT-201

3区

一　
一
“
一　
一

胴部の1/4程を残すだけで口縁部も底部も欠く、器面には整形時のものと思える凹

みが多く残り、内外面とも箆状の物で器壁をナデて調整している。胎土には砂は無

く精選している。外面全体に煤が付着しているが、内面には煤は無く平滑に仕上げ

られている。

良

い
色褐

精
良
赤

土師器  壷

181
―-29

7--1628--2

KT-201

2区 96

一
翔

一

口縁部の1/4、 底部の1/4を残す、上下は接合しないが胎土から同一個体 (甑 )と考
えた。器壁の荒れが激しく調整法がはっきりしない。指頭痕と思える凹みが観察さ

れる。胎上に砂と赤茶色の泥粒が混じる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  甑

182 三錦

7--1629

KT-201

2区

．
４
．
７
“
町

完形品。口縁部内外面は横ナデ、外面は肩部から底面まで箆状のものでナデ仕上げ。

内面は肩部に粘土を撫で付けた指頭痕を残すが丁寧にナデ仕上げされる。底部内面
には相対する4個の脹らみが残る、外面は整形されているが篭目土器の可能性有り。
外面には煤が付き火力による赤変が著しい。内面胴部下半にも炭化物付着。

い
通
色

多
　
褐

砂
普
黄

土師器  甕

183 三鋸

7--1628--1

KT-201

2区

19,3

192

口縁部の1/8胴部の1/2が残る。日縁部外面から肩部が横ナデされる。胴部外面は目
の粗い縦の刷毛、日縁部と胴部内面は目の粗い横の刷毛で器面を調整している。胴

部外面に二次火力を受けた跡がある。胎上には砂粒が多い。器壁も厚く深めの上器
である。

良
良
色褐

不
不
黄

土師器  甕

―-31
184

7--1628--3

KT-201

2区

?
口縁部破片を20cm程残す。日径を復元すると40cm以上になる。日縁部を肥厚させ口

唇部を外側に折曲げ端部は丸くする。口縁部の内外は横ナデされるが外面には整形

時の指頭による凹みを残す。胴部は内外ともに箆状のものでナデ仕上げ。胎上には

砂・小礫が混じる。外面に黒斑がある。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  鉢

Ｏ
Ｏ
-31

7--1728--5

KT-201

2区

?
口縁部破片が20cm程残る。日唇部の残りが少ないので日径を復元出来ないが40cm程

度と推定している。肥厚された日縁部を外側に軽く折曲げ頸部を作り口縁部も外に

折って丸く作る。口縁部の内外が横ナデされ胴部は箆のナデ仕上げ、日縁部から頸

部に指頭痕がのこる。胎土には砂が少なく赤茶色泥粒が混じる。

通
通
色褐黄

並
口
並
田
上外

土師器  鉢

185-2~31
7--1628--4

KT-201

2ヌ

一
一
一
一
弼

底部がのこる。胎上の状態から185と 同一体と考えているが確証は無い。外面は指

頭による整形の後に雑なナデで凹凸を少なくしている。全体に煤が付着し火力によ

る赤変もある。内面は箆によるナデで平滑に仕上げ中心部には炭化物の付着あり。

胎土には砂は少ない。

通
通
色褐黄

普
普
赤

土師器  鉢

186 Ξ三:;

l 6

ツ 1

KT-330

-1
106
128
41

1/2が残る。底部外面の1/3が箆削りされ底面は平らに作っている。受部は下面に沈

線を置くように横ナデして作り出している。内面はノタメを残さない丁寧なナデ。

立上がりは低く内傾して端部は丸く仕上げている。内面中央には静止ナデあり。

や や 粗 い

良    い
色灰暗

須恵器 郭身

188 三:;

7--1820

ツ 3

KT-307B南

90
10 9

2.5

完形品。形態から言って蓋とすべき物である。立上がりはほとんど無く受部より僅

かに顔を出す程度。底部は切り離した後を軽く押えた程度で未調整。内面には内当

ての後が残されている。受部と体部外面に灰釉状の自然釉が見られる。

い
質
色
軟や

粗
や
灰

須恵器 郭身

―-89-―



番号薯真図展登 録 番 号
出 土 位 置

法量clll

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

口 径
最大径
器 高
底 径器種

189Ξ
:|

r―-1もz3-一 z

ツ 5

KT-310B

116

5.0
藤啓魯群晏盤第   解甲盤醒 い

質
色
軟や

粗
や
灰

須恵器 郭蓋

190三
:!

7--1823--1

ツ 5

KT-310B

95
11.8

4.0

完形品。底部外面の箆削りは器面に添って削った後で底面を一回転で削る。底面は
平底にならず山形になる。受部は丸くなり内彎ぎみに付けられた低い立上がりが作
られる。内面中央には指痕と内当て痕が残る。体部外面に灰袖状の自然釉が見られ
る。

通

い
色

普
良
灰

須恵器 郭身

-31〔
υ

7-― 1825―-2

ツ 5

KT-310B

一
開
口
一
一

鷲i騎魂稗錨 明辮 陥投潔 s巧言よ艤
峰
建

されている。

好
質
色灰

良
軟
白

須恵器 郭身

192三
:|

7--1 825- 1

ツ 5

KT-310B

一　
一　
一　
一
鍋

体部を欠き脚部のみ。外面は整形時の指頭痕の凹凸と薄い用1毛目を残すがきれいに

な胃続た拝畠耕毒撼ゑ弘密冨雪♂禽恐課読
で全体をととまえている。脚先端は粘土
底ヽ面を作った後に円筒状の脚が接合され

ている。火力による変化あり。胎土は雲母を含み砂が多いが均一。

良    い
良    い
灰 黄 褐 色

土師器 台付甕

つ
０
∩
υ

―-31
7--1

ツ 5

KT-310B

10.9

12.4 9景み慧怒輸 鋪暫鞠爺築ャ聟路梨!話坐層
い
質
色灰

良
硬
白

須恵器  壷

194
-31

7--1816?

ツ区KT

KT-308C

21 5
口縁部内外面は横ナデで仕上げられる。外面は日の細かな刷毛で丁寧に器面調整し

顧兇鳥を冥冒好妖妻Y∈吾蓬鼻竪尭尋浣蓼
頭痕の凹凸が残される。口縁部を厚く作

赤  褐  色

土師器  甕

195 三:I

7--2957

ツ 3

KT-308C

11.6
端拓歪岳誓藍欝否ふ上姪口宅需叩違省繋

は横ナデによって仕上げられるが肩部先
器は肩部に新たな粘土を継ぎ足して作り体

部からやや突起する。体部は肩部で軽い稜を作り断面が算盤玉形になる。肩部外面
に灰釉状の自然釉が付く。須恵器  腺

古墳時代井戸遣構出土土器

196 ~34
6--3206--2

ハ 7W― V3

KG-1

一
開
一
Ｍ
一

1/3が残る。天丼部外面の半分が三回の箆削りで仕上げられている。日縁部は体部

窪鳥燈皇雪建儀療島舞響低き暑τ徐講占選鼻恐畠骨lF循爆球年蓬把慇警弩♂をF新
面は赤茶色、内面は灰褐色。

良    い
良    い
暗  灰  色

須恵器 郭蓋

197 ~~34
6--3206--1

ハ 7W一 V3

KG-1

一
蜘
囲
釘

紅留薄暫教脚 礫宅岳層写箸型聖
で仕上げてtヽる。体部は横ナ刃辻げで、とがりが付く。底部や受部等の端部は摩滅

央落とだ菱審で長|を瘍憲再響チ写評
には箆記号がある。破片の状態で火力を受けて

好

り
色
マナ
掲

き

良
焼
灰

須恵器 郭身

198 三:|

6-― 3222

ハ 8E― V6

KG-2

112

4.1

1/2が残る。天丼部を三回の箆削りで整え、口縁部は体部から内彎気味に横ナデし
て作っている。内外面とも摩滅が進む、特に口唇部内側が著しい。内面には茶褐色
の付着物 (有機物 ?炭化物 ?)が全面に見られる。

い
質
色灰

粗
軟
黄

須恵器 郭蓋

199 -34
7--3414--2

ハ 8E

KG-2

9
g縁
]程
瞥ζ齋蓄ほ経ア昇箸雷奮部を宰冒|こ淫壬屏宅言ち驚た上卍語薔警察多好 い

通
色褐

粗
普
赤

土師器  甕

200 ~34
7--3414--3

ハ 8

KG-2

18,3
口縁部破片の細片を残す。頸部の外面と口縁部の内面には細かな用1毛目が残すがと

皇祭げ迭罵軍み壱妖佑七督魯獣天濃§乳套密毒写奪露宿5!｀路呈循譜縁傘毅
ゝ
呈意

も含む。

組    い
良    い
灰  褐  色

土師器  甕

201 三計

7--1014

A15i N

KG-3

一
Ｍ
悧
範 号嘗宮ぞε鵞會景ぞ会を考こζS琴紫打砕∫格ピ指登奎;:猶愁ぜ鴇ど尾鬱ξ後魯魯

通
質
色
色

珈
掲
灰

普
や
黄
淡須恵器 郭身

202 ~34
7--1016--2

A15i N

KG-3

98
119
藤 辮 驚 sO釧 Ⅷ !翻 き隠 途 謙 ζ。鰯 鶴 鈴 経
つまみ出す様に付けられる。内外面全体に茶褐色の付着物がある。受部・ 口唇部内
側等に摩滅が激しい。胎土に砂は無く断面は茶色。

い
い
色灰

良
良
暗

須恵器 郭身
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番号暮真図屡登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
国
最
器
底器種

203 ~34
7 l 6-― 01

A15i N

KG-3

138
日縁部破片の1/3を残す。天丼部外面の1/2が箆削りされ他は丁寧に横ナデされる。
口縁部は体部から緩やかに下がって肩部に段を作らず口唇部近くが直立する。日唇
部内側は摩滅。胎土はやや粗く断面は茶色、内外面茶褐色の付着物がある。

い
質
色灰

粗
軟
黄

須恵器 郭蓋

204 ~34
7--1016--8

A15i N

KG-3

138
口縁部破片が僅かに残る。天丼部外面の1/2が箆削りされる。その他は横ナデで仕
上げられる。口縁部は体部と浅い沈線で画され、ほぼ直立して終わる。日唇部は段
を作って内傾する。胎土には小礫・白砂がまじる。

い
質
色灰

粗
硬
暗

須恵器 郭蓋

205 ~34
7--1016--9

A15'N

KG-3

166
1/3が残る。天丼部外面の大半を箆削りで仕上げている。内面中央に静止ナデの痕
跡を残すが他の部分は横ナデ仕上げ。体部は肩部で折れ曲り外面には下を沈線で画
した稜をもつ。口縁部はほぼ垂直に立ち口唇部は丸く作る。外面に灰釉状の自然釉

い
質
色灰

粗
軟
淡

須恵器 郭蓋 が付く部分がある。

206 ~34
7--1016--6

A15i N

KG-3

担 3

144

1/4が残る。底部外面の1/3が箆削りされる。体部は腰が張らずなだらかに受部へと
続き、やや内傾する低い立上がりが横ナデ仕上げされる。器高は低め、外面は淡緑
色の自然釉が斑点状に見られる。断面は淡褐色で自砂が含まれる。

い
質
色灰

粗
硬
淡

須恵器 郭身

207 ~34
7--1016--7

A15i N

KG-3

124
144

1/4が残る。底部外面の1/3が箆削りされる。器高はあまり高くなくヤ トがりも低い。
体部は底部が厚く横ナデ仕上げで腰は張らずになだらかに受部へと続く。受部は横
方向へ引き出される。体部外面は自然釉が全面に灰釉状に吹き出している。断面を
見ると砂がやや多く混じり淡褐色。

通
質
色

普
硬
灰

須恵器 郭身

208~34
7--1016--5

A151N

KG-3

12 0

142

1/4が残る。体部外面は1/3が箆削りされている様であるが全面に自然釉が濃く吹き
観察不能。体部は底部が厚く腰の部分で少し折れ受部へと続く。立上がりは受部の

内側から引き出される様に内傾して付けられる。内面の中央部には静止ナデの後が
はっきりと残される。断面は白砂が混じり赤茶色。

い
質
色灰

粗
硬
暗

須恵器 郭身

―-34
209

7--1016--3

A15i N

KG-3

119
140

日縁部の1/8が残るだけ。底部の2/3程が箆削りされる。立上がり部は体部から直立
ぎみに続き口唇部内側には軽い平坦面を作る。受部は横方向に引き出され上面には
自然X14が付く。胎上には白砂が混じる。

い
質
色灰

粗
硬
暗

須恵器 郭身

210 ~34
7--1016--4

A15iNⅦ

KG-3

126
148
4_8

1/3が残る。底部外面の大半を箆削りで仕上げている。器壁は薄く作られ受部も横
に薄く引き出される。立上がりは体部から内傾ぎみに続き口唇部は段を作ってて内
傾する。内面中心部には静止ナデが残り他はきれいに横ナデされる。胎土は砂も少
なく精選され断面も暗灰色。

い
通
色灰

良
普
暗

須恵器 郭身

211三
:|

7--1020--2

A15fNⅦ

KG-3

159
170

体部の1/4が残る。体部・口縁部ともに用I毛仕上げ。内面は横方向に幅の広い日の
細かな刷毛で丁寧に仕上げ、外面は縦方向の刷毛で器面を整えた後でナデ仕上げし
刷毛目が薄く残る。口縁部も横ナデされるが刷毛目は薄く残る。I同内面の下端部は
胎土の繋ぎ目の上を棒状の物で撫で付けている。胎土に雲母が混じる。

粗    い
良    い
灰  褐  色

土師器  甕

212 E三
:|

7--1020--1

A15f N

KG-3

．
３
．７聞
一　
一

口縁部の2/3と底部を欠く。体部外面は縦の刷毛で仕上げられ内面は日縁部から横
の刷毛で仕上げているが胴下半部は不定方向の刷毛である。日縁部には軽く横ナデ
した痕跡も残る。胎土には砂が混じるが均―であり精選されている。外面には煤が
多く付着し内面全体にも煤状の炭化物が付着して全体が黒色。

良    い
良    い
灰  褐  色

土師器  甕

213 E三
:|

7--1015--2

A15i N

KG-3 11 1

体部を欠き脚部のみ。外面はナデて器壁を整えているが内外とも整形時の指頭痕の
凹凸をそのまま残す。僅かに残った体部内面はナデによって平滑にされている。外
面には煤が付着し火力による赤変がある。胎土には砂が多い。

粗    い
良    い
灰  褐  色

土師器 台付甕

214 三三:|

7--1017

A15i N

KG-3

107
99

104

琢部と脚の一部を欠く。郭部は回縁部を横ナデした後に内面は放射状に、外面上半
は横に、下半は不整方向に丁寧な箆研磨で仕上げる。脚裾は内外から横ナデされ端
部を丸く作る。脚内面は箆削りできれいにえぐって整形している。胎土には小礫が
混じる。

良    い
良    い
赤  褐  色

土師器 高郭

古墳時代方形周溝墓出土土器

―-34
215

5--268

卜5

KC-1
一
卸
一

郭部上半を欠く。脚外面は箆で縦に整形している。脚裾は内外を横ナデして端部を
丸く仕上げている。脚内面には指頭による掻き出す様な整形痕が残されている。郭
部は腰の部分で軽く段を作って立上がる。

い
色褐

悪
黄

土師器 高郭
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番号聾真図展登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

古墳時代出土土器

301 正誘

6-1

A10f一 B

．
閑
抱
５
．
２

口縁部の1/2を欠く。天丼部外面のほぼ全面を丁寧な箆削りで仕上げ、重ね焼きし
た跡がくっきり残る。日縁部は肩部のしっかりした稜の下部で折れ曲り、内彎して
立ち日唇部は内傾する。口縁部の内面は回転横ナデされるが、天丼部内面は全体が
静止ナデで仕上げられる。胎土には小礫が混じる。

良    い
良    い
青 黒 灰 色

須恵器 郭蓋

302 三誘

6--1828

A10C― B
131

4.3

口縁部の1/2を欠く。天丼部外面の大半を箆削りで仕上げている。体部は肩部で
(稜の下部)折れ曲り外面にはやや甘いが稜を作る。日縁部は内外面を横ナデし、
ほぼ直立して日唇部は内傾させる。内面は横ナデ仕上げ。胎土には小礫が混じる。
全体的にはシャープさに欠ける。

い
質
色
軟
白
や
粗
や
灰

須恵器 郭蓋

303三
誘

7--1692

A14g_B
118

4,7

口縁部の一部を欠くがほぼ完形品。天丼部外面の2/3程をやや雑な箆削りで仕上げ
る。内面は横ナデ仕上げするが、粘上のしわが残る部分もあり丁寧さを欠く。日径
に比して器高が高い。肩部の稜はしっかりと作られる。日縁部は内外から横ナデ仕
上げされほぼ直立する。日唇部は段を作って内傾する。

い
質
色
軟や

粗
や
灰

須恵器 郭蓋

304 ~38
4--1526

B12d―Ⅲ

一
開

一　
一　
一

口縁部の1/4を残すだけ。天丼部外面の2/3を箆削りし肩部以下口縁部と内面は横ナ
デ仕上げ。口唇部は段を作って内傾する。体部から口縁部に緩やかに折れ曲がった
肩部となり稜の作りも甘くなる。胎土には砂が少ないが完全に混じり合わず黒灰色
と灰白色の粘上が縞になって混じる。

い
質
色
軟
白
や
良
や
灰

須恵器 郭蓋

305 _:,
4--1491

A12f―Ⅱ
15,0

4.8

口縁部の2/3を欠く。天丼部外面は2/3が箆削り肩部以下と内面は横ナデ仕上げ。肩
部は緩やかに曲がり口縁部はほぼ直立する。肩部の稜は低くなり下の沈線も浅くな
る。口唇部は段を作って内傾する。胎土に砂少ない。外面には班点状の自然釉がか
かる部分あり。内面には小さな火膨れが多くある。

良    い
良    い
暗  灰  色

須恵器 郭蓋

306 三誘

4-1485-1

A12e―Ⅲ
13.8
口縁部の1/2が残る。天丼部外面の2/3以上が箆削りされ内面は横ナデされる。肩部
はなだらかに曲がって日縁部へと続き外面の稜も潰れてしまう。日唇部は内傾する
が端部は丸くなる。外面肩部から口縁部に自然釉が付着している。胎土には砂が多
い。

い
い
色灰

粗
良
黒

須恵器 郭蓋

307 ~38
4--1672--1

A12C― Ⅲ中

口縁部の先を欠くため口径は不明だが16cmを超える。外面天丼部の箆削りは切り離
し痕が残り丁寧さに欠ける。肩部は体部から口縁部にかけてなだらかに続き屈曲は
少ない、肩部には退化した稜を作り出している。内面には叩き目 (内あて)が広い
範囲に残されている。

い
通
色灰

粗
普
暗

須恵器 郭蓋

308 ~38
4--1518--1

B12a―Ⅲ上
14.6
口縁部破片の1/3を残すが天丼部を欠くため高郭の蓋の可能性がある。天丼部はほ
ぼ半分が丁寧に箆削りされ肩部以下の内外面は横ナデで仕上げている。肩部の稜は
低いがシャープに作られる。口縁部の先端外面に叩き目 (用1毛目?)の圧痕が残る。

い
質
色灰

粗
硬
淡

須恵器 郭蓋

309 ~38
4--1656--1

A12b一Ⅲ下
13 3

44

1/4が残る。天丼部外面の1/2が箆削りされるが切離しの凹凸を残し雑な仕上り。そ
の他は横ナデで仕上げられる。肩部には沈線で画された稜を置き、体部から屈曲し
た口縁部はほぼ直立して終わる。日唇部は段を作って内傾ぎみに丸くなる。内面の
中央は静止ナデされる。胎上には砂が多く混じる。

い
質
色灰

粗
軟
白

須恵器 郭蓋

―-38（
υ

つ
０

4--1653

A12b―Ш下

．
５
．
６

一　

一　

一

1/4が残る。天丼部外面の大半を比較的丁寧な箆削りで仕上げ他の部分は横ナデ仕
上げ。体部は肩部で緩やかに折れ曲り外面には稜をもつ。日縁部は内彎ぎみに立ち
口唇部は丸く作る。全体的に作りは甘い。

い
質
色灰

粗
硬
黒

須恵器 郭蓋

311 ~~38
6--1204

A10f― B
14.0
1/4が残る。天丼部外面の半分が箆削りされる。肩部以下と内面が横ナデされるが
内面中央には静止ナデの跡がある。肩部外面には上下を沈線で狭んだ稜が作り出さ
れている。日縁部は稜の下部で折れ曲がり口唇部は内傾する。体部は丸みを持ち器
高は高い。二次火力を受けたためか赤褐色の土師器色。

い
り
色
戻
褐

き

粗
焼
赤

須恵器 郭蓋

312 三誘

4--613--1

A12a一 H下
13 2

41

1/2が残る。天丼部外面の大半を箆削りし内面は横ナデ仕上げとなる。肩部には下
に浅い沈線を置いて作った、退化した稜がある。回縁部は稜のやや上で折れ曲がり
直立ぎみになる。日唇部は内傾する。断面を見ると砂がやや多く混じる。

通
通
色

普
普
灰

須恵器 郭蓋

313 Ξ三:,
4--1700--1

A12b―Ⅲ下
14.5
3/4が残る。天丼部外面の2/3が箆削りされ他は横ナデ仕上げ。天丼部には静止ナデ
の痕跡が残る。器壁は全体的に厚く天丼部からなだらかに口縁部へと続く。日縁部
と体部は太い沈線で画されその上に稜が作られる。全体に器高が高い器形となる。
胎土には砂・小礫が混じる。

い
質
色灰

粗
硬
淡

須恵器 郭蓋

314 こ三:9
4--1650--1

A12b―Ⅲ

一
開

一
朽

一

体部はほぼ残るが口縁部は1/8し か残らない。天丼部は1/31よ どしか箆削りされない。
体部は横ナデされ、なだらかに下がって日縁部へと続き、肩部をつくらず、口唇部
は丸く終わる。天丼部には静止ナデが残る。器高は低く全体が丸みを持った作りと
なる。

い
通
色灰

粗
普
暗

須恵器 郭蓋
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番号薯真図展登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

315 三二:9
4~~lrb4

A12f― Ⅲ
14.7

46

口縁部の先端がほとんど失われるが体部はほぼ残される。天丼部外面は半分が箆削
りされる。器壁は厚く作られ体部から口縁部になだらかに続き肩部を作らない。器
形に歪みあり。胎上には小礫は混じらないが砂が多く粗い。日縁部外面の一部に自
然釉が付着する。

い
質
色
軟や

粗
や
灰

須恵器 郭蓋

316 Ξ三:9
4--1551

A15i一 B2
134

43

完形品。天丼部外面の1/2がやや雑な箆削りで仕上げられている。他は内外とも横
ナデ仕上げ。器形は体部から口縁部にかけて軽く曲がり先端を外反させた口縁部と
なり器高は低い。外面は二次火力のためか茶褐色に変質している。内面は灰色。胎
土に砂は少ない。

い
通
色

粗
普
灰

須恵器 郭蓋

317 正三:B
4--1693--1

A12f一 Ⅲ
13 7
1/2が残る。天丼部の大半を箆削りして仕上げている。浅い沈線で肩部を作ってい

る。日縁部はやや内彎して口唇部を丸く作る。器形は天丼部からなだらかに下がっ

て口縁上部で軽く曲がり口唇部となる。胎上には砂が少ない。口縁外面には自然釉

い
い
色灰

良
良
暗

須恵器 郭蓋 が薄く乗る。

―-38
318

6--762

ワ8-B
117

2.7

完形品。宝珠形の撮を持つ小形の蓋。撮の付く坦面が箆削りされる、他は横ナデ仕
上げ。撮は径17mm程で頂部が突出する。内面はナデによって平滑にされている。身
受部は日縁部先端より下に出ない。体部の外面には灰釉状の自然釉が全面に付着す
る。

い
通
色

粗
普
灰

須恵器 邦蓋

319 三二:9 ツ2-B

17--1
119

2.6

完形品。宝珠形の撮を持つ蓋。径26mmの偏平で頂部が突出す撮が付く。外面は一面
に自然釉が噴き調整法の詳細は観察不能。内面は横ナデ仕上げで身受部は口縁先端
より出ない。胎土は砂が少ない。

良    い
良    い
淡  灰  色

須恵器 郭蓋

320 ~二
:

4-― blU――Z

チ 8S― B
一
開
２．
４
粥
一

日縁部の一部を欠くがほぼ完形品。底部外面の大半が手持ち箆削りで調整される。
口唇部は内傾させる。立上がり部は内外から回転ナデされるが内面は中心から口縁

部ヘナデ上げている。受部は横に引き出し断面三角形に作る。胎土は砂が少なく精

緻。器形は全体的に厚く重厚な作り。

良
質
色灰

精
硬
暗

須恵器 郭身

321 二三::

4--1629

A12e――Ⅳ

一
醒
翔
開
一

完形品。底部外面の2/3以上を回転箆削りで仕上げ他は内外とも横ナデ仕上げ。立

上がり部はやや内側に倒れ口唇部は内傾する。受部は横に引き出し断面三角形に作
る。受部上面に黄緑色の自然釉が付く。胎土はやや粗いが硬質に焼き上がっている。

器形は少し焼き歪みがあるが全体的に厚く作られ体部も深い。

色灰暗

や や 粗 い

良    い

須恵器 郭身

322 二三::

7--222

B12d一Ⅲ下

．
暫
踊
５
，
６

一

完形品。底部外面の2/3程を箆削りして仕上げ他は内外面とも横ナデ仕上げ。内面
の中心部には内当ての後が残る。受部は斜め上方へ引き出される。立上がり部はほ
ぼ直立し回唇部は内傾する。胎上には白色砂が混じるが均一。

い
質
色灰

粗
軟
淡

須恵器 郭身

323~39
6--1163--1

A12e一Ш
一
Ｈ
開
阿
一

1/4が残る。底部外面の2/3以上を箆削りで、内面は静止ナデで仕上げる。体部と立

上がりの内外面は横ナデ仕上げされる。日唇部は内傾する。受部は上面を平らにし
て横に引き出される。二次火力を受けて赤褐色になり底部内外面に剰落もある。胎
土は均一。

い
り
色

まな
灰

き
良
焼
赤

須恵器 郭身

324 Ξ三::

7--1345

ツ6-B

立上がりを殆ど欠くが体部は残る。箆削りは底部外面のほぼ半分となる。他は横ナ

デ仕上げ。受部は横に引き出され端部は薄くなる。立上がりは体部から続いて口唇

部は内傾する。胎土はやや糧く砂粒も混じる。器形は全体的に厚めに作られて体部
が深い。

粗    い
良    い
暗  灰  色

須恵器 郭身

325~39
7--1649--3

A14h i
A15abc
一BoC

95
111

1/5を残すだけ。底部外面の半分程が箆削り他の部分は横ナデ仕上げ。受部は横に

引き出され上面を平らに作る。立上がりは直立させ口唇部を内傾させる。断面は赤

茶色で砂は少ない。残された破片が小さいが全体的な作りはシャープで焼成も良い。

器壁は薄い。

良    い
良    い
暗  灰  色

須恵器 郭身

326 三認

7--1516

A14d一 B上
一
田
郷
朽

完形品。底部外面の大半が丁寧に箆削りされ内面も静止ナデで平滑に仕上げられて

いる。立上がりは内外面が回転横ナデできれいに仕上げてある。口縁先端の外面に

は浅い沈線を置き口唇部は内傾する。受部は厚く丸みを持ってつくる。端部はシャー

プで器形全体の作りが非常に丁寧。底部外面に重ね焼きの跡がある。
灰暗

や や 粗 い

良    い
色

須恵器 堺身

327 ~39
7--249

B■ h一Ⅲ上

．
２
．５聞
一　
一

口縁部が1/3が残る。外部底面の箆削りは2/3程で、他は比較的丁寧な横ナデ仕上げ。

底部中央を欠くので高郭の可能性がある。立上がりは高く先端部を外側に折って口

唇部を内傾させる。受部は厚く大きくなり上面を平らに作る。胎土はやや粗いが均
―になっている。

色灰里
〔

や や 粗 い

良    い

須恵器 郭身

328 三::

6--772

A10e一 cl

一
悧
関
関

一

1/2が残る。底部外面の半分が箆削りされ内面の中央は静止ナデで仕上げる。他の

部分は内外とも横ナデ仕上げになっている。受部は横に小さく引き出され端部は薄

くなる。立上がりは一旦内傾して直立し体部に比して高い。口唇部は丸く作られる。

胎土には砂が多いが焼成は良く器壁も薄い。

い
質
色灰

粗
硬
暗

須恵器 琢身

329 EΞ
::

6--1247

A10C一 B

口縁部の1/2を欠くが体部は残る。底部外面の2/3が箆削り、他は内外面とも横ナデ

で仕上げられる。受部は下面に凹線を置くようにして斜め横に引き出される。立上
がりはほぼ直立し口唇部は内傾する。内面の中央には内当て痕を消したと思える指
圧痕が残る。断面と内面が茶掲色。外面が暗灰色。

い
質
色灰

粗
軟
暗

須恵器 郭身

―-93-
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330 正::

6-― 8591

A10f― B2
12.8

15.0

58
gaをぞ暮:こ:争稼ξttζ三ぞ8:3g員

'吾

≧登第g昇協屠言盲ξξ語零ヨ吾
まの跡が茶褐色に残り内面も茶掲色。

い
質
色

珈
褐

粗
や
灰

須恵器 郭身

331 =::
7--1636

A14g__B

一
‐
・
６

３
．
８

５
．
‐

．

予掃]鱗甍蘊寧詫解尋纏謬蘊とき堤警肇青r亮
る。体部外面には灰釉状の自然粕が全面い

い
？
色

い
灰

粗
良
暗

須恵器 郭身

332 三::

7--159

B12e――section

一

‐

・

７

４

．

７

５

．

４
gぞき3ξ宮と:猿l書辞全Eζズ琴蓄をサ手雛著誓秩壇哲:捨≧宿を亀密恭撫崇

通
通
色

普
普
灰

須恵器 郭身

333 ~39
6-82

A12i一 Ⅲ
128
14.6 i犠  揺攀學筆暴難ヨ真き 好

質
色灰

良
硬
暗

須恵器 郭身

334 Ξ三::

6-― 1200

A10f― B

．
蛹
４
．
０
５
．
７
揺錬透§据綴酵E推鯉鶏銚雲穿嗅堀暗覇ξ黍軽窪属クとなる。

い
い
色白

粗
悪
灰

須恵器 郭身

335 ~39
4--1514

B12a―Ⅲ上

一

‐

・

８

４

．

２

４

．

２

一

と錯靴鶏盤 鶉謎甘絲 ξ邦饂鍵
い
質
色

珈
灰

良
や
黄

須恵器 郭身

386 ~39
7--1944--4

C12a―Ⅲ土
9,0
11 2
ヱ蹟デ讐警ぜ鷲Y探¥普環爾寄梨逸憲銭吉『ヱ善逐単attζ宅雙累馨得ぢ管禽履争
島茫夫爺決宿督娘紬恭脊で終録黙言哲ダ

けたものか段があり口唇部は丸くなる。外
い
通
色

粗やや
普
灰

須恵器 郭身

337 ~39
4--1651--1

A12b―Ⅲ下
14,7

170
5,3 とき環毒専魯髯醤移登議環l拿謂 暑二音1継独景§章三兵点受き目

い

い
色白

良

悪

灰
須恵器 郭身

338 三::

6--1247--2

A10C― B
:ξtt3と筵きユ常St奪5車老妄稔勇::3盈緒:ゝぎr蓼器登魯畳s

い
通
色灰圭自

粗
普
暗

須恵器 堺身

339 正::

4--1643

A12C―Ⅲ
134
15.4

口縁部が1/2残るが底部を欠く。体部外面
饗祭ぼ籍習上昇災勇き密習嘉予圭空糸蓄

携落査を鹿ξこ察」と写BF凍
覇借圭ぽみりとなる。胎土は砂が多い。焼成は悪く

い
良
色褐

粗
不
灰

須恵器 郭身

340
―-39

6--2077

B10d一 Bc
126
15.2

48 罐ミ員為衰盈£昌岳奮辞争免許濯整講争端:啓勇墾罐昌
通
い
色灰

普
良
淡

須恵器 琢身

341 Ξ三::

4--1476

A12e一 ⅡⅢ
141
16.2

42

口縁部の一部と体部を残す。体部外面の1/3が箆削りされ平らな底面を作り出して

は自殊銘察著gtま壁柔扇佑邊峯考来去留繋讐唇苦注た曳響好憑ぼ戸
短い。底面に

色灰

や や 粗 い
良    い

須恵器 郭身

342 ΞΞ
:ユ

4--1591--2

A12C―Ⅲ
13 3

15,6

54
系迄分な目:髯誓至活誓琴詈悟娯鷲予想積霊型糸♭添痔マ算麗農妹塞そ集≧獄讐議

い
質
色褐灰

粗
軟
淡

須恵器 郭身

343 三謎 A12b―Ⅲ

―-24-―

12 7

14.8 警審議が竣:鷲藉壽繁蒜者せ義香坦鑑賜零iげ砲雖
粗    い
良    い
灰  褐  色

須恵器 郭身

―-39オ
■
４つ
０

4--1630

A12b―Ⅲ
12.4

13 6

35 差紳型   鵡爛騨 翻鮮 い
質
色褐灰

良
軟
淡

須恵器 郭身

-94-
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胎

焼

色

径
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高
径

大
口
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345 三謎 A12b― Ⅲ

-11492

14.0

体部の1/4と 立上がり部を欠く。体部外面の大半が箆削りで仕上げられる。底部は
箆削りで平らに作り出されている。受部外面は強く横ナデされ体部との境に軽い段
を作る。体部内面は横ナデ仕上げ。中央には静止ナデの跡もある。

い
い
色

良
良
灰

須恵器 郭身

346 三謎

7--1653

ム1-B
11.5

13.8

4.2

完形品。平らに作られた底部は未調整で粘上の凹凸をそのまま残す。体部は斜め上
に直線的に伸びて、短く外反する立上がりが付く。体部外面にはノタメが顕著。底
部には藁のような物の圧痕が付いている。器壁は厚く全体的に雑な作りで体部も浅
くなっている。胎土は粗く砂も多い。

や や 粗 い
悪    い

色灰

須恵器 琢身

347 三謎

6--2903

D18g

KT

．
９
，
７
‐
・
６
節

一

立上がりの一部を欠くがほぼ完形品。体部外面が雑に箆削りされるが外面全体に自
然釉が濃くかかるため観察不能。内面は横ナデ仕上げされるが中央には内当て痕が
そのまま残される。立上がりは体部から内傾して付けられるが低く、受部先端から
僅かに出る程度。受部上面に重ね焼きの痕跡を残す。

い
い
色

粗
良
灰

須恵器 郭身

348 三謎

7--1835

ネ4-B
一
８．２四
３．４

完形品。二回の削りで底部外面の半分を箆削りしてしまう。底部は先端が尖るため
不安定。他の部分は内外とも横ナデ仕上げに。立上がりが水平に近く内傾する。受
部は意識して作り出していない様な作りになる。唇部は丸く作られる。二次火力を
受けて赤変する部分がある。内面は茶褐色。

通
通
色灰

普
普
暗

須恵器 郭身

349 三鶴

6--60

A12h―Ⅲ

．
２
．
８

一
５
．
５

一

口縁部の1/5を欠く。天丼部外面の2/3が箆削りされ、径34mm程で中央が凹む撮が付
けられる。その他体部や日縁部の内外面は横ナデ仕上げ。肩部は稜が下に沈線を置
いて付き口縁部は直立して口唇部は内傾させる。全体的に器壁は厚めで稜や端部の
作りは甘い。

い
質
色

珈
灰

粗
や
暗

須恵器高郭蓋

350三鶴
7--2180--2

C12b一Ⅲ
13 5

61

1/2を欠く。天丼部外面の2/3程が箆削りで、径35mmで中央部が凹む撮が付く。体部
と立上がりの内外面は横ナデ仕上げする。日縁部は肩部で折れ曲がりやや外反して
立ち、口唇部は内傾する。肩部には稜を置く。器形は比較的シャープに作られ器高
も高い。胎土には砂や小礫が混じる。

い
い
色

粗
良
灰

須恵器高郭蓋

351 正鶴

7--76

B13b― B
11.5

14.0

91

口縁部の1/4を欠く。火脹れがあり焼き歪みが大きい。琢部外面の半分が箆削りさ
れ長方形の透かし窓が三方に付く脚が付く。受部は横に引き出され立上がりは内彎
ぎみに立ち口唇部は内傾する。脚は八の字に開き先端は段状となり縁端は両側から
撫でて丸く仕上げている。脚部外面には灰釉状の自然粕が付着する。

や や 粗 い
良    い

色灰暗

須恵器 高郭

352 ~~40
7-1 135--2

Cll g~C2
一　
一　
一　
一
関

琢上半を全く欠き脚の1/3が残る。郭底面の箆削りされた部分に長方形の透かし窓
を三方に持つ脚が付く。脚は八の字に開き脚端は段状に作って縁端は折曲げて脚裾
としている。脚外面にはカキロが顕著。カキロは郭部外面にも一部施される。全体
が薄い作りで焼成は良い。

通

い
色

普
良
灰

須恵器 高郭

353 Ξ三:!

5--238

イ7-S B101
北 ピット

郭部の大半と脚裾を欠く。二方に長方形透かし窓を二段に付けた長脚の高郭。脚内
外面は横ナデ仕上げされ透かし窓の上下に三本の沈線を置く。胎土はやや粗い。外
面には自然釉が小さな斑点状にかかる。

い
通
色
螂　灰

や
普
暗

須恵器 高郭

354 三鶴

7-21

C12b―Ⅲ 109

口縁部の先端を全て欠く。肩部から日縁部の焼け歪みが著しい。八の字に開く日縁
部には幅の広く雑な櫛描波状文が施される。櫛描波状文の上端には稜を置く。偏平
な体部には二本の沈線の間に櫛状施文具で刺突文を施している。沈線の間にやや上
向きに孔が開けられる。底面は不定方向の雑な箆削りで仕上げている。

い
い
色白

粗
良
灰

須恵器  腺

355 _;!
7--2932

ラ8-B 108

日縁部を欠く。肩部に浅い沈線を二本書きその間にしっかりした櫛帖波状文を置く。
波状文以下は回転箆削りで仕上げ底面は更にナデて平滑な丸底に仕上げている。波
状文より上は濃緑色の自然釉で覆われる。波状文の部分に注目用の孔が開く。内面
には内当て痕と思える凹みがあり自然釉も付く。

い
質
色

珈
灰

良
や
黄

須恵器  腺

356 ~40
--35

7--1584

ツ9-B
一　
一
鰤
一　
一

口縁部の先端を欠く。肩のやや張る偏平球胴の体部を持つ靖となる。体部下半は箆
削りで仕上げ、底部は一回の箆削りで平底を作っている。肩部と頸部に浅い沈線が
二本づつ置かれる。注目がやや体部から突出して肩部に付けられる。ほぼ平らにな
る肩部と口縁部内面に自然釉が付く。

い
通
色

粗やや
普
灰

須恵器  腺

-40357
7--1135--1

Cll g~C2 13 0

八の字に開く口縁部の1/2が残る。靖あるいは腺の口縁部。外面は細かな歯の櫛で
二段に男1けて波状文を描いている。波状

茎多去操霧暫軍吾尋髭農で賀ぼξ
口唇部は

内傾して広がる。器壁は薄く端部もシャー

良    い
良    い
淡  灰  色

須恵器 靖 ?

358 ~40
7--1519

A14d― B 10.0

口縁部と体部の1/2を欠く。注目にあたる部分を欠くが腺 と考えて良い。肩部の浅
い沈線の間に形の崩れた櫛描波状文が施される。体部下半は回転箆削りの後になで
て平滑に仕上げている。底部は丸底に仕上げる。内面は横ナデ仕上げ。肩の張る偏
平球状の体部となる。        、

い
通
色

良
普
灰

須恵器 腺 ?

359 ~40
4--1492

A12b一Ⅲ

口縁部先端と体部下半を欠く。腺か対と考えている。頸部外面には先の細かい櫛
で乱れた波状文が施される。肩部には櫛の歯がはっきりした刺突文が沈線の間に施
される。頸部内面にはノタメが良く残されている。

い
質
色

珈
灰

粗
や
暗

須恵器 腺 ?

-95-
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360 三鋸

r―-lV44~~6

C12a―Ⅱ上
19.3
口縁部から肩部の1/3程が残る。外反する口縁部外面には沈線と組合わせた三本の
稜がありその間に櫛描波状文が施される。肩部外面に残った叩き目を間隔を置いて
ナデ消している。内面にも青海波の叩き目がそのまま残されている。

通
い
色灰

普
良
青

須恵器  甕

361 Ξ三:!

7--1647

A14h i
A15abc
一 B

11 2

118
6.0

2/3が残る。口縁部の内外面は横ナデ仕上げ。内面はナデマワシて器面を整えてい
る。体部外面は不定方向のナデ仕上げで、底面近くには器壁に指頭痕状の凹みが残
る。内面には化粧粘上が施された可能性がある。口縁部が内彎ぎみに立上がり半球
に近い深めの郭。外面に煤が僅かに付着する。

好
い
色褐

良
良
黄

土師器  堺

362=鑑
4--1505

A12i― Ⅲ
12.9

61

完形品。日縁部の内外が横ナデ仕上げされる。内面はナデマワシ。底部外面には不
定方向に箆削りした痕跡が残る。いずれも器壁の摩滅と剥落が激しいため詳細は不
明。器形は口縁部がやや内彎するが半球状となる。胎上には砂粒と赤茶色の泥粒が
混じる。

い
質
色褐

粗
軟
赤

土師器  郭

363 三縄 Cll g― C・ D

1-17--1 Ｍ
範
５
．
４

一
一

2/3が残る。化粧粘土の為か器壁の剣落が激しく器面の調整法は観察不能。底部に
は整形の跡か、凹凸が残る。胎土には砂が含まれ気泡も多い。日縁から体部にかけ
て8× 7cm程黒変する。日縁部はあまり内彎せず偏平な器形になる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  郭

364 三鑑 A14g_B

7--1
11.2

121
48

3/4が残る。口縁部外面が横ナデ仕上げ。底面には木葉痕が薄く残る。その他は器
壁の剥落が激しいため全く観察出来ない。胎土には砂が無く精選されている。口縁
部は内彎し口唇部が向き合う様になる。底部から口縁部まで緩やかな弧を描く偏平
な器形になる。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器  郭

365 Ξ三::

6-― 1 -1

A10C一 C

282
116
12.2

47

1/2が残る。表面の摩滅が激しく調整法は観察出来ない。底部を厚く作り平底に整
形される。体部は緩やかに弧を描いて日縁部に続くやや深めの器形になる。胎土に
砂が含まない。底部が灰褐色に変色している。内面には化粧粘土が施されている。

い
良
色褐黄

良
不
赤

土師器  郭

366 三Ξ::

6--1285

A10C― C
121
12 9

51

完形品。口縁部の内外面が横ナデ仕上げ。内面は箆 (刷毛 ?)整形の後にナデ仕上
げしている ?。 体部下半の外面は器面の荒れが激しく観察できない。平底に作り口
縁部にかけて緩やかに内彎した偏平な器形。内外面とも化粧粘土が使われる。胎土
は完全に混じっておらず茶色と白色の粘土が縞模様になっている。

い
い
色褐

良
悪
赤

土師器  堺

367 三銘

6--1118--2

A12f一Ⅲ
11.5

12 1

55

1/2が残る。日縁部の内外面が横ナデ、内面は不定方向のナデ仕上げ。体部外面上
半は細かな刷毛で器面を整え、下半は指頭による押えの凹みが残る。底部は一応平
らに作り出している。器壁は薄く作られ、腰がやや張って内彎し口縁部を内傾させ
る器形となる。胎土に砂は無く精選されている。

い
い
色褐黄

良
良
淡

土師器  坑

368 正::

7--1531

A16C― C
14.3
1/3が残る。日縁部と体部上半は内外面とも横ナデ仕上げ。内面はナデ整形の後に
放射線状の箆研磨、外面は横に箆研磨 して仕上げている。日縁部外面には整形時の
粘上のしわが締に残るハ内轡 tフてヤ トがる休部のキ嬬み外Ollに 用由占壮□緩部存r/E

い
質
色褐赤

良
硬
暗

土師器  坑 る器形になる。胎土に粘土は少なく焼成は良い。

369 =::
7--6--1

B13f一 C
12.4

13.2

4.3

2/3が残る。日縁部の外面が横ナデされる。他の調整法は器壁の荒れが激しく観察
が不能。底部がやや広く内彎して立上がる体部で低い偏平な器形になる。化粧粘土
が施されたためか内外面に剣落する部分もある。胎土は精選され細かい。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器  郭

370 ~41
6--1208--3

B12A一Ⅲ
12.0

138
43

1/4が残る。模倣郭の身である。受部は無くなり稜になってしまう。立上がり部の
内面に横ナデした後が残る。体部下半から底部外面にかけて整形時の指頭痕と思え
る凹みが残る。他は剰落が激しく詳細は不明。内外とも化粧粘上が施された ?。 胎
土には茶色の泥粒が混じり白色粘土が縞状になっている。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 郭身

-41
371

4--1656--2

A12b一Ⅲ下
13.3

146

受部が退化し稜になってしまう模倣邦で口縁部の1/3が残る。立上がり部の外面に
横ナデした事が認められる。他は器面の摩滅が進んで観察できない。胎土には赤茶
色の泥粒が混じる。化粧粘土が内外面にある。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 邦身

372 三::

4--1525

B12d―Ⅲ
13.?

16.1

口縁部の1/2が残る模倣郭である。器壁の荒れが激しく器面調整法の詳細は不明。
内傾して付く立上がりや、受部もしっかりと作られ須恵器に似る。底部を欠くので
何とも言えないが浅めの器形になる。胎土には赤茶色の泥粒や砂粒が混じる。

通
良
色褐

普
不
赤

土師器 郭身

373 ~41
4--1511

B12d―Ⅲ
142
165

模倣郭で口縁部の1/4が残っている。立上がり部に横ナデした痕跡が残る。他の部
分の詳細は不明。372と 同じ様に須恵器の郭を良く真似ており、受部や立上がりを
しっかりと作っている。胎土は砂と赤茶色の泥粒が少し混じる。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器 郭身

374 三銘

6--1202

A10f― B
22.2

12 7

口縁部の一部を欠く。横ナデされた口縁部が「 く」の字に屈曲して開く大きめの
塊。内面は全体がナデ ?によってきれいに調整される。体部外面の上半ナデ、下半
は粘土の繋ぎ目や凹みが残り底部には篭目が残される。胎土はやや粗いが砂は少な
い。底部は丸底に作っている。

粗    い
良    い
黄  褐  色

土師器  塊

―-96-
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375 三鵠

0-3Ul

B lld一 Ⅱ

一
６
．
７

一
９
，
０

．

2/3が残る。底部を平底に作り、内彎して立上がる内部が肥厚した口縁部で外反す
る。口縁部の内外面は丁寧な横ナデ仕上げ。体部内面はナデ仕上げで平滑にされる。
外面は日の細かな刷毛で器面が整えられ底部は平らにナデられる。外面は赤褐色で
煤が付着する所もある。体部外面に黒斑がある。

通
通
色褐

普
普
黄

土師器  坑

376 _:志
7--273

BIg― Ⅲ下
一
闘
一
５．５
一

は
が
面
部
内
底

口縁部の一部を欠く。日縁部は細かな刷毛目も残すがナデ仕上げしている。
箆整形の後にナデ仕上げ。外面下半は指で押えた後を軽く撫でて仕上げる。
黒変し底面は凹む。手捏状の小形土器。

い
い
色褐

粗
良
黄

土師器  坑

377 ~42
4--1622

A12C―Ⅱ
12.0
郭部の1/3が残り脚部を欠く。日縁部が内外から横ナデされる。外面は斜め、内面
は縦の箆研磨で仕上げている。内面は光沢を持つが外面は摩滅が進み箆の痕跡のみ
を残す。胎土には雲母と小礫が混じる。

い
良
色褐

粗
不
黄

土師器 高郭

378 三銘

4--1649

A12e―Ⅳ
一
８
．２
一
厨
躙

脚の1/3を欠く。脚内面を除き器面全体が縦方向に、丁寧に箆研磨される。郭部は
浅い皿状になり口縁部外面には浅い凹線状のへこみが付く。口唇部の内側は使用に
因るものか摩滅している。脚はラッパ状に開き三方に丸孔が開けられる。脚内面は
横ナデされる。胎土はやや粗いが精選され均―。

良    い
良    い
赤 黄 褐 色

土師器 器台

379 三銘

4--1415--2

A12d― Ⅱ
一
６
．
９
一
側
躙

口縁部と脚の1/2郭部は端を折り曲げ、横ナデで外反させた口縁部を作って皿状に
している。ラッパ状に開く脚は縦方向に箆整形し、脚裾は内外から横ナデして仕上
げる。脚内面は箆で削って整形している。全体的に作りは荒く器面に凹凸が残る。
胎土には砂が多い。

い
通
色褐

荒
普
灰

土師器 器台

380 ~42
3--311--2

A13a一 Ⅲ
166

123

郭部の大半と脚裾の1/4を欠く。日縁部の内外面は強めに横ナデされる。郭部内面
は鋼落が多く観察不能。外面は整形時の凹みが残る。脚は下半がやや脹らみ脚裾が
内外から横ナデされ大きく開く。脚内面には天丼部から掻き出す様な指のナデ跡が
残る。

い
通
色褐

荒
普
灰

土師器 高罫

381 三三
:そ

7--1454

A14e一 B
179

144
120

郭部口縁部の大半と脚裾の1/2を欠く。郭は腰の部分で稜を作って曲り、やや外彎
し脚裾で折れて横に開く、外面は縦の箆整形痕が、内面には絞り目が残る。日縁部
と脚裾は内外面から横ナデ仕上げ。脚裾を突起させ郭部を接合する。

粗    い
良    い
灰 黄 褐 色

土師器 高郭

382 ~42
7--1

C12a―Ⅲ上

一

６

．

２

一

９

．

５

６

．

４

罫部の大半と脚裾の2/3を欠く。日縁部と脚裾に横ナデ、脚内面は箆削りで絞り目
を消している。他は器壁の摩滅が激しいため詳細は不明。郭は底部と口縁部が接す
る部分で段を作って折れ斜め上に開く。脚は短く脚裾が開く。郭部に突起を作り脚
に接合し、脚内面天丼部には突起を指頭で押えた跡が残る。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

383 ~42

―-16-― 8

A12f一 Ⅱ
17.1
郭部の1/4が残る。日縁部外面に横ナデの跡が残る。口縁部は底部と接する部分で
軽い段を作って曲がり、やや内彎ぎみに斜め上に開く。器壁は薄く砂が混じる。堺
部に突起を作って脚と接合している。口縁部外面に煤が付着している。     .

粗    い
良    い
淡 黄 褐 色

土師器 高琢

384 三銘

―-17-―

A14h i
A15abc
― BoC

15.5
脚部の3/4を欠く。日縁部外面が横ナデ仕上げ。郭の内面はナデマワシ ?。 他は器
壁の荒れが激しく観察出来ない。郭部は甘い稜を作って曲がり上方に開く。脚は低
く内面は箆整形される。郭底面に突起を作り脚に接合。脚内面には突起を指頭で押
えて潰した様子が観察される。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

385 三拝

7--763

B■ f一Ⅲ下

一
開
一　
一　
一

脚全体を欠く。口縁部外面が横ナデされる。器面の荒れが激しく他の部分の調整法
は観察出来ない。日縁部と底部の接する部分は軽く段を作るが、折れは少なく郭部
も浅い。郭底面に突起を作って脚と接合する。二次火力を受けた為か外面が赤変し
煤状の炭化物も付着している。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

386 三需

7-― 1656

ム5-B
158
脚全体を欠く。日縁部の内外面が横ナデ仕上げ。内面はナデ仕上げしている。堺部
下半の外面は荒れが激しく観察出来ない。郭部は外面に甘い稜を作って折れ曲がり
深めに作る。郭部底面に突起を作って脚と接合したものと思えるが分明でない。器
壁は厚めに作り胎土も粗い。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

387_:子
7--1517

A17a― B2
一
“
一
四
四

口縁部の2/3と 脚裾の1/3を欠く。日縁部と脚裾の内外面は横ナデ、他はナデ仕上げ
される。日縁部は底部から甘い稜を作って曲がり深めの雰部となる。脚は低く脚裾
は横に開く。脚内面は絞り目を箆で削って消し、脚上端を郊部に挿入して接合する。
郭内面には化粧土が施される ?。

い
い
色褐

良
良
黄

土師器 高郭

388 三需

7--180--3

B12a一Ⅲ下

123

郭部全体と脚裾の1/2を欠く。やや内彎する高い脚に「 く」の字に曲がって横に開
く脚裾が付く作りとなる。脚裾は内外面から横ナデ仕上げ。内面は指頭に因る整形
痕がそのまま残る。外面は縦に箆整形した後ナデ仕上。上端部の残りから郭底面に
突起を作って脚と接合した事が観察される。

い
い
色褐

糧
良
黄

土師器 高郭

389 _軒
4-― 1

A16C― C

一　
一　
一　
一
解

郭全体と脚裾の1/3が欠ける。内彎する脚に横に開く脚裾が付く。脚裾は内外面が
横ナデされ脚外面は縦に箆ナデ (箆研磨 ?)さ れる。しかし、内面には粘上の輸積
みの跡がそのまま残される。罫部との接合は円筒形に作った脚上端を必の底面に貼
り付けている様に観察される。郭部の内底面は黒色。

い
質
色褐

粗
硬
赤

土師器 高郭

―-97-―
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390~42
4--1674

A12b― Ⅲ中

一　
一　
一　
一
“

郭部と脚裾の2/3を欠く。少し内彎する脚に横に開く脚裾が作り出された器形にな
る。脚裾の内面に横ナデした痕跡を残す。外面は器壁が荒れ観察出来ない。内面に
は絞り日と指頭のナデ跡が残る。郭部との接合は脚先端を郭底面に挿入している。
胎土には砂粒が多く焼成も悪い。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

391 こ三
:子

7--180--1

B12d― 亜下

111

郭部と脚裾の1/2を欠く。内彎して脚裾が開く器形になる。脚裾の内外面は横ナデ
仕上げ。外面の上半部はナデ仕上げだが下半は脚裾から撫で上げる様に箆削りされ
る。内面は絞り目や指頭に因って掻き撫でた跡と箆の整形痕が残る。郭部との接合
は脚上端の挿入法と思えるが確定出来ない。

良    い
良    い
赤  褐  色

土師器 高郭

392 _斜
7--180--2

B12d― Ⅲ下

12.5

琢部を欠く。下半がやや太くなる円筒にほぼ水平に開く脚裾が付く。脚裾は内外面
から横ナデ仕上げ。内面は箆削りして仕上げている。外面は器壁の荒れがひどく観
察不能。郭部との接合法も残った部分が少なく不明。脚裾の1/4が黒変する。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高琢

393 ~42
7--1946--2

C12a― Ⅲ

121

郭部と脚裾の2/3を欠く。脚裾は横ナデされ横に開き、やや内彎する脚となる。内
面には絞り目が残る。他の調整法は器壁の荒れが進んではっきりしない。上端部の
残りから郭底部に作った突起を挿入して接合した事が知れる。胎土は粗く砂が多く
混じる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器 高郭

394 三需

7--1694

A14g_B
一　
一　
一　
一
囲

郭部大半を欠く。郭底部から「八」の字に広がり、横ナデした脚裾が水平に開く低
い脚となる。外面はナデ仕上げされる様である ?。 内面はきれいに箆削りされ天丼
部には指頭による押えが残る。郭部は底部と横ナデした口縁部が接する部分で曲が
り、軽く段を作る。接合法は琢部の底面の突起を脚に挿入 ?。

粗    い
良    い
赤  褐  色

土師器 高郭

395 ~42
4--1636

A12b―Ⅲ

103

郭部全体を欠く。内面に横ナデした痕跡が残るが他は器壁の摩滅が進んで観察は不
能。太い径で「八」の字形に開く。模倣高郭の低い脚。胎土は精選され砂は含まな
い。化粧粘土が施される。

い
良
色

良
不
肌

土師器 高郭

396 Ξ三
:子

7-1944-1

C12a一 Ⅲ上
一　
一　
一　
一
幽

口縁部全体を欠く。やや太めの脚で「八」の字に開き、脚据は横ナデして薄く仕上
げている。脚内面は箆削りされ天丼部は指で押えている。他は器面に剣落があり観
察出来ない。郭部との接合は脚に郭部底面の突起を挿入する方法か ?。 胎土はやや
粗いが均―で砂が少ない。

い
良
色褐

良
不
黄

土師器 高郭

397 ~42
4--1651--2

A12b―Ⅲ下

101

郭部と脚裾の1/2を欠く。円柱の下半が「八」の字に開く脚で上半は中実になる。
脚裾は内外面が横ナデ仕上げ。内面は箆で削って仕上げている。器面の荒れが著し
く剰落が進んでいる。郭部との接合は脚上端をそのまま郭底面に貼り付けている?。
胎土は粗く砂も多く含む。

い
良
色褐

粗
不
黄

土師器 高琢

398~42
4--1651--3

A12b一Ⅲ下

一　
一　
一　
一
凹

郭部全体と脚裾の2/3を欠く。中実の円柱の下半がラッパ状に広がり内外から横ナ
デされて脚裾となる。外面は凹凸が残るがナデ仕上げされ、内面には指頭痕が残る。
郭部との接合法は不明。胎土は粗く砂も多い。

良
良
色褐黄

不
不
赤

土師器 高郭

399~42
4--1651--4

A12b一 Ⅲ下

一　
一　
一　
一
ｍ

郭部と脚上半を欠く。中実の脚の先端がラッパ状に開き脚裾を作っている。脚裾は
横ナデされる。脚内面には用J毛目や指頭痕と思えるナデ跡も残されている。

粗    い
良    い
赤  褐  色

土師器 高郭

400三
餅

4--38

卜3-―Ⅲ
19.7

19 9

67

全体の1/2が残り球胴に近い器形となる。全体的に作りが荒く歪みも大きい。内外
面とも刷毛で器壁を整えている。特に内面には横の刷毛目が顕著である。日縁部は
先端が内外面から横ナデされている。底部は平底に作った後に略円形に割りぬいて
作っている。胎土は粗く砂や小礫が混じる。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  甑

401 三
:息

4--1694

A12f― Ⅲ
一
Ｈ
一
錠
調

口縁部の一部と把手を欠くがほぼ完形品。胴下半にかけて径が小さくなる縦長の器
形である。外面は縦の、内面は横の刷毛仕上げ。日縁部は横ナデしていると思える
が器壁の荒れが激しく分明でない。把手の剣がれた跡に1よ体部と同様な刷毛目が残っ
ており整形後器面に張り付けたことが分る。

い
良
色

糧
不
肌

土師器  節

402 三彿

７

　

Ⅱ

・３

　

３．

174
242
270
6.5

全体の1/2が残る。平底で球形に近い体部に横ナデして外反する日縁部が付く。体
部外面は凹凸を残すが箆ナデして仕上げている。内面は指頭痕や粘上の繋ぎ目が残
されている。底部を厚く作り底面は窪めて上げ底になる。体部外面には全体的に煤
が付着している。胎土は荒く砂が多く混じる。

粗    い
良    い
赤  褐  色

土師器  甕

403~43
6--1205

A12f― Ⅲ
195
口縁部が約 8 cm残るだけの細片。内彎して立上がる日縁部の外面に櫛 (刷毛)によ
る刺突があり、頸部以下は刷毛整形される。内面は横ナデの様であるが摩滅のため
はっきりしない。口径は残された部分で復元した。

い
良
色褐

粗
不
赤

土師器  壷

404 ~43
4--263

B ll g― Ⅱ下
12.0
受け口状の日縁部を持つ土器の口辺部片。 7 cm程が残る。体部から外側に屈曲する
日縁部の先端を更に外彎ぎみに引き上げて口唇部を薄く作る。口縁部は横ナデ仕上
げ。体部内面には粘上の繁ぎ目と指頭痕を残す。外面全体に煤が付着している。

粗    い
良    い
赤  褐  色

土師器  壷
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番号写真図展登 録 番 号
出 土 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

径
径
高
径

大
口
最
器
底器種

405 三鋸

6--634

A13f― C

一

‐

・

６

一
　

一　

一

口縁部が残り体部以下を全く欠く。外反する口縁部外面に横ナデした太い凹線を二
本置き断面三角形の突帯が付く様な形になる。剖落が激しくそれ以外の器面調整法
は観察出来ない。繋ぎ目を見ると体部の上に二枚の粘土を重ね口縁部を作っている。
胎土には砂粒が多くある。

い
良
色

粗
不
肌

土師器  壷

406 ~43
3--164

B ll h一Ⅲ
18.3
口縁部の1/4が残される。 S字状口縁の台付甕で比較的しっかりと受け口状の日縁
部を作る。頸部外面の括れ部に箆描きの沈線が引かれる。肩のやや張る体部には斜
行刷毛目 (肩部以下を欠くため断定出来ないが羽状刷毛目 ?。 )と 横刷毛目が施さ
れる。日縁部は横ナデされ体部内面には指頭痕が残る。外面に煤が付着。

い
良
色褐灰

粗
不
暗

土師器  甕

407~43
4--1583

B ll g一Ⅲ
142
口縁部の1/4が残る。 S字状口縁の台付甕。肩部以下を欠くので斜行刷毛目に横刷
毛目が残るだけ。口縁部は横ナデ、内面には指頭痕が薄く認められる。括れ部には
箆描きの線がある。胎土は粗く砂が多く雲母がまじる。器壁は薄く荒れている。

い
良
色褐

粗
不
灰

土師器  甕

408 ~43
3--311--1

A13C―Ⅲ
182
日縁部の1/5が残る。 S字状口縁の台付甕。肩部以下を欠く。斜行刷毛目と横刷毛
目が残る。括れ部に線を引く。口縁部は横ナデされしっかり作られる。胎土は粗く
砂・雲母が混じるが焼成は良い。外面には煤が付き暗灰褐色。

い
い
色褐

粗
良
黄

土師器  甕

409 ~43
7--1963--1

C12a一Ⅲ
15.5
口縁部の1/5が残る。 S字状口縁の台付甕。日縁部のS字形の屈曲も大きくしっか
り作られる。肩部の斜行刷毛目の上に施される横刷毛目は頸部に近い部分にまで施
される。口縁部はきれいに横ナデするが頸部内面には刷毛目が残る。胎土には砂・
雲母が混じる。外面には煤が多く付く。

い
い
色褐

粗
良
灰

土師器  甕

410 ~~43
4--1484

A12e一Ⅲ
16 5
口縁部の1/5が残る。 S字状口縁の台付甕。S字形の屈曲は少なくなり上方へ伸び
た日縁となる。括れ部に沈線を引く。肩部以下を欠くが斜行刷毛目が残る。胎土は
砂が多く雲母を含む。器壁の荒れが進んでいる。

い
良
色褐黄

粗
不
淡

土師器  甕

―-43
411

4--1485--2

A12e一 Ш

一　

？

・　

一
　

一
　

一

口縁部の破片が残る。歪みがあリロ径を確定出来ないが15～20cm程度の S状口縁の
台付甕。 S字形の屈曲は少く偏平になる。口縁部は横ナデ仕上げ。内面には指頭痕
状の凹凸を残す。胎土には砂・雲母が混じり外面には煤が付着する。

い
良
色褐黄

粗
不
淡

土師器  甕

―-43
412

4--1605--1

A12e―Ⅳ
96
119

日縁部から胴部の1/4が残る小形のS字状口縁の台付甕。 S字形の屈曲は少なく立
上がりぎみになる。外面の刷毛は一応羽状になり肩部には横刷毛目が施される。口
縁部内面には刷毛目も残る金体部内而には指頭によるナデ率形が残る^胎十には霊

い
い
色褐

粗
良
茶

土師器  甕 母が混じる。

―-43
413

4--1582

Bll g一Ⅲ

一　
一　
一　
一
開

S字状口縁の台付甕の脚破片。外面は上半部に斜行する刷毛目が残り下半部はナデ
消している。脚裾は裏側に粘土を折返して肥厚させ粘土端はそのまま残す。内面天
井部には指頭によるナデ痕が残る。胎土には砂が多く雲母も含む。

い
良
色褐

粗
不
黄

土師器  甕

４３

３８
一　
一

４４

7--1931--2

C12a―Ⅲ

102

体部全体を欠く。S字状口縁の台付甕で断面が台形になる脚。外面は斜行するやや
細かな用J毛目を箆状の物で上から下へ扇形にナデ消している。内面は下半が横ナデ
され上半は指頭によるナデツケの跡が残る。僅かに残った体部内面には炭化物が付
着している。

い
い
色褐

粗
良
灰

土師器  甕

415 ~~43
3--311--1

A13C― Ⅲ

体部全体を欠く。 S字状口縁の台付甕の脚。外面は斜行する刷毛目が残るが (器壁
に荒れがあるのではっきりしないが)外面を一周するように上から下へ扇形にナデ
消している∩脚裾は粘土を墓に析返してHfH厚させるハ内面にはHkBを体部底面に独で

い
良
色

粗
不
肌

土師器  甕 付けた指頭痕が残る。火力を受けた為か赤変する部分がある。

416 三三
:な

4--1514--2

B12a―Ⅲ上
．
６．２解
一
一

胴部の下半を欠く。体部は丸みを持って球形に近くなる。口縁部は内面から横ナデ
して薄く仕上げている。体部は厚く作り内外面を刷毛 (板 ?)で ナテ羽隧している。
器形には歪みもありやや雑な作り。胎土はやや粗いが砂をあまり含まず均一。胴部
外面には煤が付き、内面にも炭化物が薄く残っている。

粗    い
良    い
赤  褐  色

土師器  甕

417三鑑
4--1715--1

A12f―Ⅲ下
164
口縁部の1/2が残り胴部以下の大半を欠く。日縁部は厚めで内外面から横ナデして
外反ぎみに開く。体部は内外面とも刷毛仕上げ。二次火力を受けた為か器面の荒れ
が進んでいるが、堅く焼き締まっている。胎上には砂が多く白い粒が浮き上がって
見える。断面は黒灰色になっている。

粗    い
良    い
黄  褐  色

土師器  甕

-44418
4--1483

A12e一Ш
176
198

1/3が残り下半部を欠く。胴長の体部に、横ナデして外反する厚めの口縁部が作ら
れる。日縁部の外面には縦の、内面には横の刷毛が薄く残るが内外ともに横ナデ仕
上げされる。体部は目のこまかな刷毛で丁寧に仕上げられる。胎土には砂があるが
細かくて均一。体部と口縁部には煤状の炭化物が付着している。

粗    い
粗    い
赤 黄 褐 色

土師器  甕

419
―-44

4--1715--2

A12f―Ⅲ下
167
口縁部の1/2がのこるだけ。口縁部は内外から丁寧に横ナデし外反ぎみに作り出し
ている。体部内面には日縁部接合時の粘上の捨れや、繋ぎ目等が残り荒い刷毛仕上
げになっている。外面は肩部にまで横ナデが及び用1毛目が薄く残っている。胎土に
は砂・雲母・砂粒が混じる。

い
い
色褐

粗
良
赤

土師器  甕
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番号響真図震登 録 番 号
出 上 位 置

法量cm

技  法 調 整 の 特 徴

土

成

調

胎

焼

色

口 径
最大径
器 高
底 径器種

420__鑑
r Zよもυ

C12b一Ⅲ
29,7

342

口縁部が2/3程残るだけで胴部以下の大半を欠く大形の甕。脚が付 くかは不明。ロ
縁部は外反し丁寧に横ナデして口縁部を丸く作り出している。体部は内外面ともに
整形時の凹凸が薄く残るが箆のナデ仕上げで器面を丁寧に整えている。胎土もやや
粗いが整っており砂粒等は含まない。外面には全体的に煤が付着している。

良    い
良    い
茶  褐  色

土師器  甕

421三電迭
6--1197

A10f一 B 31.5

口縁部・把手の片方・体部の半分を欠き全体の1/3が残る。球形の胴部に外反し横
ナデした日縁部が付く。胴部内面は刷毛整形の後にナデ仕上げをしており刷毛目が
のこる。外面はナデ仕上げで平滑にしている。底部外面は全面が剖落して原形を止
どめない。胎土には砂が多く粘土が完全に混じっていず縞模様になる。

い
良
色

粗
不
肌

土師器  壷

422 ~44
7--1921--2

Cll g-2
19.6
口縁部が半分残る。大きく外反し復合口縁になる。内外面ともに箆研磨して仕上げ
ている。地に刷毛目が残る部分もあり刷毛整形後に箆研磨している。

い
い
色

良
良
肌

土師器  壷

423三
銘

7--1945--1

C12a―Ⅲ
111
13.5

111
46

口縁部の1/4を欠く。偏平な球胴に平らな底部と外反する口縁部を作り出した小形
の壷。口縁部は内外から横ナデされる。内面は箆や指頭による整形痕が残される。
外面は全体が細かな刷毛で整えられている。胎土は精選され砂が少ないがナデや箆
で調整したと思える部分もある。器形に歪みあり。

良    い
良    い
灰  褐  色

土師器  壷

424三
銘

7--1649--2

A14h i
A15abc
― B

87
13.1

口縁部の1/2が残り体部の下半を全て欠く。球形に近い体部に円筒状に作 られた日
縁部の付く器形になると思われる。内外面ともに焼成が悪く、全体に摩滅が進み器
面の調整法は観察出来ない。器壁は薄く作られ胎土に砂はすくない。

い
良
色褐

良
不
赤

土師器  壷

425 _銘
7--1930

A13f一 C
50.3

42.4

15.3

全体の2/3程が残っている。内彎して立上がる大きめの体部に外反 して開く幅の広
い口縁部が付く台付甕。日縁部の先端は横ナデし口唇部は面を作る。器壁は内外面
とも刷毛調整して仕上げている。脚も内彎ぎみのしっかりした作りである。胴部に
は煤が付着し火力により赤変している部分もある。

い
い
色褐

粗
良
赤

土師器  甕

426 三銘

4--1517

B ll a―Ⅱ上
31.5
口縁部の1/2が残され体部は大半を欠く。体部から緩やかに外反しやや肥厚させた
日縁部になる。日縁部の内外は箆 ?に よる横ナデ、体部は箆削り (箆ナデ)に よっ
て器面を整えている。胎土はやや粗いが小礫は無く均―な粘上である。内外面とも
煤等の炭化物は付着しない。

い
い
色

良
良
肌

土師器  鉢
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写真図版第

古墳時代住居跡KD I(北西から)

3許予て■

一垂

古墳時代住居跡KD I(鉢の出土状態)



写真図版第 2

‐
=■
■iill■ |:

工■・ !ミ■ri´「
〔:二1● I・■

|ごと:学fr
1 1■ イ

~・
■

■‐
~   
を‐

これ iⅢ

華
一卜
氏■ミF

(司ヒ西か ら )

■■ⅢⅢ111

古墳時代住居跡KD 4(か まどイ寸近の上器出土状態)



写真図版第 3

A 古墳時代住居跡KD 6(かまどと鉢の出土状態)

黎慈|

驚

B 古墳時代住居跡KD10(南から)



写真図版第 4

A 古墳 時代 住 居 跡 KD10(貯蔵穴内の上器出土状態 )

B 古墳時代住居跡KD12(J助 らヽ)



写真図版第 5

古墳時代住居跡KD12(かまど付近の上器出土状態)

B 古墳 時代 住 居 跡 KD14(土器出土状態 )



写真図版第 6

古墳時代住居跡KD15 (か まどと甕の出土状態 )
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古墳時代住居星亦KD17(南隅の上器出土状態)



写真図版第 7

Ａ　　一Ｆ蠍

古墳時代住居跡 KD25(北西壁付近の須恵器高郭の出上状態 )

B 古墳時代住居跡KD25(南西から)



写真図版第 8

古墳 時代 住 居跡 KD27(か まどと曽瓦の出土状態 )
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古墳時代住居跡KD36(東 南から)



写真図版第 9

A 古墳時代住居団 KD36(上師器出上状態 )

B 東部地区小穴群出上状態 (西から)



写真図版第 10

A 東部地区小穴群出土】犬態 (東か ら)
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B 古墳時代祭祀跡 (K11)



写真図版第 H

142 1391401381
古墳 時代 祭 祀 跡 KI I(上器出土状態 )
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古墳時代溝KT201(北東から)
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A 古墳時代溝KT201(南西から)

B 西部地区溝状遺構 (南から)
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A 西部地区溝状遺構 (北西から)

B 古墳時代井戸 KG I(左 )・ KG 2(右 )
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古墳時代井戸KG 2(北 から)
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A 古墳時代方形周溝墓KC I・ KC 2
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